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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システム中のモバイルエンティティによって動作可能な方法であって、
　ライセンスチャネル上で、１つまたは複数のネットワークノードによって使用される少
なくとも１つの非ライセンスチャネルに関するブロードキャストされたチャネル使用情報
を受信することと、
　前記１つまたは複数のネットワークノードのうちの所与のネットワークノードを選択す
るために、前記チャネル使用情報に少なくとも部分的に基づいてセル探索プロシージャを
実行することと、
　前記所与のネットワークノードとのワイヤレス通信を確立する際に使用されるべき少な
くとも１つのランダムアクセスパラメータを決定することであって、前記少なくとも１つ
のランダムアクセスパラメータは、前記ユーザデバイスの特性に関連付けられ、好適なダ
ウンリンク（ＤＬ）チャネルを決定する、決定することと、
　前記所与のネットワークノードにアクセス要求を送信することであって、前記アクセス
要求は、前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づく
、送信することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記好適なＤＬチャネル上で前記アクセス要求に対する応答を受信することをさらに備
える、
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請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルは、ホワイトスペース（ＷＳ）チャネルを
備え、
　前記特性は、少なくとも１つのＷＳチャネル上で通信する能力を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイルエンティティは、ユーザ機器（ＵＥ）を備え、
　前記チャネル使用情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）内に含まれるリストを備え
る、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセス要求に少なくとも部分的に基づいて、プリアンブルＩＤ、またはランダム
アクセスのためのリソースのうちの少なくとも１つを選定することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記アクセス要求は、プリアンブルシーケンスを含む、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクセス要求は、少なくとも１つの時間リソースについての少なくとも１つの時間
パラメータと、少なくとも１つの周波数リソースについての少なくとも１つの周波数パラ
メータとを含む、
請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　（ａ）ライセンスチャネル上で、１つまたは複数のネットワークノードによって使用さ
れる少なくとも１つの非ライセンスチャネルに関するブロードキャストされたチャネル使
用情報を受信することと、（ｂ）前記１つまたは複数のネットワークノードのうちの所与
のネットワークノードを選択するために、前記チャネル使用情報に少なくとも部分的に基
づいてセル探索プロシージャを実行することと、（ｃ）前記所与のネットワークノードと
のワイヤレス通信を確立する際に使用されるべき少なくとも１つのランダムアクセスパラ
メータを決定することであって、前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータは、
前記ユーザデバイスの特性に関連付けられ、好適なダウンリンク（ＤＬ）チャネルを決定
する、決定することと、（ｄ）前記所与のネットワークノードにアクセス要求を送信する
ことであって、前記アクセス要求は、前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータ
に少なくとも部分的に基づく、送信することとを行うように構成された少なくとも１つの
プロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリと
を備える、装置。
【請求項９】
　前記モバイルエンティティは、ユーザ機器（ＵＥ）を備え、
　前記チャネル使用情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）内に含まれるリストを備え
る、
請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　ライセンスチャネル上で、１つまたは複数のネットワークノードによって使用される少
なくとも１つの非ライセンスチャネルに関するブロードキャストされたチャネル使用情報
を受信するための手段と、
　前記１つまたは複数のネットワークノードのうちの所与のネットワークノードを選択す
るために、前記チャネル使用情報に少なくとも部分的に基づいてセル探索プロシージャを
実行するための手段と、
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　前記所与のネットワークノードとのワイヤレス通信を確立する際に使用されるべき少な
くとも１つのランダムアクセスパラメータを決定するための手段であって、前記少なくと
も１つのランダムアクセスパラメータは、前記ユーザデバイスの特性に関連付けられ、好
適なダウンリンク（ＤＬ）チャネルを決定する、決定するための手段と、
　前記所与のネットワークノードにアクセス要求を送信するための手段であって、前記ア
クセス要求は、前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に
基づく、送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項１１】
　ライセンスチャネル上で、１つまたは複数のネットワークノードによって使用される少
なくとも１つの非ライセンスチャネルに関するブロードキャストされたチャネル使用情報
を受信することと、
　前記１つまたは複数のネットワークノードのうちの所与のネットワークノードを選択す
るために、前記チャネル使用情報に少なくとも部分的に基づいてセル探索プロシージャを
実行することと、
　前記所与のネットワークノードとのワイヤレス通信を確立する際に使用されるべき少な
くとも１つのランダムアクセスパラメータを決定することであって、前記少なくとも１つ
のランダムアクセスパラメータは、前記ユーザデバイスの特性に関連付けられ、好適なダ
ウンリンク（ＤＬ）チャネルを決定する、決定することと、
　前記所与のネットワークノードにアクセス要求を送信することであって、前記アクセス
要求は、前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づく
、送信することと
をコンピュータに行わせるためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信システム中のネットワークエンティティによって動作可能な方法であっ
て、
　ライセンス周波数スペクトルの第１の部分を占有するライセンスチャネルを使用してダ
ウンリンク（ＤＬ）チャネル情報を送信することであって、前記ＤＬチャネル情報が、非
ライセンス周波数スペクトル内に含まれる少なくとも１つの非ライセンスチャネルを識別
し、前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルは、前記ネットワークエンティティによ
ってまたはそれの近傍の別のネットワークエンティティによって使用される、送信するこ
とと、
　モバイルエンティティから、前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルのうちの１つ
にアクセスしたいというアクセス要求を受信することであって、前記アクセス要求の中に
、好適なＤＬチャネルを決定する少なくとも１つのランダムアクセスパラメータが符号化
されている、受信することと、
　前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前
記非ライセンス周波数スペクトルまたは前記ライセンス周波数スペクトル内に含まれる所
与のチャネルを選択することと、
　前記モバイルエンティティに、前記選択された所与のチャネル上で前記アクセス要求に
対する応答を送信することと
を備える、方法。
【請求項１３】
　前記ランダムアクセスパラメータは、少なくとも１つのホワイトスペース（ＷＳ）チャ
ネル上で通信するモバイルエンティティ能力を搬送する、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＤＬチャネル情報は、前記非ライセンス周波数スペクトル内に含まれるチャネルの
リストを含む、
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請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＤＬチャネル情報は、前記リストに関連付けられた優先順位構成をさらに含む、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　選択することは、前記アクセス要求に少なくとも部分的に基づいて、プリアンブルＩＤ
、またはランダムアクセスのためのリソースのうちの少なくとも１つを選定することを備
える、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記アクセス要求はプリアンブルシーケンスを含む、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記アクセス要求は、少なくとも１つの時間リソースについての少なくとも１つの時間
パラメータと、少なくとも１つの周波数リソースについての少なくとも１つの周波数パラ
メータとを含む、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記アクセス要求から前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータを抽出するこ
とをさらに備える、
請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　選択することは、前記抽出された少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに基づ
いて前記所与のチャネルを選択することを備える、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ネットワークエンティティは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）を備え、
　前記モバイルエンティティは、ユーザ機器（ＵＥ）を備え、
　前記ＤＬチャネル情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）中で与えられる、
請求項１２に記載の方法。
【請求項２２】
　（ａ）ライセンス周波数スペクトルの第１の部分を占有するライセンスチャネルを使用
してダウンリンク（ＤＬ）チャネル情報を送信することであって、前記ＤＬチャネル情報
は、非ライセンス周波数スペクトル内に含まれる少なくとも１つの非ライセンスチャネル
を識別し、前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルが、前記ネットワークエンティテ
ィによってまたはそれの近傍の別のネットワークエンティティによって使用される、送信
することと、（ｂ）モバイルエンティティから、前記少なくとも１つの非ライセンスチャ
ネルのうちの１つにアクセスしたいというアクセス要求を受信することであって、前記ア
クセス要求の中に、好適なＤＬチャネルを決定する少なくとも１つのランダムアクセスパ
ラメータが符号化されている、受信することと、（ｃ）前記少なくとも１つのランダムア
クセスパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記非ライセンス周波数スペクトルま
たは前記ライセンス周波数スペクトル内に含まれる所与のチャネルを選択することと、（
ｄ）前記モバイルエンティティに、前記選択された所与のチャネル上で前記アクセス要求
に対する応答を送信することとを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された、データを記憶するためのメモリと
を備える、装置。
【請求項２３】
　前記ネットワークエンティティは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）を備え、
　前記モバイルエンティティは、ユーザ機器（ＵＥ）を備え、
　前記ＤＬチャネル情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ）中で与えられる、
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請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　ライセンス周波数スペクトルの第１の部分を占有するライセンスチャネルを使用してダ
ウンリンク（ＤＬ）チャネル情報を送信するための手段であって、前記ＤＬチャネル情報
は、非ライセンス周波数スペクトル内に含まれる少なくとも１つの非ライセンスチャネル
を識別し、前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルが、前記ネットワークエンティテ
ィによってまたはそれの近傍の別のネットワークエンティティによって使用される、送信
するための手段と、
　モバイルエンティティから、前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルのうちの１つ
にアクセスしたいというアクセス要求を受信するための手段であって、前記アクセス要求
の中に、好適なＤＬチャネルを決定する少なくとも１つのランダムアクセスパラメータが
符号化されている、受信するための手段と、
　前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前
記非ライセンス周波数スペクトルまたは前記ライセンス周波数スペクトル内に含まれる所
与のチャネルを選択するための手段と、
　前記モバイルエンティティに、前記選択された所与のチャネル上で前記アクセス要求に
対する応答を送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項２５】
　ライセンス周波数スペクトルの第１の部分を占有するライセンスチャネルを使用してダ
ウンリンク（ＤＬ）チャネル情報を送信することであって、前記ＤＬチャネル情報は、非
ライセンス周波数スペクトル内に含まれる少なくとも１つの非ライセンスチャネルを識別
し、前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルが、前記ネットワークエンティティによ
ってまたはそれの近傍の別のネットワークエンティティによって使用される、送信するこ
とと、
　モバイルエンティティから、前記少なくとも１つの非ライセンスチャネルのうちの１つ
にアクセスしたいというアクセス要求を受信することであって、前記アクセス要求の中に
、好適なＤＬチャネルを決定する少なくとも１つのランダムアクセスパラメータが符号化
されている、受信することと、
　前記少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前
記非ライセンス周波数スペクトルまたは前記ライセンス周波数スペクトル内に含まれる所
与のチャネルを選択することと、
　前記モバイルエンティティに、前記選択された所与のチャネル上で前記アクセス要求に
対する応答を送信することと
をコンピュータに行わせるためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡され、参照により全体が本明細書に明確に
組み込まれる、２０１０年８月１６日に出願された「METHODS AND APPARATUS FOR USE OF
 LICENSED SPECTRUM FOR CONTROL CHANNELS IN COGNITIVE LTE」と題する仮出願第６１／
３７４，２３０号と、２０１０年８月１６日に出願された「METHODS AND APPARATUS FOR 
WHITE SPACE CAPABILITY DETECTION DURING CALL SETUP」と題する仮出願第６１／３７４
，２２４号と、２０１０年１１月９日に出願された「METHODS AND APPARATUS FOR WHITE 
SPACE CAPABILITY DECLARATION AND DOWNLINK CARRIER MEASUREMENTS IN COGNITIVE LTE
」と題する仮出願第６１／４１１，８１７号と、２０１０年１２月２２日に出願された「
METHODS AND APPARATUS FOR DETERMINING AND PROVIDING WHITE SPACE CHANNEL INFORMAT
ION IN COGNITIVE LTE」と題する仮出願第６１／４２６，２１９号との優先権を主張する
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【技術分野】
【０００２】
　本開示は、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ホワイトスペースを使用し
てコグニティブ（cognitive）Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）ネッ
トワークにおいて制御シグナリングおよびチャネル選択を行うための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、ボイス、データ、ビデオなど、様々なタイプの通信コンテ
ンツを提供するために広く展開されており、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（
ＬＴＥ）システムなどの新しいデータ指向システムの導入とともに展開が増加する可能性
がある。ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅お
よび送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能
な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム、および他の直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））およびＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の発展形として、
セルラー技術における大きな進歩を表す。ＬＴＥ物理レイヤ（ＰＨＹ）は、発展型ノード
Ｂ（ｅＮＢ）などの基地局とモバイルエンティティとの間でデータと制御情報の両方を搬
送する高効率な方法を与える。
【０００５】
　直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）通信システムは、全システム帯域幅を、周波数サブチ
ャネル、トーン、または周波数ビンと呼ばれることもある複数（ＮF）個のサブキャリア
に効果的に区分する。ＯＦＤＭシステムでは、まず、送信すべきデータ（すなわち、情報
ビット）を特定のコーディング方式を用いて符号化してコード化ビットを生成し、コード
化ビットをさらにマルチビットシンボルにグループ化し、次いで、これらのマルチビット
シンボルを変調シンボルにマッピングする。各変調シンボルは、データ送信のために使用
される特定の変調方式（たとえば、Ｍ－ＰＳＫまたはＭ－ＱＡＭ）によって定義された信
号コンスタレーション中のポイントに対応する。各周波数サブキャリアの帯域幅に依存し
得る各時間間隔において、変調シンボルは、ＮF個の周波数サブキャリアの各々上で送信
され得る。したがって、システム帯域幅にわたって異なる減衰量によって特徴づけられる
、周波数選択性フェージングによって引き起こされたシンボル間干渉（ＩＳＩ）をなくす
ために、ＯＦＤＭが使用され得る。
【０００６】
　概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、たとえば、ユーザ機器（ＵＥ）またはア
クセス端末（ＡＴ）など、いくつかのモバイルエンティティのための通信を同時にサポー
トすることができる。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し
得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、ア
ップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。そのような
通信リンクは、単入力単出力、多入力単出力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システム
を介して確立され得る。
【０００７】
　ＭＩＭＯシステムは、データ送信のために複数（ＮT）個の送信アンテナと複数（ＮR）
個の受信アンテナとを採用する。ＮT個の送信アンテナとＮR個の受信アンテナとによって
形成されるＭＩＭＯチャネルは、空間チャネルとも呼ばれるＮS個の独立チャネルに分解
され得、ＮS≦ｍｉｎ｛ＮT，ＮR｝である。ＮS個の独立チャネルの各々は１つの次元に対
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応する。複数の送信アンテナおよび受信アンテナによって生成された追加の次元数が利用
された場合、ＭＩＭＯシステムは改善された性能（たとえば、より高いスループットおよ
び／またはより大きい信頼性）を与えることができる。
【０００８】
　ＭＩＭＯシステムは時分割複信（ＴＤＤ）および周波数分割複信（ＦＤＤ）システムを
サポートする。ＴＤＤシステムでは、順方向リンク送信と逆方向リンク送信とが同じ周波
数領域上で行われるので、相反定理により逆方向リンクチャネルからの順方向リンクチャ
ネルの推定が可能である。これにより、複数のアンテナがアクセスポイントにおいて利用
可能であるとき、アクセスポイントは順方向リンク上で送信ビームフォーミング利得を抽
出することが可能になる。ＬＴＥなどの次世代システムは、性能およびデータスループッ
トの向上のためのＭＩＭＯ技術の使用を可能にする。
【０００９】
　展開されるエンティティの数が増加するにつれて、ライセンスＲＦスペクトルならびに
非ライセンスＲＦスペクトル上の適切な帯域幅利用の必要がより重要になる。その上、Ｌ
ＴＥなどのシステムにおいてフェムトセルおよびピコセルなどの小さいセルを管理するた
めの半自律型（semiautonomous）基地局の導入とともに、既存の基地局との干渉が一層問
題になり得る。これに関連して、コグニティブＬＴＥネットワークを可能にするための効
率的な制御シグナリングおよびチャネル選択の必要がある。
【発明の概要】
【００１０】
　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではなく、
すべての態様の主要または重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべての態様
の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導入と
して、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することである。
【００１１】
　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、制御シグナリングおよ
びチャネル選択のためのコグニティブ無線方法が提供され、本方法は、たとえば、ユーザ
機器（ＵＥ）などのモバイルエンティティによって実行され得る。本方法は、ライセンス
チャネル上で、１つまたは複数のネットワークノードによって使用される少なくとも１つ
の非ライセンスチャネルに関するブロードキャストされたチャネル使用情報を受信するこ
とを伴い得る。本方法は、１つまたは複数のネットワークノードのうちの所与のネットワ
ークノードを選択するために、チャネル使用情報に少なくとも部分的に基づいてセル探索
プロシージャを実行することをさらに伴い得る。本方法は、所与のネットワークノードと
のワイヤレス通信を確立する際に使用されるべき少なくとも１つのランダムアクセスパラ
メータを決定することであって、少なくとも１つのランダムアクセスパラメータが、ユー
ザデバイスの特性に関連付けられ、好適なダウンリンク（ＤＬ）チャネルを決定する、決
定することをも伴い得る。本方法は、所与のネットワークノードにアクセス要求を送信す
ることであって、アクセス要求が少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なく
とも部分的に基づく、送信することをさらに伴い得る。関係する態様では、電子デバイス
（たとえば、ＵＥまたはそれの（１つまたは複数の）構成要素）が、上記で説明した方法
を実行するように構成され得る。
【００１２】
　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、たとえば、発展型ノー
ドＢ（ｅＮＢ）などのネットワークエンティティによって実行され得るコグニティブ無線
方法が提供される。本方法は、ライセンス周波数スペクトルの第１の部分を占有するライ
センスチャネルを使用してダウンリンク（ＤＬ）チャネル情報を送信することであって、
ＤＬチャネル情報が、非ライセンス周波数スペクトル内に含まれる少なくとも１つの非ラ
イセンスチャネルを識別し、少なくとも１つの非ライセンスチャネルが、上記ネットワー
クエンティティによってまたはそれの近傍の別のネットワークエンティティによって使用
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される、送信することを伴い得る。本方法は、モバイルエンティティから、少なくとも１
つの非ライセンスチャネルのうちの１つにアクセスしたいというアクセス要求を受信する
ことであって、アクセス要求の中に、好適なＤＬチャネルを決定する少なくとも１つのラ
ンダムアクセスパラメータが符号化されている、受信することを伴い得る。本方法は、少
なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づいて、非ライセン
ス周波数スペクトルまたはライセンス周波数スペクトル内に含まれる所与のチャネルを選
択することを伴い得る。本方法は、モバイルエンティティに、選択された所与のチャネル
上でアクセス要求に対する応答を送信することを伴い得る。関係する態様では、電子デバ
イス（たとえば、ｅＮＢまたはそれの（１つまたは複数の）構成要素）が、上記で説明し
た方法を実行するように構成され得る。
【００１３】
　上記および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十分に説
明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面に、１
つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これらの特徴
は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のほんのいくつかを示すものであり、こ
の説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図。
【図２】発展型ノードＢ（ｅＮＢ）と複数のユーザ機器（ＵＥ）とを含むワイヤレス通信
システムの詳細を示す図。
【図３】ホワイトスペース（ＷＳ）を使用するコグニティブ無線システムを示す図。
【図４】限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）フェムトセルを用い
たコグニティブＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）システムの一実装形
態を示す図。
【図５】ＷＳチャネルとライセンスチャネルとを使用するシグナリングの一実施形態の詳
細を示す図。
【図６】コグニティブＬＴＥにおいて使用するＳＩＢの一実施形態を示す図。
【図７】複数のダウンリンク（ＤＬ）チャネルを使用するｅＮＢ構成を示す図。
【図８】ライセンスからＷＳへのＤＬ移行の一実施形態のためのＤＬチャネル化を示す図
。
【図９】ライセンスからＷＳへのＤＬ移行の一実施形態のためのＤＬチャネル化を示す図
。
【図１０】ｅＮＢへのＵＥ接続のためのプロセスの一実施形態を示す図。
【図１１】コグニティブＬＴＥネットワークにおける干渉協調のためのプロセスの一実施
形態を示す図。
【図１２】コグニティブＬＴＥネットワークにおける干渉協調のためのプロセスの一実施
形態を示す図。
【図１３】ＷＳ対応であり得るＵＥとｅＮＢとを含むコグニティブネットワークの一実施
形態の詳細を示す図。
【図１４】ホワイトスペース対応ｅＮＢ（ＷＳ－ｅＮＢ）の一実施形態の詳細を示す図。
【図１５】ホワイトスペース対応ユーザ機器（ＷＳ－ＵＥ）の一実施形態の詳細を示す図
。
【図１６】レガシーＵＥとホワイトスペース対応ＵＥとを含むＷＳ対応ＬＴＥシステムの
一実装形態を示す図。
【図１７】ランダムアクセスプロシージャを使用してセル接続を確立するためのプロセス
の一実施形態の詳細を示す図。
【図１８】ランダムアクセスプロシージャの一実施形態を示す図。
【図１９】ランダムアクセスプロシージャを使用してセル接続を確立するためのプロセス
の一実施形態の詳細を示す図。
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【図２０】ランダムアクセスプロシージャの実施形態を示す図。
【図２１】ランダムアクセスプロシージャの実施形態を示す図。
【図２２】ランダムアクセスプロシージャの実施形態を示す図。
【図２３】ランダムアクセスプロシージャの実施形態を示す図。
【図２４】ＷＳ対応ＬＴＥネットワークのための例示的なセルＩＤを示す図。
【図２５Ａ】ランダムアクセスリソース割振りの例を示す図。
【図２５Ｂ】ランダムアクセスリソース割振りの例を示す図。
【図２５Ｃ】ランダムアクセスリソース割振りの例を示す図。
【図２６】ワイヤレス通信を行うためのプロセスを示す図。
【図２７】リソース区分されたＤＬおよびＵＬシグナリングを示すタイミング図。
【図２８】ＷＳタイミング競合を示すタイミング図。
【図２９】バンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信の一実施形態を示すタイミング図。
【図３０】ワイヤレス通信を行うためのプロセスの一実施形態を示す図。
【図３１】バンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信を実行するためのプロセスの一実施形態を示す
図。
【図３２】静穏期間を与えるためのタイミング構成の一実装形態を示す図。
【図３３】図３２に示すように静穏期間を与えるためのサブフレーム割振りの一実施形態
の詳細を示す図。
【図３４】静穏期間シグナリングおよびモニタを行うためのプロセスの一実施形態を示す
図。
【図３５】静穏期間処理およびモニタを実行するためのプロセスの一実施形態を示す図。
【図３６】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークｅＮＢの一実施形態を示す図。
【図３７】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークＵＥの一実施形態を示す図。
【図３８】能力宣言を与えるためのプロセスの一実施形態を示す図。
【図３９】能力宣言を与えるためのプロセスの一実施形態を示す図。
【図４０】能力宣言の受信に応答してハンドオーバを実行するためのプロセスの一実施形
態を示す図。
【図４１】ＷＳ対応ｅＮＢの一実施形態の詳細を示す図。
【図４２】ＷＳ対応ＵＥの一実施形態の詳細を示す図。
【図４３】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークの一実施形態の詳細を示す図。
【図４４】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおける基地局間シグナリングの一例の詳細
を示す図。
【図４５】ホワイトスペースブロードキャストシグナリングおよびチャネル検出の一例の
詳細を示す図。
【図４６】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおいてチャネル使用情報を与えるためのプ
ロセスの一実施形態の詳細を示す図。
【図４７】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおけるセルアクセスを可能にするためのプ
ロセスの一実施形態の詳細を示す図。
【図４８】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおけるＷＳチャネル選択を可能にするため
のプロセスの一実施形態の詳細を示す図。
【図４９】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおいて使用するＷＳチャネルを選択するた
めのプロセスの一実施形態の詳細を示す図。
【図５０】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおいて使用するＷＳチャネルリストを更新
するためのプロセスの一実施形態の詳細を示す図。
【図５１】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおいて使用するＷＳチャネル使用を更新す
るためのプロセスの一実施形態の詳細を示す図。
【図５２】ＷＳ対応ワイヤレスネットワークにおいて使用する基地局の一実施形態の詳細
を示す図。
【図５３】図５２に示すような基地局からシグナリングを与えるためのプロセスの詳細を
示す図。
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【図５４】ＷＳ対応ＵＥの一実施形態の詳細を示す図。
【図５５】ＷＳ対応マクロｅＮＢの一実施形態の詳細を示す図。
【図５６】ＷＳ対応低電力ｅＮＢの一実施形態の詳細を示す図。
【図５７】モバイルエンティティ（たとえば、ＵＥ）によって実行可能な例示的なコグニ
ティブ無線方法を示す図。
【図５８】図５７の方法による、コグニティブ無線通信のための装置の一実施形態を示す
図。
【図５９】ネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ）によって実行可能な例示的な
コグニティブ無線方法を示す図。
【図６０】図５９の方法のさらなる態様を示す図。
【図６１】図５９～図６０の方法による、コグニティブ無線通信のための装置の一実施形
態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本明細書では、コグニティブ無線通信をサポートするための技法について説明する。本
技法は、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）およびワイヤレスローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）などの様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用さ
れ得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＷＷＡＮは、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡおよび／
または他のネットワークであり得る。ＣＤＭＡネットワークは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔ
ｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００など
の無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ(登録
商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、Ｉ
Ｓ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏｂａｌ
　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）など
の無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－
ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０
２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）な
どの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部であ
る。３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄ
ｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを採用し、アップリンク
上ではＳＣ－ＦＤＭＡを採用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースであ
る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「３ｒｄ
　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と称
する団体からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇ
ｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）と
称する団体からの文書に記載されている。ＷＬＡＮは、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆ
ｉ）、Ｈｉｐｅｒｌａｎなどの無線技術を実装し得る。
【００１６】
　本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに
他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用され得る。明快のために、本技
法のいくつかの態様について以下では３ＧＰＰネットワークおよびＷＬＡＮに関して説明
し、以下の説明の大部分でＬＴＥおよびＷＬＡＮ用語を使用する。「例示的」という単語
は、本明細書では、「例、事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用す
る。「例示的」として本明細書で説明するいかなる実施形態も、必ずしも他の実施形態よ
りも好ましいまたは有利であると解釈されるべきではない。
【００１７】
　次に、図面を参照しながら様々な態様について説明する。以下の記述では、説明の目的
で、１つまたは複数の態様の完全な理解を与えるために多数の具体的な詳細を記載する。
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ただし、様々な態様は、これらの具体的な詳細なしに実施され得ることは明白であろう。
他の例では、これらの態様の説明を円滑にするために、よく知られている構造およびデバ
イスをブロック図の形態で示す。
【００１８】
　図１に、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他のワイヤレスネットワークであり得る、
ワイヤレス通信ネットワーク１０を示す。ワイヤレスネットワーク１０は、いくつかの発
展型ノードＢ（ｅＮＢ）３０と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮＢは、
モバイルエンティティ（たとえば、ユーザ機器（ＵＥ））と通信するエンティティであり
得、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれることもある。ｅＮＢは、一般に
基地局よりも多くの機能を有するが、「ｅＮＢ」および「基地局」という用語は、本明細
書では互換的に使用される。各ｅＮＢ３０は、特定の地理的エリアに対して通信カバレー
ジを提供し得、カバレージエリア内に位置するモバイルエンティティ（たとえば、ＵＥ）
のための通信をサポートし得る。ネットワーク容量を改善するために、ｅＮＢの全体的な
カバレージエリアは複数（たとえば、３つ）のより小さいエリアに区分され得る。より小
さいエリアの各々は、それぞれのｅＮＢサブシステムによってサービスされ得る。３ＧＰ
Ｐでは、「セル」という用語は、この用語が使用される状況に応じて、ｅＮＢの最小カバ
レージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスしているｅＮＢサブシステ
ムを指すことができる。
【００１９】
　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに
通信カバレージを提供し得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半
径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを
可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加入し
ているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地理的
エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば
、限定加入者グループ（ＣＳＧ中のＵＥ））による制限付きアクセスを可能にし得る。図
１Ａに示す例では、ｅＮＢ３０ａ、３０ｂ、および３０ｃは、それぞれマクロセルグルー
プ２０ａ、２０ｂ、および２０ｃのためのマクロｅＮＢであり得る。セルグループ２０ａ
、２０ｂ、および２０ｃの各々は、複数（たとえば、３つ）のセルまたはセクタを含み得
る。ｅＮＢ３０ｄは、ピコセル２０ｄのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ３０ｅは、
フェムトセル２０ｅのためのフェムトｅＮＢまたはフェムトアクセスポイント（ＦＡＰ）
であり得る。
【００２０】
　ワイヤレスネットワーク１０はまた、リレー（図１Ａに図示せず）を含み得る。リレー
は、上流局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、そのデータの送
信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送ることができるエンティティであり得る
。リレーはまた、他のＵＥに対する送信を中継することができるＵＥであり得る。
【００２１】
　ネットワークコントローラ５０は、ｅＮＢのセットに結合し得、これらのｅＮＢの協調
および制御を行い得る。ネットワークコントローラ５０は、単一のネットワークエンティ
ティまたはネットワークエンティティの集合であり得る。ネットワークコントローラ５０
はバックホールを介してｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、たとえば、ワイヤレスバッ
クホールまたはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る
。
【００２２】
　ＵＥ４０はワイヤレスネットワーク１０全体にわたって分散していることがあり、各Ｕ
Ｅは固定または移動であり得る。ＵＥは、移動局、端末、アクセス端末、加入者ユニット
、局などと呼ばれることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワ
イヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピ
ュータ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、スマートフォン、ネ
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ットブック、スマートブックなどであり得る。ＵＥは、ｅＮＢ、リレーなどと通信するこ
とが可能であり得る。ＵＥはまた、他のＵＥとピアツーピア（Ｐ２Ｐ）に通信することが
可能であり得る。
【００２３】
　ワイヤレスネットワーク１０は、ダウンリンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＤＬ）の
各々のための単一のキャリアまたは複数のキャリア上での動作をサポートし得る。キャリ
アは、通信のために使用される周波数のレンジを指し得、いくつかの特性に関連付けられ
得る。複数のキャリア上での動作は、マルチキャリア動作またはキャリアアグリゲーショ
ンと呼ばれることもある。ＵＥは、ｅＮＢとの通信のために、ＤＬ用の１つまたは複数の
キャリア（またはＤＬキャリア）と、ＵＬ用の１つまたは複数キャリア（またはＵＬキャ
リア）との上で動作し得る。ｅＮＢは、１つまたは複数のＤＬキャリア上でデータと制御
情報とをＵＥに送り得る。ＵＥは、１つまたは複数のＵＬキャリア上でデータと制御情報
とをｅＮＢに送り得る。１つの設計では、ＤＬキャリアはＵＬキャリアとペアリングされ
得る。この設計では、所与のＤＬキャリア上のデータ送信をサポートするための制御情報
は、そのＤＬキャリアおよび関連付けられたＵＬキャリア上で送られ得る。同様に、所与
のＵＬキャリア上のデータ送信をサポートするための制御情報は、そのＵＬキャリアおよ
び関連付けられたＤＬキャリア上で送られ得る。別の設計では、クロスキャリア制御がサ
ポートされ得る。この設計では、所与のＤＬキャリア上のデータ送信をサポートするため
の制御情報は、そのＤＬキャリアではなく別のＤＬキャリア（たとえば、ベースキャリア
）上で送られ得る。
【００２４】
　ワイヤレスネットワーク１０は、所与のキャリアのためのキャリア拡大をサポートし得
る。キャリア拡大のために、キャリア上の異なるＵＥのために異なるシステム帯域幅がサ
ポートされ得る。たとえば、ワイヤレスネットワークは、（ｉ）第１のＵＥ（たとえば、
ＬＴＥ　Ｒｅｌｅａｓｅ　８または９あるいは何らかの他のリリースをサポートするＵＥ
）のためのＤＬキャリア上の第１のシステム帯域幅と、（ｉｉ）第２のＵＥ（たとえば、
後のＬＴＥリリースをサポートするＵＥ）のためのＤＬキャリア上の第２のシステム帯域
幅とをサポートし得る。第２のシステム帯域幅は第１のシステム帯域幅と完全にまたは部
分的に重複し得る。たとえば、第２のシステム帯域幅は、第１のシステム帯域幅と、第１
のシステム帯域幅の一方または両方の端部における追加の帯域幅とを含み得る。追加のシ
ステム帯域幅は、データおよび場合によっては制御情報を第２のＵＥに送るために使用さ
れ得る。
【００２５】
　ワイヤレスネットワーク１０は、単入力単出力（ＳＩＳＯ）、単入力多出力（ＳＩＭＯ
）、多入力単出力（ＭＩＳＯ）、および／または多入力多出力（ＭＩＭＯ）を介したデー
タ送信をサポートし得る。ＭＩＭＯの場合、送信機（たとえば、ｅＮＢ）は、複数の送信
アンテナから受信機（たとえば、ＵＥ）にある複数の受信アンテナにデータを送信し得る
。ＭＩＭＯは、（たとえば、異なるアンテナから同じデータを送信することによって）信
頼性を改善し、および／または（たとえば、異なるアンテナから異なるデータを送信する
ことによって）スループットを改善するために使用され得る。
【００２６】
　ワイヤレスネットワーク１０は、シングルユーザ（ＳＵ）ＭＩＭＯ、マルチユーザ（Ｍ
Ｕ）ＭＩＭＯ、多地点協調（ＣｏＭＰ：Coordinated Multi-Point）などをサポートし得
る。ＳＵ－ＭＩＭＯの場合、セルが、プリコーディングを用いてまたは用いずに、所与の
時間周波数リソース上で複数のデータストリームを単一のＵＥに送信し得る。ＭＵ－ＭＩ
ＭＯの場合、セルが、プリコーディングを用いてまたは用いずに、同じ時間周波数リソー
ス上で複数のデータストリームを複数のＵＥに（たとえば、１つのデータストリームを各
ＵＥに）送信し得る。ＣｏＭＰは協働送信および／またはジョイント処理を含み得る。協
働送信の場合、データ送信が、意図されたＵＥのほうへ、および／または１つまたは複数
の被干渉ＵＥから離れてステアリングされるように、複数のセルが、所与の時間周波数リ
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ソース上で１つまたは複数のデータストリームを単一のＵＥに送信し得る。ジョイント処
理の場合、複数のセルが、プリコーディングを用いてまたは用いずに、同じ時間周波数リ
ソース上で複数のデータストリームを複数のＵＥに（たとえば、１つのデータストリーム
を各ＵＥに）送信し得る。
【００２７】
　ワイヤレスネットワーク１０は、データ送信の信頼性を改善するために、ハイブリッド
自動再送信（ＨＡＲＱ）をサポートし得る。ＨＡＲＱでは、送信機（たとえば、ｅＮＢ）
は、データパケット（またはトランスポートブロック）の送信を送り得、必要な場合、パ
ケットが受信機（たとえば、ＵＥ）によって正しく復号されるか、または最大回数の送信
が送られるか、または何らかの他の終了条件に遭遇するまで、１回または複数回の追加の
送信を送り得る。したがって、送信機は可変回のパケットの送信を送り得る。
【００２８】
　ワイヤレスネットワーク１０は同期または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場
合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は近似的に時
間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを有し得、
異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。
【００２９】
　ワイヤレスネットワーク１０は、周波数分割複信（ＦＤＤ）または時分割複信（ＴＤＤ
）を利用し得る。ＦＤＤの場合、ＤＬおよびＵＬには別々の周波数チャネルが割り振られ
得、ＤＬ送信およびＵＬ送信は２つの周波数チャネル上で同時に送られ得る。ＴＤＤの場
合、ＤＬおよびＵＬは同じ周波数チャネルを共有し得、ＤＬ送信およびＵＬ送信は、異な
る時間期間において同じ周波数チャネル上で送られ得る。関係する態様では、以下でさら
に詳細に説明するＦＡＰ同期アルゴリズムは、ＦＤＤまたはＴＤＤ複信を使用してＦＡＰ
に適用され得る。
【００３０】
　次に図２を参照すると、一態様による多元接続ワイヤレス通信システムが示されている
。アクセスポイントまたはｅＮＢ２００は複数のアンテナグループを含み、あるアンテナ
グループは２０４と２０６とを含み、別のアンテナグループは２０８と２１０とを含み、
追加のアンテナグループは２１２と２１４とを含む。図２では、アンテナグループごとに
２つのアンテナのみが示されているが、アンテナグループごとにより多いまたはより少な
いアンテナが利用され得る。アクセス端末またはＵＥ２１６はアンテナ２１２および２１
４と通信中であり、アンテナ２１２および２１４は、順方向リンク２２０上でアクセス端
末２１６に情報を送信し、逆方向リンク２１８上でアクセス端末２１６から情報を受信す
る。アクセス端末２２２はアンテナ２０６および２０８と通信中であり、アンテナ２０６
および２０８は、順方向リンク２２６上でアクセス端末２２２に情報を送信し、逆方向リ
ンク２２４上でアクセス端末２２２から情報を受信する。ＦＤＤシステムでは、通信リン
ク２１８、２２０、２２４および２２６は、通信のための異なる周波数を使用し得る。た
とえば、順方向リンク２２０は、逆方向リンク２１８によって使用される周波数とは異な
る周波数を使用し得る。
【００３１】
　アンテナの各グループ、および／またはアンテナが通信するように設計されたエリアは
、しばしば、アクセスポイントのセクタと呼ばれる。アンテナグループはそれぞれ、アク
セスポイント２００によってカバーされるエリアのセクタ内でアクセス端末に通信するよ
うに設計される。順方向リンク２２０および２２６上の通信では、アクセスポイント２０
０の送信アンテナは、異なるアクセス端末２１６および２２４に対して順方向リンクの信
号対雑音比を改善するためにビームフォーミングを利用し得る。また、アクセスポイント
が、ビームフォーミングを使用して、そのカバレージ中にランダムに散在するアクセス端
末に送信するほうが、アクセスポイントが単一のアンテナを介してすべてのそのアクセス
端末に送信するよりも、近隣セル中のアクセス端末への干渉が小さくなる。アクセスポイ
ントは、端末との通信に使用される固定局であり得、アクセスポイント、ノードＢ、発展
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型ノードＢ（ｅＮＢ）、または何らかの他の用語で呼ばれることもある。アクセス端末は
、アクセス端末、ユーザ機器（ＵＥ）、ワイヤレス通信デバイス、端末、アクセス端末ま
たは何らかの他の用語で呼ばれることもある。
【００３２】
　本開示の主題の態様によれば、コグニティブ無線は概して、ワイヤレスネットワークま
たはネットワークノードのいずれかが、他のライセンスユーザまたは非ライセンスユーザ
との干渉を回避しながら効率的な通信を行うために送信および／または受信パラメータを
調整および変更するためのインテリジェンスを含むワイヤレス通信システムを指す。この
手法の実装形態は、周波数スペクトル、変調特性、ユーザビヘイビア、ネットワーク状態
、および／または他のパラメータを含み得る、動作無線環境のアクティブモニタおよびセ
ンシングを含む。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａシステムなどの多元接続システムは、明確にラ
イセンス付与されたスペクトル以外に追加の利用可能なスペクトルを利用するためにコグ
ニティブ無線技法を使用し得る。
【００３３】
　スペクトルセンシングは、潜在的に使用可能なスペクトルの検出を伴う。使用可能なス
ペクトルは、検出されると、次いで（占有されていない場合）単独で使用され得るか、ま
たは他のユーザが存在すると仮定すれば、有害な干渉を生じることなしに共有され得る。
コグニティブ無線システム中のノードは、スペクトルホールをセンシングするように構成
され得、これは、１次ユーザ（たとえば、共有スペクトルのライセンスユーザなど）、ま
たは他のユーザ（たとえば、非ライセンスユーザなど）を検出することに基づき得る。使
用可能なスペクトルは、選択されると、他者による使用を検出するためにさらにモニタさ
れ得る。他のより優先順位の高いユーザの場合、スペクトルは空けられ、通信は他のチャ
ネルに転送される必要があり得る。たとえば、１次ユーザが初期探索中に検出された場合
、非ライセンスユーザは、スペクトルを使用することを禁止され得る。同様に、１次ユー
ザが、非ライセンスユーザによって使用されているスペクトル中に現れた場合、非ライセ
ンスユーザは退く必要があり得る。
【００３４】
　スペクトルセンシング技法は、コグニティブ無線ノードが、１次ユーザからの信号があ
るスペクトル中に局所的に存在するかどうかを判断する能力を有する送信機検出を含むこ
とができる。これは、マッチドフィルタ／相関検出、エネルギーまたは信号レベル検出、
周期定常特徴検出（cyclostationary feature detection）などの技法、または他の技法
によって行われ得る。１次ユーザは、非ライセンスユーザも使用し得る共有スペクトルの
ライセンスユーザなど、より優先順位の高いユーザであり得る。
【００３５】
　また、複数のネットワークノードが通信中であるいくつかの場合には、協働検出が使用
され得る。この手法は、１次ユーザ検出のために複数のコグニティブ無線ユーザからの情
報が取り入れられるスペクトルセンシング方法に関係する。利用可能なスペクトルをセン
シングするために干渉ベース、または他の検出方法が同様に使用され得る。
【００３６】
　コグニティブ無線システムは、概してユーザおよび／またはネットワーク通信要件を満
たすために最良の利用可能なスペクトルを判断する機能を含む。たとえば、コグニティブ
無線は、特定のサービス品質（ＱＯＳ）、データレート要件、または利用可能なスペクト
ル帯域に関する他の要件を満たすために最良のスペクトル帯域について決定し得る。これ
は、利用可能なスペクトルを選択し、割り振るためのスペクトル分析ならびにスペクトル
決定処理を含み得る、関連するスペクトル管理および制御機能を必要とする。
【００３７】
　スペクトルは一般に共有されるので、スペクトルモビリティも問題である。スペクトル
モビリティは、コグニティブネットワークユーザが動作周波数を変更することに関係する
。これは概して、ネットワークノードが最良の利用可能な周波数帯域において動作するこ
とを可能にすることと、他の／より良いスペクトルへの移行中にシームレス通信を維持す
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ることとによる動的な方法で行われる。スペクトル共有は、公平なスペクトルスケジュー
リング方法を与えることに関係し、それは、既存のネットワークにおける一般的なメディ
アアクセス制御（ＭＡＣ）問題と同様に見なされ得る。
【００３８】
　コグニティブ無線の一態様は、非ライセンスユーザによるライセンススペクトルの使用
を共有することに関係する。このスペクトルの使用は、ＬＴＥなど、他のワイヤレス通信
方法に統合され得る。
【００３９】
　ホワイトスペース（ＷＳ）は、ブロードキャスティングサービスまたは他のライセンス
ユーザに割り振られた、局所的に使用されない周波数、ならびに間隙帯域を指す。米国で
は、２００９年のデジタルテレビジョンへの切替えにより上側７００メガヘルツ帯域（６
９８～８０６ＭＨｚ）に放棄スペクトルが生じ、デジタルテレビジョンのために依然とし
て使用されている５４～６９８ＭＨｚ（ＴＶチャネル２～５１）にさらなるホワイトスペ
ースが存在する。インカンベント（incumbent）１次ユーザは、既存のチャネル上のライ
センステレビジョン放送事業者、ワイヤレスマイクロフォンシステム、医療デバイス、ま
たは他のレガシーデバイスを含み得る。２００８年に、米国連邦通信委員会（ＦＣＣ）は
このホワイトスペースの非ライセンス使用を承認した。しかしながら、これらのいわゆる
「ＴＶ帯域デバイス」は、５４～６９８ＭＨｚの範囲内のテレビジョンチャネル間の空い
ているチャネルまたはホワイトスペース中で動作しなければならない。
【００４０】
　これらのデバイスを定義する規則は、２００８年１１月１４日にＳｅｃｏｎｄ　Ｒｅｐ
ｏｒｔ　ａｎｄ　Ｏｒｄｅｒにおいて米国連邦通信委員会（ＦＣＣ）によって公開された
。ＦＣＣ規則は、固定デバイスおよびパーソナル／ポータブルデバイスを定義している。
固定デバイスは、最高１ワットの電力（４ワットＥＩＲＰ）を用いて、空いている米国Ｔ
Ｖチャネル２、５～３６および３８～５１のうちのいずれかを使用し得る。固定デバイス
は、これらのチャネルのうちのいずれかの上で互いと通信し、ＴＶチャネル２１～５１中
のパーソナル／ポータブルデバイスとも通信し得る。固定デバイスは、ロケーションアウ
ェアでなければならず、それらのロケーションにおいて使用可能なチャネルのリストを検
索するために少なくとも毎日ＦＣＣ規定データベースを照会しなければならず、また、レ
ガシーワイヤレスマイクロフォン、ビデオ支援デバイス、または他のエミッタが存在しな
いことを確認するために、毎分１回スペクトルを局所的にモニタしなければならない。単
一の送信が検出された場合、デバイスは、送信が受信された６ＭＨｚチャネル全体内のど
こでも送信しないことがある。固定デバイスは、データベースが、動作が許可されること
を示しており、信号が局所的に検出されないＴＶチャネル内でのみ送信し得る。
【００４１】
　パーソナル／ポータブル局は、１００ｍＷ　ＥＩＲＰの電力を用いて、または近くのテ
レビジョンチャネルに隣接するチャネル上にある場合４０ｍＷの電力を用いて、チャネル
２１～３６および３８～５１上でのみ動作し得る。パーソナル／ポータブル局は、関連す
る固定局から許可されたチャネルのリストを検索し得るか、またはより低い出力電力５０
ｍＷ　ＥＩＲＰを受け入れ、スペクトルセンシングのみを使用し得るかのいずれかである
。
【００４２】
　前述のように、既存のワイヤレスネットワークは、コグニティブ無線機能の追加によっ
て拡張され得る。一態様では、ＬＴＥシステムは、さらに以下に示すようにコグニティブ
無線機能を含み得る。
【００４３】
　次に図３に注目すると、ＵＨＦテレビジョンスペクトルなどにおいて、ホワイトスペー
ス（ＷＳ）を利用するように構成されたコグニティブＬＴＥシステム３００の一例が示さ
れている。第１のセル３０３は、ＤＬとＵＬの一方または両方の上でＷＳを利用するよう
に構成される。一実装形態では、ライセンススペクトルはＵＬのために使用されるが、Ｗ
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Ｓはいくつかの通信のためのＤＬのために使用され得る。たとえば、ＷＳ対応ｅＮＢ３１
０は、第１のＵＥ３１６ならびに第２のＵＥ３１４と通信中であり得る。ＵＥ３１６は非
ＷＳ対応ＵＥであり得るが、ＵＥ３１４はＷＳ対応であり得る。（本明細書で使用するＷ
Ｓ対応は、一般にライセンススペクトルに加えて、ホワイトスペースを利用するように構
成されたネットワークデバイスを指す。）本例では、ｅＮＢ３１０とＵＥ３１６との間の
ＤＬ３１７およびＵＬ３１８は、ライセンススペクトルを使用するように構成されるが、
ｅＮＢ３１０とＵＥ３１４との間のＤＬ３１２は、ＷＳを使用するように構成され得、Ｕ
Ｌ３１３は、ライセンススペクトルを使用するように構成され得る。
【００４４】
　別のセル３０５は、セル３０３に隣接し得、ＤＬ３３３とＵＬ３３４とのためのライセ
ンススペクトルを使用してＵＥ３３２と通信するｅＮＢ３３０を用いて構成され得る。い
くつかの状況では、ＵＥ３１４はｅＮＢ３３０の範囲内にあり得、したがってＵＥ３１４
は、ｅＮＢ３３０にアクセスする試みを行いやすくなり得る。
【００４５】
　前述のように、コグニティブネットワーク中のデバイスによるＷＳの使用は、チャネル
状態のセンシングを必要とする。ＴＶ帯域ＷＳ中で動作するように構成されたＬＴＥシス
テムなどのシステムでは、ＦＣＣ要件は、１次ユーザが検出された場合にチャネルの１次
使用および空きについて、２次デバイス（すなわち、非ライセンスユーザ）によって利用
されているスペクトルをモニタすることを規定している。典型的な１次使用は、ＵＨＦテ
レビジョンチャネル、ワイヤレスマイクロフォン、または他のレガシーデバイスであり得
る。
【００４６】
　さらに、周波数共有を可能にするために、他の２次ユーザとの協調が望ましいことがあ
る。ＦＣＣ要件は、新しいチャネルに切り替える前に３０秒間チャネルを検査することと
、１次ユーザについて少なくとも６０秒ごとにチャネルをモニタすることと、１次ユーザ
が検出されたときに２秒以内にチャネルを空けることとを規定している。検査中に、どの
ネットワークデバイスの信号送信も行われない静穏期間が必要とされる。たとえば、ｅＮ
Ｂと３つの関連するＵＥとを有するＬＴＥネットワークでは、他のユーザが検出され得る
ように、これらの４つのデバイスすべてが静穏期間中に送信することを控えなければなら
ない。
【００４７】
　次に図４に注目すると、ＷＳ対応であり得る関連するｅＮＢ４１０を有する、マクロセ
ルであり得るセル４０１を含む、例示的なコグニティブＬＴＥシステム４００が示されて
いる。いくつかの実装形態では、セル４０１はフェムトセルまたはピコセルであり得るが
、例示のために、セル４０１が、図示のように少なくともＵＥ４２０までの距離を含む範
囲を有するマクロセルであるという仮定に基づいて、図４について説明する。ＵＥ４２０
は、レガシーＵＥとしておよび／またはＷＳ－ＵＥとして通信することが可能であり得る
ＷＳ対応ＵＥであり得る。追加のセル４０３がＵＥ４２０に近接していることがある。フ
ェムトノードであり得るｅＮＢ４３０が、セル４０３に関連付けられ、１つまたは複数の
追加のＵＥ（ＵＥ４４０、および図示されていない他のＵＥ）と通信中であり得る。ＵＥ
４２０は、ｅＮＢ４３０に極めて近接していることがあり、および／またはｅＮＢ４１０
からよりもｅＮＢ４３０からより強い信号を受信し得る。概して、ＵＥ４２０はｅＮＢ４
３０と接続しようとし得るが、ｅＮＢ４３０は、限定加入者グループ（ＣＳＧ）の一部で
あるか、または場合によっては制限付きアクセスのみを可能にし得る。したがって、ＵＥ
４２０は、図示のように、ＤＬ４１７およびＵＬ４１８などを介して、ｅＮＢ４１０との
接続を確立し得る。特に、ｅＮＢ４３０からの送信信号レベルに対してｅＮＢ４１０から
の送信信号レベルが弱い場合、干渉４３２が、ｅＮＢ４３０によって引き起こされ、ＵＥ
４２０の動作を抑制し得る。ＵＥ４２０によってさらなるＵＬ干渉４３４が引き起こされ
得、これはセル４０３の動作に干渉し得る。したがって、ＵＥ４２０は、ライセンスチャ
ネル上でではなく、主に１つまたは複数のＷＳチャネル（図示せず）上でｅＮＢ４１０と



(17) JP 5512897 B2 2014.6.4

10

20

30

40

50

通信することが望ましいことがある。これは、シグナリングを同期および／またはブロー
ドキャスト情報に限定するなどのために、ライセンスチャネル上で与えられるシグナリン
グを限定することによって、行われ得る。特に、これは、図４に示すＤＬ４１７などのラ
イセンスＤＬ上で重要であり得る。また、このシナリオに加えて、他のネットワーク構成
により、ライセンスチャネル上でのｅＮＢとＵＥとの間の通信を限定することが望ましく
なり得る。
【００４８】
　これらの問題、ならびに他の問題に対処するために、ＷＳ対応ｅＮＢとＷＳ対応ＵＥと
の間の動作は、トラフィックの一部または大部分が、特にＤＬ上で、ＷＳチャネルを使用
して行われるように、実行され得る。いくつかの実装形態では、ライセンスＤＬチャネル
上では、同期および制御のデータおよび情報のみが与えられ得、１つまたは複数のＷＳチ
ャネル上では、他のデータおよび情報が与えられ得る。いくつかの実装形態では、ＷＳ対
応ｅＮＢに接続するとき、ＷＳ対応ＵＥとレガシー（すなわち、非ＷＳ）ＵＥの両方に適
応するために、修正が行われ得る。ＷＳ対応ＵＥのみを使用する場合、ライセンススペク
トルの使用は完全になくなり得るが、レガシーＵＥ機能をサポートするために、一部のラ
イセンスチャネル機能は概して必要とされる。
【００４９】
　次に図５に注目すると、ＷＳ対応であり得るｅＮＢ５１０と、同じくＷＳ対応であり得
るＵＥ５２０とを含む、コグニティブＬＴＥシステム５００が示されている。他のセルノ
ード、ならびに隣接するセルおよびそれらのノード（図示せず）も存在し得る。ネットワ
ーク５００は、異なるセルおよびノードをサポートする異種ネットワーク展開であり得る
。これらのセルおよびノードは、マクロセルおよび対応するノード（これらは、たとえば
、専用バックホールを使用し、パブリックアクセスに対してオープンであり、約４３ｄＢ
ｍの典型的な送信電力と１２～１５ｄＢｉのアンテナ利得とを用いた、従来の基地局であ
り得る）、ピコセルおよび対応するノード（たとえば、専用バックホール接続を使用し、
パブリックアクセスに対してオープンであり、約２３～３０ｄＢｍの典型的な送信電力と
０～５ｄＢｉのアンテナ利得とを用いた、低電力基地局）、フェムトセルおよび対応する
ノード（たとえば、バックホールのために消費者のブロードバンド接続を使用し、アクセ
スを制限していることがあり、２３ｄＢｍよりも少ない典型的な送信電力を用いた、消費
者が展開可能な基地局）ならびに／またはリレー（たとえば、バックホールおよびアクセ
スと同じスペクトルを使用し、ピコセルと同様の電力レベルを有する基地局）であり得る
。
【００５０】
　ＷＳ送信に関連する一態様によれば、ｅＮＢ５１０は、ＵＥ５２０への複数のＤＬ送信
を行うように構成され得る。図５に示すように、これらは、ＤＬ１　５１６を含む１つま
たは複数のＷＳ　ＤＬチャネル、ならびに１つまたは複数のライセンスＤＬチャネルＤＬ
２を含み得る。ＤＬ１は、ｅＮＢ５１０とＵＥ５２０との間のＤＬ送信の大部分に使用さ
れ得、ＤＬ２は、一定の機能のためにのみ予約される。これらの機能は、たとえば、レガ
シーＵＥのための標準フォーマットで与えられ得る同期およびブロードキャスト機能であ
り得る。また、代替または追加として、同期およびブロードキャストシグナリングは、Ｗ
Ｓ－ＵＥが１つまたは複数のＷＳチャネル上での動作を可能にするための固有のシグナリ
ングを含み得る。
【００５１】
　ＬＴＥでは、トランスポート側のシステム情報が、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ
）、ブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）、またはＤＬ共有チャネル（ＳＬ－ＳＣ
Ｈ）に論理的にマッピングされる。異なる物理チャネルが使用され得る。
【００５２】
　動作中、セルに入るＵＥは、最初に（たとえば、ＰＳＳおよびＳＳＳを使用して）その
セルのｅＮＢと同期し、次いで、同期されると、（たとえば、ＭＩＢおよびＳＩＢを使用
して）セル構成に関するブロードキャスト情報を受信することになる。ＬＴＥでは、マス
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タ情報ブロック（ＭＩＢ）およびシステム情報ブロック（ＳＩＢ）が無線リソース制御（
ＲＲＣ）の一部として使用される。ＭＩＢは、ネットワークへのＵＥ初期アクセスに必須
である最も頻繁に送信されるパラメータを備える、限られた量の情報を含む。ＳＩＢ１は
、セルがセル選択に適しているかどうかを判断するために必要とされるパラメータ、なら
びに他のｅＮＢの時間領域スケジューリングに関する情報を含んでいる。ＳＩＢ２は共通
および共有チャネル情報を含む。ＳＩＢ３～８は、周波数内、周波数間、およびＲＡＴ（
無線アクセス技術）間セル再選択を制御するために使用されるパラメータを含む。様々な
実施形態では、本明細書でさらに説明する情報を含む追加情報もＳＩＢに追加され得る。
【００５３】
　ＵＥは、同期を達成すると、セルにキャンプオンするためにＭＩＢを読み取ることにな
る。その後、ＭＩＢはごくわずかな情報（すなわち、セル帯域幅に関する情報、物理ＨＡ
ＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）に関する何らかの情報、およびシステムフレー
ム番号（ＳＦＮ））しか含んでいない。
【００５４】
　ＳＩＢは、ＰＤＳＣＨ上にマッピングされたＤＬ－ＳＣＨ上で送信される。ＳＩＢに関
する情報を受信するために、ＵＥはＰＨＩＣＨに関する情報を必要とし、これはＭＩＢか
ら読み取られる。ＢＣＨチャネルは、４０ｍｓのＴＴＩを有し、極めて小さいトランスポ
ートブロックサイズを有するが、１／３畳み込み符号および１６ビットＣＲＣを用いて保
護される。これは、ＬＴＥシステムにおけるオーバーヘッドを最小値に保つのに役立つ。
【００５５】
　ＷＳ動作を可能にするために、一実装形態では、代替ＳＩＢ構成が使用され得る。図６
に、レガシーＳＩＢ情報６１０が、たとえば、上記で説明したように、ＷＳ固有情報要素
（ＩＥ）６２０と組み合わせられ得る、そのようなＳＩＢ構成の一実施形態６００を示す
。これらのＷＳ　ＩＥは、１つまたは複数のＷＳチャネルの情報またはデータ、ＷＳチャ
ネル優先順位情報またはデータ、あるいは他のＷＳ固有データまたは情報などの、情報を
含み得る。ＷＳ固有情報は様々なＳＩＢに組み込まれ得るが、ＷＳ固有情報を最も頻繁に
送られるＳＩＢ中に含めることが望ましいことがある。たとえば、ＳＩＢ１およびＳＩＢ
２が好ましいことがある。いくつかの実装形態では、コグニティブ動作に関係する追加の
制御情報が与えられ得る。たとえば、静穏期間（すなわち、前に説明したようにセンシン
グするためにＵＥまたは他のネットワークノードによって使用される静穏期間）、たとえ
ば、帯域サポート、センシングが複数のネットワークノードにおいて実行され組み合わせ
られる、分散センシングプロセスのサポートなどの、ｅＮＢ側におけるコグニティブ能力
、に関係する制御情報。様々な実装形態では、制御およびコグニティブ処理に関係する他
の情報も与えられ得る。
【００５６】
　次に図７に注目すると、複数のＤＬ送信機７１０１～７１０Ｎを有するＷＳ対応ｅＮＢ
が示されている。送信機７１０の各々は、選択されたＷＳまたはライセンスチャネル上で
動作するように構成され得る。最低でも、２つのチャネルが与えられ得、一方のチャネル
はライセンススペクトルを使用するように構成され、第２のチャネルはＷＳスペクトル用
に構成される。
【００５７】
　多くの実装形態では、ＵＥは初期セル獲得の間に多くの潜在的に利用可能なＷＳチャネ
ルを探索する必要があることになることが予想される。これにより、ＵＥはＷＳチャネル
ごとにＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨなどを探索する必要があることになり、かなりの時間が
かかり得るので、獲得においてかなりの制限が生じ得る。
【００５８】
　したがって、潜在的に多数のＷＳチャネル上でブラインド探索を実行するのではなく、
ＵＥは、ライセンスチャネルを使用して初期獲得を実行し、次いで一部または全部の動作
を１つまたは複数のＷＳチャネルに転送することが望ましいことがある。この手法は、接
続時間を高速化し、ならびに／あるいはオーバーヘッドおよび／またはＵＥ電力消費を低
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減し得る。
【００５９】
　次に図８に注目すると、そのようなプロセスが実装され得るＷＳ対応システム８００の
一実施形態が示されている。システム８００は、ＷＳ対応ｅＮＢ８１０とＷＳ対応ＵＥ８
２０とを含み、他のノード（図示せず）を含み得る。ｅＮＢ８１０は、対応するＷＳ送信
機８１２および８１４（いくつかの実装形態では、単一のＷＳ送信機８１２が同じく使用
され得ることに留意されたい）を用いて１つまたは複数のＷＳチャネル上で動作するよう
に構成され得る。さらに、ｅＮＢ８１０は、送信機８１８を使用して少なくとも１つのラ
イセンスチャネル上で動作するように構成される。
【００６０】
　同様に、ＵＥ８２０は、ＷＳ受信機モジュール８２２とライセンス受信機モジュール８
２４とで構成され得る。いくつかの実装形態では、他の受信機モジュール（図示せず）も
使用され得る。代替または追加として、いくつかの実装形態では、２つ以上のモジュール
に関連付けられた受信機機能が単一の受信機モジュール中に組み込まれ得る。
【００６１】
　動作中、ＵＥ８２０は、初めに、ＤＬ３上で（ライセンスチャネル上で）信号を受信す
ることによってｅＮＢ８１０に接続する。この情報は、本明細書で前に説明したような、
同期および／またはブロードキャスト情報に限定され得る。獲得時に、ＵＥ８２０は、次
いで、１つまたは複数のＷＳチャネルへの移行を可能にするために１つまたは複数のＳＩ
Ｂに関する情報を受信し得る。この情報は、たとえば、ＳＩＢ１またはＳＩＢ２中のＩＥ
中で与えられ得る。次いで、これらのＷＳチャネルは、広範なＷＳチャネル探索を実行す
る必要なしに、探索され、獲得され得る。場合によっては、（たとえば、図８のＤＬ１を
介して与えられるような）単一のＷＳチャネル。代替的に、いくつかの実装形態では、複
数のＷＳチャネルが使用され得る。図８に示すＤＬ２を介して第２のＷＳチャネルが与え
られ得る。追加のＷＳチャネル（図示せず）も与えられ得る。
【００６２】
　また、複数のＷＳチャネルを使用するいくつかの実装形態では、ライセンスチャネル上
で与えられるＳＩＢ情報は、ＷＳチャネル優先順位付けに関連付けられた情報を含み得る
。たとえば、複数のＷＳチャネルが使用される場合、それらは、ｅＮＢスケジューラおよ
び／または関連するコアネットワークによって優先順位を付けられ得る。これは、チャネ
ル特性、負荷、または１次ユーザの存在などの他のファクタなどに基づき得る。優先順位
に基づいて、ＵＥは、次いで、適切なＷＳチャネルを選択し、動作をそのチャネルに転送
し得る。前述のように、ＷＳ動作は、概して、主にＤＬのために使用されることになるが
、いくつかの実装形態では、ＷＳチャネルはＵＬ送信のためにも使用され得る。
【００６３】
　図８の例示的な構成では、ＷＳチャネルは機能によってさらに編成され得る。たとえば
、あるＷＳチャネルが、初期アクセスのために、ＲＡＣＨプロシージャを実行するように
など構成され得、次いで接続が確立されると、ｅＮＢは動作を別のＷＳチャネルに転送し
得る。この実装形態では、ＲＡＣＨプロシージャシグナリングは、使用されるＷＳチャネ
ルのうちの１つまたはいくつかのみの上で行われ得る。
【００６４】
　図９に、図１０に示す構成と同様の、複数のＷＳ送信機がｅＮＢ９１０によって使用さ
れる、別の構成９００を示す。ただし、この実装形態では、ライセンスチャネルは、どの
１つまたは複数のＷＳチャネルが使用されているかに関する情報のみを与える。この情報
は、たとえば、ＳＩＢ１またはＳＩＢ２中のＩＥ中で与えられ得る。この情報を受信する
と、ＵＥ９２０は、次いで、動作を利用可能なＷＳチャネルのうちの１つまたは複数に移
行し得る。この場合、ｅＮＢは、概して、図８に示すように、好適なまたは必要なチャネ
ルではなく、複数のＷＳチャネルのうちのいずれかとの接続を可能にするために、複数の
ＷＳチャネル上でＲＡＣＨプロシージャ能力を与えることになる。
【００６５】
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　場合によっては、ＵＥ９２０は、利用可能なＷＳチャネルを前に探索しており、１つま
たは複数の好ましいチャネルを判断していることがある。代替または追加として、ＵＥは
、たとえば、１次ユーザによって使用されている（また、したがって制限されている）チ
ャネルなど、使用不可能なチャネルを検出していることがある。ＵＥは、前の探索を行っ
ていない場合、特定のＷＳチャネルの、または場合によっては、ＵＥによってサポートさ
れる場合、複数のＷＳチャネルの獲得に進み得る。
【００６６】
　ＵＥ動作が確立されると、ＵＥは、それがどの１つまたは複数のチャネルを選択したか
に関する情報、および／またはＷＳ動作に関係する他の情報をｅＮＢにシグナリングし得
る。
【００６７】
　次に図１０に注目すると、接続およびホワイトスペース動作のためのプロセス１０００
の一実施形態が示されている。段階１０１０において、図１～図５および図８～図９に示
すＵＥなどのＷＳ対応ＵＥがライセンススペクトル上でセルを探索する。初期探索プロセ
スは、ＵＥが同様の探索をＷＳチャネル上で実行することが可能である場合でも、ライセ
ンススペクトル上でのみ行われ得る。段階１０２０において、ＵＥは、同期信号（たとえ
ば、ＰＳＳ、ＳＳＳ）を受信し、たとえば、ＬＴＥ仕様に記載されているような、同期動
作を実行する。特定のセルおよび関連するｅＮＢと同期されると、ＵＥは、次いで、本明
細書で前に説明したような１つまたは複数のＳＩＢ中で与えられ得るブロードキャスト情
報を受信し得る。関連するｅＮＢは、ＷＳ対応であるかまたはレガシーｅＮＢ（すなわち
、非ＷＳ対応）であり得る。決定段階１０４０において、（１つまたは複数の）ＳＩＢ情
報要素に基づく決定を行う。ＷＳ情報が受信されていない場合、ＵＥは、段階１０５０に
進み得、レガシー接続を確立する。代替的に、（たとえば、ＷＳチャネル化および／また
は優先順位などの）ＷＳ固有情報が受信された場合、ＵＥは、段階１０６０に進み得、１
つまたは複数のＷＳチャネルの探索を行う。チャネル探索は、ライセンスチャネルから受
信された１つまたは複数のＳＩＢ中で与えられるＷＳチャネル情報に基づき得る。段階１
０７０において、検出された１つまたは複数のＷＳチャネル上で受信されたシグナリング
（たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ）に基づいて同期動作を実行する。段階１０８０において、
ＷＳチャネルを介してブロードキャスト情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２な
ど）を受信する。最後に、段階１０９０において、ＵＥはＷＳチャネル上で動作を開始す
る。特に、ＵＥは、ＷＳチャネル上でＤＬ送信を受信し始め、また、場合によっては、ｅ
ＮＢと通信するためにＷＳ　ＵＬチャネルを使用し得る。
【００６８】
　いくつかの実装形態では、ＷＳ対応ｅＮＢはレガシーＵＥのみと通信中であり得る（す
なわち、ＷＳ対応ＵＥは存在しない）。この場合、本明細書で前に説明したライセンスチ
ャネルシグナリングも使用され得るが、ｅＮＢが、前に説明した制御情報（たとえば、同
期およびブロードキャスト情報）に加えて、ライセンスＤＬチャネル上のデータトラフィ
ックをサポートするという、追加の要件がある。さらに、いくつかの実装形態では、レガ
シーＵＥ（ならびにＷＳ－ＵＥ）は、リソース区分機能をさらに含む、異種ネットワーク
（ｈｅｔｎｅｔ）などのネットワークにおいて動作させられ得る。いくつかの実装形態で
は、リソース区分機能は、レガシーＵＥの追加時にのみトリガされ得る。たとえば、いず
れかの干渉協調方式（すなわち、リソース区分および干渉協調技法）がある場合、ｈｅｔ
ｎｅｔは、（ＷＳユーザもライセンススペクトルトラフィックに影響を及ぼしていない限
り）レガシーユーザおよび非ＷＳユーザのみに基づいて構成され得る。
【００６９】
　これの一例が図１１に示されており、図１１は、ｅＮＢの動作をＷＳ専用動作から移行
するためのプロセス１１００を示している。すでに１つまたは複数のレガシーＵＥを含む
ネットワークへのレガシーＵＥの追加のために同様のプロシージャが使用され得る。段階
１１１０において、ｅＮＢが、ＷＳ－ＵＥのみとともに動作しており、干渉協調を使用し
ていないことがあると仮定する。段階１１２０において、新しいＵＥが追加され得、また
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、新しいＵＥがレガシーＵＥであるのかＷＳ－ＵＥであるのかに関する決定を行う。新し
いＵＥがＷＳ－ＵＥである場合、処理は段階１１１０に続き得る。代替的に、レガシーＵ
Ｅが検出された場合、ｅＮＢは、次いで、段階１１３０において、単にライセンスチャネ
ルを使用することなどによって、レガシー接続を確立する。段階１１４０において、ｅＮ
Ｂは、次いで、他の隣接するｅＮＢとの干渉協調を開始し、これはＬ２シグナリングを使
用して行われ得る。これは、たとえば、負荷などの情報を含み得る、隣接するｅＮＢとの
Ｘ２および／またはＳ１接続を使用することによって、行われ得る。協調は、上記ｅＮＢ
によって、別のｅＮＢによって、ｅＮＢ間の協調において、および／またはコアネットワ
ークモジュールによって、判断され得る。段階１１６０において、ｅＮＢは区分構成情報
および／またはリソース割振りを受信する。区分情報は、１つまたは複数のレガシーＵＥ
にシグナリングされ得（たとえば、半静的割振りなど）、および／またはＷＳ－ＵＥにシ
グナリングされ得る。
【００７０】
　さらに、段階１１４０において、Ｌ２シグナリングは、ライセンススペクトルを使用す
る（１つまたは複数の）レガシーＵＥとＷＳ－ＵＥの両方に関連付けられた情報をシグナ
リングすることを含み得る。これは、たとえば、隣接するセルが同じＷＳを使用し、また
、ＷＳスペクトル使用の協調が行われ得る場合、有用であり得る。その上、場合によって
は、ライセンススペクトルとＷＳスペクトルの両方の使用の協調が、異なるクラスおよび
／または電力レベルのものであり得る２つ以上の隣接するｅＮＢ間で行われ得る。
【００７１】
　次に図１２に注目すると、ＷＳ対応セルにおけるレガシーＵＥ接続の終了時にリソース
を再割り振りするための対応するプロセス１２００の一実施形態が示されている。段階１
２１０において、ＷＳ対応ｅＮＢがＷＳ　ＵＥとレガシーＵＥの両方とともに動作してお
り、干渉協調がリソース区分の使用などによって使用されていると仮定する。段階１２２
０において、（電源オフ、ハンドオフなどによる）レガシーＵＥの切断をテストするため
の決定ステップを実行する。レガシーＵＥが動作を終了した場合、段階１２４０において
、リソース再割振り要求を行う。これは、隣接するｅＮＢに、Ｘ２またはＳ１接続などを
介して、Ｌ２情報を送ることを含み得る。段階１２５０において、リソース再割振りをネ
ゴシエートまたは判断し、ｅＮＢにおいて受信する。レガシーＵＥが残っていない場合、
ｅＮＢはリソース区分を終了することを望み得る。段階１２６０において、更新されたリ
ソース区分情報（たとえば、半静的サブフレーム割振りなど）を任意の残りのレガシーＵ
Ｅに与える。さらに、その情報は任意のＷＳ－ＵＥにも与えられ得る。
【００７２】
　次に図１３に注目すると、ＬＴＥ　ＭＩＭＯシステム１３００における（アクセスポイ
ントまたはｅＮＢとしても知られる）送信機システム１３１０と、（アクセス端末または
ＵＥとしても知られる）受信機システム１３５０とを含むシステム１３００が示されてい
る。送信機システム１３１０において、いくつかのデータストリームのトラフィックデー
タがデータソース１３１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ１３１４に与えられる。各
データストリームは、それぞれの送信アンテナを介して送信される。ＴＸデータプロセッ
サ１３１４は、コード化データを与えるために、各データストリームのトラフィックデー
タを、そのデータストリーム用に選択された特定のコーディング方式に基づいてフォーマ
ットし、コーディングし、インターリーブする。
【００７３】
　各データストリームのコード化データは、ＯＦＤＭ技法を使用してパイロットデータで
多重化され得る。パイロットデータは、典型的には、既知の方法で処理される既知のデー
タパターンであり、チャネル応答を推定するために受信機システムにおいて使用され得る
。次いで、各データストリームの多重化されたパイロットデータおよびコード化データは
、変調シンボルを与えるために、そのデータストリーム用に選択された特定の変調方式（
たとえば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調（すな
わち、シンボルマッピング）される。各データストリームのデータレート、コーディング
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、および変調は、プロセッサ１３３０によって実行される命令によって決定され得る。
【００７４】
　次いで、すべてのデータストリームの変調シンボルがＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２
０に供給され、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２０はさらに（たとえば、ＯＦＤＭ用に）
その変調シンボルを処理し得る。次いで、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２０はＮＴ個の
変調シンボルストリームをＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）１３２２ａ～１３２２ｔに供給す
る。いくつかの実施形態では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２０は、データストリーム
のシンボルと、シンボルの送信元のアンテナとにビームフォーミング重みを適用する。
【００７５】
　各送信機１３２２は、それぞれのシンボルストリームを受信し、処理して、１つまたは
複数のアナログ信号を与え、さらに、それらのアナログ信号を調整（たとえば、増幅、フ
ィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介して送信するのに適
した被変調信号を与える。次いで、送信機１３２２ａ～１３２２ｔからのＮＴ個の被変調
信号は、それぞれＮＴ個のアンテナ１３２４ａ～１３２４ｔから送信される。
【００７６】
　受信機システム１３５０において、送信された被変調信号はＮＲ個のアンテナ１３５２
ａ～１３５２ｒによって受信され、各アンテナ１３５２からの受信信号は、それぞれの受
信機（ＲＣＶＲ）１３５４ａ～１３５４ｒに供給される。各受信機１３５４は、それぞれ
の受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整
された信号をデジタル化して、サンプルを与え、さらにそれらのサンプルを処理して、対
応する「受信」シンボルストリームを与える。
【００７７】
　次いで、ＲＸデータプロセッサ１３６０は、ＮＲ個の受信機１３５４からＮＲ個の受信
シンボルストリームを受信し、特定の受信機処理技法に基づいて処理して、ＮＴ個の「検
出」シンボルストリームを与える。次いで、ＲＸデータプロセッサ１３６０は、各検出シ
ンボルストリームを復調し、デインターリーブし、復号して、データストリームのトラフ
ィックデータを復元する。ＲＸデータプロセッサ１３６０による処理は、送信機システム
１３１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ１３２０およびＴＸデータプロセッサ１３１
４によって実行される処理と相補的なものである。
【００７８】
　プロセッサ１３７０は、どのプリコーディング行列を使用すべきかを周期的に判断する
（後述）。プロセッサ１３７０は、行列インデックス部分とランク値部分とを備える逆方
向リンクメッセージを作成する。逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または
受信データストリームに関する様々なタイプの情報を備え得る。次いで、逆方向リンクメ
ッセージは、データソース１３３６からいくつかのデータストリームのトラフィックデー
タをも受信するＴＸデータプロセッサ１３３８によって処理され、変調器１３８０によっ
て変調され、送信機１３５４ａ～１３５４ｒによって調整され、送信機システム１３１０
に戻される。
【００７９】
　送信機システム１３１０において、受信機システム１３５０からの被変調信号は、アン
テナ１３２４によって受信され、受信機１３２２によって調整され、復調器１３４０によ
って復調され、ＲＸデータプロセッサ１３４２によって処理されて、受信機システム１３
５０によって送信された逆方向リンクメッセージが抽出される。次いで、プロセッサ１３
３０は、ビームフォーミング重みを決定するためにどのプリコーディング行列を使用すべ
きかを判断し、次いで、抽出されたメッセージを処理する。
【００８０】
　次に図１４に注目すると、本明細書で説明する機能を実行するように構成されたＷＳ対
応ｅＮＢ（ＷＳ－ｅＮＢ）１４００の一実施形態の詳細が示されている。ｅＮＢ１４００
は、１つまたは複数のライセンスＵＬチャネル上でＷＳ－ＵＥまたはレガシーＵＥなどの
ユーザデバイスからシグナリングを受信するためのモジュール１４２０を含み得る。ｅＮ
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Ｂ１４００は、１つまたは複数のライセンスチャネル上でＤＬ信号を送るためのモジュー
ル１４２２をも含み得る。これらの信号は、同期および／またはブロードキャストシグナ
リングなど、制御シグナリングに限定され得る。さらに、ｅＮＢ１４００は、１つまたは
複数の非ライセンスチャネル（たとえば、ホワイトスペース（ＷＳ））チャネル上でＤＬ
信号を送るためのモジュール１４２４を含み得る。ＷＳチャネルは、たとえば、ＵＨＦテ
レビジョン帯域におけるＷＳチャネルであり得る。モジュール１４２４から与えられるＷ
Ｓシグナリングは、ＷＳ－ＵＥにおけるチャネル切替えに基づき得、これは、ライセンス
チャネル上でモジュール１４２２からＵＥに与えられる情報にさらに基づき得る。
【００８１】
　ｅＮＢ１４００は、ＵＥからのアクセス要求ならびに他のＵＬ信号を含む、受信したＵ
Ｌ信号を処理するための処理モジュール１４１０をさらに含み得る。ｅＮＢ１４００は、
ライセンスおよび／または非ライセンス（たとえば、ＷＳ）チャネルおよびチャネル割当
てを管理するように構成され得るチャネル管理モジュール１５１２をも含み得る。さらに
、ｅＮＢ１４００は、モジュール１４２２および／またはモジュール１４２４に与えるＤ
Ｌ信号を生成するための信号生成モジュール１４１４を含み得る。
【００８２】
　次に図１５に注目すると、ＷＳ対応ユーザ機器（ＷＳ－ＵＥ）などのユーザデバイスの
一実施形態の詳細が示されている。ＷＳ－ＵＥ１５００は、ライセンスチャネル上でＵＬ
信号をＷＳ－ｅＮＢなどに送るように構成されたＵＬ送信モジュール１５２０を含み得る
。いくつかの実装形態では、ＷＳ－ＵＥは、非ライセンスチャネル（たとえば、ＷＳチャ
ネル）上でＵＬ信号を送るためのモジュール（図示せず）をも含み得る。さらに、ＵＥ１
５００は、ライセンスＤＬチャネル上で信号を受信するためのモジュール１５２２を含み
得る。このモジュールは、レガシーＵＥにおいて与えられるモジュールと同じまたは同様
であり得る。さらに、ＵＥ１５００は、１つまたは複数の非ライセンス（たとえば、ＷＳ
）チャネル上で信号を受信するためのモジュール１５２４を含み得る。モジュール１５２
４は、モジュール１５２２および１５２０と併せて利用され得、その場合、モジュール１
５２０および１５２２を用いてライセンスチャネルを使用してＷＳ－ｅＮＢなどのネット
ワークノードへの初期アクセスが行われ、また、そのＷＳ－ｅＮＢからＷＳチャネル情報
が与えられると、ＤＬ送信がモジュール１５２４上での動作に切り替えられ得る。
【００８３】
　さらに、ＵＥ１５００は、チャネル管理、およびライセンスチャネルと非ライセンスチ
ャネルとの間の切替えを行うために使用され得る、チャネル管理モジュール１５１０を含
み得る。さらに、ＵＥ１５００は、モジュール１５２２および１５２４において受信され
た信号に関連して行われ得る信号検出および処理のためのモジュール１５１４を含み得る
。この処理は、機能の中でも、同期処理、ブロードキャストチャネル処理、チャネル検出
および測定、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＰ、ＣＱＩ、ならびに／または他の信号処理機能を含み得
る。
【００８４】
　いくつかの構成では、ワイヤレス通信のための装置は、本明細書で説明する様々な機能
を実行するための手段を含む。一態様では、上述の手段は、図１３に示すような本発明の
実施形態が常駐し、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、１
つまたは複数のプロセッサおよび関連メモリであり得る。上述の手段は、たとえば、図示
のようなＵＥ、ｅＮＢおよび／または他のネットワークデバイス中に常駐する、モジュー
ルまたは装置であり得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳される
機能を実行するように構成されたモジュールまたは任意の装置であり得る。
【００８５】
　次に図１６に注目すると、ＷＳ能力を含むＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ワイヤレ
スネットワークの一部であり得るホワイトスペース対応システム１６００が示されている
。システム１６００は、少なくとも１つのＷＳ　ＤＬチャネルを含むホワイトスペースを
使用して動作するように構成された、ｅＮＢ１６１０として示されるＷＳ対応ｅＮＢを含
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む。動作中、ｅＮＢ１６１０は、少なくとも１つのＷＳ　ＤＬチャネルを含むホワイトス
ペースを使用して動作するように構成された、ＷＳ－ＵＥ１６２０として示されるＷＳ対
応ＵＥから、ｅＮＢ１６１０の関連するセルについてのアクセス要求を受信し得る。さら
に、ｅＮＢ１６１０は、ＷＳ機能を含まない、レガシーＵＥ１６３０などのレガシーＵＥ
への接続をサポートするように構成され得る。
【００８６】
　ｅＮＢ１６１０は、ライセンススペクトルにおけるＤＬ接続１６３６、ならびに同じく
ライセンススペクトルにおけるＵＬ接続１６３２を介して、ＵＥ１６３０などのレガシー
ＵＥにレガシー接続を与え得る。さらに、ｅＮＢ１６１０は、ライセンススペクトル上の
ＤＬチャネル１６２６およびＷＳスペクトル上のＤＬチャネル１６２８など、複数のＤＬ
チャネルを介して、ＵＥ１６２０などのＷＳ－ＵＥにＷＳ接続を与え得る。概して、ＷＳ
－ＵＥは、ＵＬ接続１６２２などのＵＬ接続のためにライセンスチャネルを使用すること
になるが、いくつかの実装形態では、ＵＬ接続のためにＷＳスペクトルも使用され得る。
【００８７】
　レガシーデバイスとＷＳ対応デバイスの両方をサポートするために、ＷＳチャネルが利
用可能である場合にＷＳチャネルにＷＳ対応デバイスがハンドオフされ得るように、特に
初期接続中に、効率的な接続処理を行うことが望ましいことがある。このことをさらに説
明するために、次に図１７に注目すると、レガシーＬＴＥシステムにおける競合ベースラ
ンダムアクセスプロシージャ１７００の一実装形態が示されている。ＵＥに関連する処理
段階は左側に示されており、ｅＮＢ処理段階は右側に示されている。
【００８８】
　ｅＮＢが、接続を可能にするためにｅＮＢのセルにシグナリングを送ることになる。こ
れは段階１７１０において示されており、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＰＢＣＨシグナリング
など、同期信号がセル範囲内で与えられる。このシグナリングは、ライセンスＤＬチャネ
ル上でライセンススペクトルにおいて与えられる。セルに入り、キャンプすることを望む
ＵＥが、段階１７１３において、利用可能なｅＮＢについてライセンススペクトルを探索
する。この段階は、同期を実行することと、ブロードキャスト情報を受信することとを含
み得る。ブロードキャスト情報はＳＩＢ上で与えられ得、ＳＩＢは、（物理ランダムアク
セスチャネル（ＰＲＡＣＨ）中にあり得る）ランダムアクセスのために割り振られた利用
可能な時間周波数リソース（すなわち、時間周波数リソースブロック内のリソース要素）
を含むセル情報を含み得る。
【００８９】
　段階１７１５において、初期同期後に、ＵＥは、プリアンブルの利用可能なセットから
セルＩＤを選択する。１つのＬＴＥ実装形態では、６４個のレガシーセルＩＤが利用可能
であり得、セルＩＤがランダムに選択され得る。次いで、セルＩＤに基づいてランダムア
クセスプリアンブルが生成され得る。段階１７１７において、セルＩＤに関連付けられた
割り振られた時間周波数リソースを使用してライセンスＵＬチャネル上でプリアンブルを
ｅＮＢに送る。ｅＮＢは、次いで、段階１７２０において、プリアンブルを受信し、処理
し、次いで、プリアンブルに基づいてライセンスＤＬチャネル上でランダムアクセス応答
（ＲＡＲ）を送る。段階１７２５において、ＵＥは、ＲＡＲを受信し、次いで、段階１７
２７において、たとえば、ＲＲＣ接続要求などのＬ２／Ｌ３メッセージングを生成し、送
る。このメッセージは、ライセンスＵＬチャネルを介して「ｍｓｇ３」として示され、次
いでｅＮＢにおいて無線リソース制御（ＲＲＣ）レベルまでさらに処理され得る。この処
理は、段階１７３２において、複数のＵＥからの要求を扱うことを可能にするための競合
ベース処理を含み得、その場合、ＵＥは、ｅＮＢから与えられたデータに応じて後続のプ
リアンブルを待ち、送るように構成され得る。
【００９０】
　次に図１８に注目すると、レガシーシステムにおいてＵＥからｅＮＢにランダムアクセ
スチャネル（ＲＡＣＨ）シグナリングを与えるためのプロセス１８００が示されている。
プロセス１８００は、図４のＵＥ４３０などのＵＥ上に実装され得る。段階１８１０にお
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いて、ＵＥは、利用可能なｅＮＢを探索し、検出時に同期を実行する。同期されると、Ｕ
Ｅは、次いで、段階１８２０において、ＭＩＢおよび／またはＳＩＢ中で与えられる情報
であり得るブロードキャスト情報を受信する。段階１８３０において、ＵＥは、１つまた
は複数のＳＩＢ中の情報要素（ＩＥ）中で与えられるＲＡＣＨリソース情報（たとえば割
り振られた時間周波数リソース）を抽出する。段階１８４０において、ＵＥは、ＩＤを選
択し、たとえば、６４個の利用可能なｚａｄｏｆｆ－ｃｈｕシーケンスのうちの１つであ
り得る、レガシープリアンブルシーケンスを生成する。段階１８５０において、そのシー
ケンスを、与えられたリソース情報にマッピングし、段階１８６０において、物理ランダ
ムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）中にあり得るリソースにおいてプリアンブルシーケン
スを送る。
【００９１】
　前述のように、図１７および図１８に示すＤＬ処理は、ライセンスＤＬチャネルのみを
使用するレガシーシステム上で行われる。ただし、ＷＳ対応ノードが使用される場合、Ｗ
Ｓチャネルの使用が有利であり得る。その上、ライセンスチャネル上の負荷およびオーバ
ーヘッドを低減するために、ＷＳチャネルへの動作の速い転送が望ましいことがある。し
かしながら、ＵＥがＷＳ対応であるのかレガシーＵＥにすぎないのかをｅＮＢにシグナリ
ングするための機構はない。
【００９２】
　図１９に、ＷＳ能力に関係するＵＥタイプ情報をＷＳ対応ｅＮＢに与えるためのプロセ
ス１９００の一実施形態を示す。段階１９１０において、ＷＳ－ｅＮＢが、ライセンスＤ
Ｌチャネル上で同期信号を送り、次いで、ＷＳ－ＵＥが、段階１９１３において、同期信
号を使用して探索および同期を実行する。段階１９１５において、ＵＥはプリアンブルを
選択し、これは、レガシーＩＤおよび関連するプリアンブルに基づくか、または以下でさ
らに説明するＷＳ固有プリアンブルに基づき得る。段階１９１７において、特定の時間周
波数リソース上でプリアンブルを送る。リソースは、レガシーリソース割振りに基づくか
、または以下でさらに説明するＷＳ固有リソース割振りに基づき得る。この送信はライセ
ンスＵＬチャネル上で行われ、次いで、段階１９２０において、ＷＳ－ｅＮＢにおいてそ
の送信を受信し、処理する。段階１９２２において、ＷＳ－ｅＮＢはランダムアクセス応
答（ＲＡＲ）を生成し、送る。ＵＬ送信に基づいて、ｅＮＢはさらなるＤＬ送信をハンド
オフし得、これは、１つまたは複数のＷＳチャネルへのＲＡＲの送信時に開始し得る。さ
らに、ＤＬ送信は、ＷＳチャネルとライセンスチャネルの両方の上で、および／または複
数のＷＳチャネル上で与えられ得る。段階１９２５において、ＵＥはＲＡＲを受信し、こ
れは、ＷＳ受信機上に、またはＷＳ受信機とライセンスチャネル受信機の両方の上にあり
得る。図１９に示すように、さらなる送信が続き得る。
【００９３】
　次に図２０に注目すると、ＷＳ対応ｅＮＢへのＷＳ能力のＵＥ送信のためのプロセス２
０００の一実施形態の詳細が示されている。段階２０１０において、ＵＥが、前に説明し
たようにライセンスＤＬチャネル上で受信された信号に基づいて行われ得るように、ｅＮ
Ｂとの同期を確立する。同期に続いて、段階２０２０において、ＵＥはブロードキャスト
情報を受信する。ブロードキャスト情報は、レガシーＭＩＢおよびＳＩＢ　ＩＥを含み得
る。さらに、ブロードキャスト情報は、たとえば、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２中の、または他の
ＳＩＢ中の追加のＩＥ中で与えられ得る、ＷＳ固有情報を含み得る。一実装形態では、Ｓ
ＩＢは、レガシーＩＥと、ＷＳ動作に関係する情報を与え得るＷＳ固有ＩＥとの両方を含
み得る。
【００９４】
　段階２０３０において、ＵＥは、プリアンブルの送信のためのＷＳ固有時間周波数リソ
ースを判断する。一実装形態では、ＳＩＢは、ＷＳ対応ＵＥから情報を送信する際に使用
する代替ＷＳ時間周波数リソース割振りを含み得る。これらのリソースはレガシーリソー
スとは異なることになり、その結果、ｅＮＢは、ＷＳリソース中のプリアンブルの存在に
基づいて、ＵＥがＷＳ対応であると判断し得る。
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【００９５】
　段階２０４０において、ＩＤを選択し、プリアンブルを生成する。ＩＤはレガシーＩＤ
であり得、レガシープリアンブルが生成され得る。段階２０５０において、プリアンブル
をＷＳリソースにマッピングし、段階２０６０において、プリアンブルをｅＮＢに送信す
る。
【００９６】
　ＷＳ－ｅＮＢにおける受信時に、ｅＮＢは、ＷＳ固有リソース割振りにおけるプリアン
ブルのロケーションに基づいて、ＵＥがＷＳ対応であると判断し得る。ＵＥは、次いで、
ＷＳチャネルへのＤＬのハンドオフを開始し得る。
【００９７】
　図２１に、ＷＳ能力のＵＥ送信のためのプロセスの別の実施形態を示す。プロセス２１
００は段階２１１０において開始し得、ＵＥが、前に説明したようにライセンスＤＬチャ
ネル上で受信された信号に基づいて行われ得るように、ＷＳ－ｅＮＢとの同期を確立する
。同期に続いて、段階２１２０において、ＵＥはブロードキャスト情報を受信する。この
実装形態では、ブロードキャスト情報は、レガシーＭＩＢおよびＳＩＢ　ＩＥのみを含み
得る。
【００９８】
　段階２１３０において、ＵＥは、プリアンブルの送信のための時間周波数リソースを判
断する。これらは、レガシー実装形態のために割り振られた時間周波数リソース間のあら
かじめ定義された関係に基づき得る。たとえば、あらかじめ定義された関係は、レガシー
リソース割振りからの時間および／または周波数オフセットであり得る。例については、
以下で図１３Ａ～図１３Ｃに関してさらに説明し、図示する。他のあらかじめ定義された
関係も使用され得る。
【００９９】
　段階２１４０において、ＩＤを選択し、プリアンブルを生成する。ＩＤはレガシーＩＤ
であり得、レガシープリアンブルが生成され得る。段階２１５０において、プリアンブル
をＷＳリソースにマッピングし、段階２１６０において、プリアンブルをｅＮＢに送信す
る。
【０１００】
　ＷＳ－ｅＮＢにおける受信時に、ｅＮＢは、ＷＳ固有リソース割振りにおけるプリアン
ブルのロケーションに基づいて、ＵＥがＷＳ対応であると判断し得る。ＵＥは、次いで、
ＷＳチャネルへのＤＬのハンドオフを開始し得る。
【０１０１】
　図２２に、ＷＳ能力のＵＥ送信のためのプロセスの別の実施形態を示す。プロセス２２
００は段階２２１０において開始し得、ＵＥが、前に説明したようにライセンスＤＬチャ
ネル上で受信された信号に基づいて行われ得るように、ＷＳ－ｅＮＢとの同期を確立する
。同期に続いて、段階２２２０において、ＵＥはブロードキャスト情報を受信する。この
実装形態では、ブロードキャスト情報は、レガシーＭＩＢおよびＳＩＢ　ＩＥのみを含み
得る。
【０１０２】
　段階２２３０において、ＵＥは、プリアンブルの送信のための時間周波数リソースを判
断する。これらは、ＳＩＢ中で与えられ得るレガシーリソース情報に基づき得る。
【０１０３】
　段階２２４０において、ＩＤを選択し、プリアンブルを生成する。この実装形態では、
ＩＤは、ＷＳ－ＵＥのみと関連付けられたＩＤのセットから選択され得るＷＳ－ＩＤであ
り得る。次いで、このＩＤを使用してＷＳプリアンブルシーケンスが生成され得る。プリ
アンブルは、レガシー実装形態において生成されるプリアンブルに実質的に直交するよう
に生成され得る。段階２２５０において、ＷＳプリアンブルをリソースにマッピングし、
段階２２６０において、ＷＳプリアンブルをｅＮＢに送信する。
【０１０４】
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　ＷＳ－ｅＮＢにおける受信時に、ｅＮＢは、ＷＳ固有プリアンブルに基づいて、ＵＥが
ＷＳ対応であると判断し得る。ＵＥは、次いで、ＷＳチャネルへのＤＬのハンドオフを開
始し得る。
【０１０５】
　図２３に、ＷＳ能力のＵＥ送信のためのプロセスの別の実施形態を示す。プロセス２３
００は、ＷＳ固有リソースとＷＳ固有ＩＤとＷＳ固有プリアンブルとの組合せを含む。プ
ロセス２３００は段階２３１０において開始し得、ＵＥが、前に説明したようにライセン
スＤＬチャネル上で受信された信号に基づいて行われ得るように、ＷＳ－ｅＮＢとの同期
を確立する。同期に続いて、段階２３２０において、ＵＥはブロードキャスト情報を受信
する。ブロードキャスト情報は、レガシーＭＩＢおよびＳＩＢ　ＩＥを含み得る。さらに
、ブロードキャスト情報は、たとえば、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２中の、または他のＳＩＢ中の
追加のＩＥ中で与えられ得る、ＷＳ固有情報を含み得る。一実装形態では、ＳＩＢは、レ
ガシーＩＥと、ＷＳ動作に関係する情報を与え得るＷＳ固有ＩＥとの両方を含み得る。
【０１０６】
　段階２３３０において、ＵＥは、プリアンブルの送信のためのＷＳ固有時間周波数リソ
ースを判断する。一実装形態では、ＳＩＢは、ＷＳ対応ＵＥから情報を送信する際に使用
する代替ＷＳ時間周波数リソース割振りを含み得る。これらのリソースはレガシーリソー
スとは異なることになり、その結果、ｅＮＢは、ＷＳリソース中のプリアンブルの存在に
基づいて、ＵＥがＷＳ対応であると判断し得る。
【０１０７】
　段階２３４０において、ＩＤを選択し、プリアンブルを生成する。この実装形態では、
ＩＤは、ＷＳ－ＵＥのみと関連付けられたＩＤのセットから選択され得るＷＳ－ＩＤであ
り得る。次いで、このＩＤを使用してＷＳプリアンブルシーケンスが生成され得る。プリ
アンブルは、レガシー実装形態において生成されるプリアンブルに実質的に直交するよう
に生成され得る。段階２３５０において、ＷＳプリアンブルをリソースにマッピングし、
段階２３６０において、ＷＳプリアンブルをｅＮＢに送信する。
【０１０８】
　ＷＳ－ｅＮＢにおける受信時に、ｅＮＢは、ＷＳ固有リソース割振りにおけるプリアン
ブルのロケーションに基づいて、および／またはＷＳ固有プリアンブルに基づいて、ＵＥ
がＷＳ対応であると判断し得る。ＵＥは、次いで、ＷＳチャネルへのＤＬのハンドオフを
開始し得る。
【０１０９】
　別の実施形態では、プロセス２３００と同様のプロセスが実装され得、プロセス２１０
０に関して前に説明したあらかじめ定義された関係に基づいてＷＳリソースが判断される
。いくつかの実施形態では、前に説明したプロセスは、異なるセル中のｅＮＢ間でのＵＥ
ハンドオーバにおいて使用され得る。
【０１１０】
　次に図２４に注目すると、ＷＳ－ＵＥとＷＳ－ｅＮＢとを含むＷＳ対応システムにおい
て使用され得る、ＩＤの例示的なセット２４００と関連するプリアンブルシーケンスとが
示されている。セット２４００はレガシーＩＤ２４０５を含み得、これは、ＬＴＥ　Ｒｅ
ｌｅａｓｅ　８仕様において定義されている６４個ＩＤセットに基づき得る。これらのＩ
Ｄは、ＷＳ－ＵＥがレガシーｅＮＢに接続している実装形態において使用され得る。
【０１１１】
　さらに、セット２４００はＷＳ固有ＩＤのセット２４２５を含み得、そのセットは、図
２２および図２３に関して前に説明したような、ＷＳ－ＵＥがＷＳ－ｅＮＢと接続してい
る実装形態において、使用され得る。
【０１１２】
　次に図２５Ａに注目すると、ＲＡＣＨシグナリングのための例示的なレガシー時間周波
数リソース割振りが示されている。図示のように、リソース２５１０が、１つまたは複数
のリソースブロックにおいてＵＬリソース要素の特定のセットに割り振られ得る。この割
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振りは、ＬＴＥ　Ｒｅｌｅａｓｅ　８仕様において定義されているＰＲＡＣＨ中にあり得
る。
【０１１３】
　図２５Ｂに、ＷＳ固有リソース割振りの一実施形態を示す。レガシーリソース割振り２
５１０を仮定すると、異なる時間周波数リソース２５２０においてＷＳ固有割振りが定義
され得る。これらのリソースは、レガシーリソース割振りに対して、時間、周波数、また
は両方においてオフセットされ得、ＳＩＢ中などで、１つまたは複数の特定のリソース割
振りとして指定され得る。
【０１１４】
　図２５Ｃに、ＷＳ固有リソース割振りの別の実施形態を示す。この実装形態では、ＷＳ
固有リソース割振りは、あらかじめ定義された関係に従って与えられる。この関係は、た
とえば、レガシーリソース割振りからのあらかじめ定義されたオフセットであり得る。図
２５Ａに示すように、１つの例示的な関係は、レガシー割振りに対して時間的にＷＳ固有
割振りを固定量だけオフセットすることである。様々な実装形態では、他の関係も使用さ
れ得る。
【０１１５】
　図２６に注目すると、バイアス調整のためのプロセス２６００の一実施形態が示されて
いる。段階２６１０において、ＷＳ対応ＵＥなどにおいて信号パラメータを決定する。信
号パラメータは、基準信号であり得る受信信号に関係し得る。パラメータは、ＲＳＲＰま
たはＲＳＲＱであり得る、電力メトリックであり得る。パラメータは、信号がそこから受
信されたＷＳチャネルに基づき得る。段階２６２０において、修正パラメータを生成する
。修正パラメータは、受信チャネルにおけるパスロスと、ライセンスチャネルであり得る
第２のチャネルにおけるパスロスとの間の差のための補正など、信号パラメータに適用さ
れる補正に基づき得る。段階２６３０において、修正パラメータに部分的に基づいて送信
を制御する。上記送信は、たとえば、ライセンスチャネル中でのＵＬ送信であり得る。上
記送信は、ＷＳチャネルとライセンスチャネルとの間のパスロス差を補償するように調整
され得る。
【０１１６】
　別の態様では、ＬＴＥシステムにおいてランダムアクセス中に第１のプリアンブルが送
信されるとき、ターゲット受信電力と推定されたＤＬパスロスとに基づく送信電力評価が
使用される。これは３ＧＰＰ仕様３６．２１２、セクション６．１に記載されている。し
かしながら、これにより、前に説明した問題と同様の問題が生じ得る。たとえば、周波数
分割複信（ＦＤＤ）ＷＳ実装形態では、上記の情報を与えるにはＤＬパスロスがあまりに
楽観的であり得る。
【０１１７】
　ＵＬ／ＤＬ帯域分離に基づいて、ＵＥは、ｍｓｇ１送信電力を評価するとき、推定され
たＤＬパスロスにバイアスファクタを加算し得る。実際には、前に説明したバイアスと同
様であり得るが、概して反対の極性のものであり得るバイアスが、決定され、ＵＥからＷ
Ｓ対応ｅＮＢに送られ得る。したがって、バイアスは一般に正値であることになり、した
がって、実際のｍｓｇ１電力を増加させる。一実施形態では、バイアスは次のように決定
され得る。　
　　　　　　ＵＬＰＬ＝ＤＬＰＬ＋Ｂｉａｓ（ｆｓｅｐ）＋ＢｉａｓＳＩＢ１
【０１１８】
　上式で、ＵＬＰＬはＵＬパスロスであり、ＤＬＰＬはＤＬパスロスであり、また、Ｂｉ
ａｓ（ｆｓｅｐ）およびＢｉａｓＳＩＢ１は、前に説明した通りである。次いで、決定さ
れたＵＬパスロスパラメータに従って、ＷＳ対応ｅＮＢからの送信電力が調整され得る。
【０１１９】
　ＷＳ対応システムでは、通信がライセンスチャネルとＷＳチャネルの両方を含むとき、
他の問題が起こり得る。たとえば、ＵＬがライセンスチャネルを使用する場合、いくつか
のＬＴＥシステムでは、セル間干渉を緩和するために同一チャネル展開が使用され得る。
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たとえば、異種ネットワーク実装形態では、各ｅＮＢが、他のｅＮＢによって使用されな
いことがある１つまたは複数の専用のサブフレームを有するように、サブフレームは２つ
以上のｅＮＢに割り振られ得る（すなわち、サブフレームは、複数のｅＮＢ間で専用に区
分され得る）。結果として、いくつかのサブフレームのみがＵＬ送信のために利用可能で
あり得る。しかしながら、ＷＳチャネルがＤＬのために使用される場合、チャネル区分は
使用されないことがある。これは図２７に示されており、タイミング図２７１０が、区分
されたシステムにおけるｅＮＢタイミングを表し、ｅＮＢからのＤＬ送信において使用す
るためにサブフレーム１、２、および３が割り振られている。一実施形態では、ＨＡＲＱ
を実装する際に、対応するＵＥは、ｅＮＢ送信の４サブフレーム後にＡＣＫ／ＮＡＣＫで
返答しなければならない。これはＵＥタイミング図２７２０に示されており、ＵＥが、サ
ブフレーム５において、サブフレーム１中でのｅＮＢ送信に応答するＡＣＫ／ＮＡＣＫを
送り、それぞれサブフレーム６および７において、サブフレーム２および３からの対応す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫを送ることになる。
【０１２０】
　しかしながら、ＷＳ対応システムでは、（たとえば、ＷＳチャネル中で）すべてのサブ
フレームがＤＬ送信のために利用可能であり得、ただし、サブフレーム区分がインターリ
ーブされる場合、いくつかのサブフレームのみがＵＥにとってＵＬ送信のために利用可能
であり得る。これは、たとえば、リソース区分が、ＷＳ　ＤＬチャネル上でではなく、ラ
イセンスＵＬチャネル上で実装される場合であろう。したがって、いくつかのサブフレー
ム中で（すなわち、一般に、対応するＤＬ送信の４サブフレーム後に）送られるべきであ
るＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ応答は、それらのタイムスロット／サブフレーム中のＵＬ
送信の制限により、許されないことがある。これは図２８に示されており、図２８は、タ
イミング図２７５０に示すライセンスチャネル中のＵＬにおける制限付きスロット４、５
、および６を示している。タイミング図２７１０は、図２７の図２７１０に対応する。（
送信２７１２、２７１４、２７１６、および２７１８に示す）サブフレーム０、１、２、
および３中でＤＬ送信がｅＮＢからＷＳ－ＵＥに与えられると仮定すると、ＨＡＲＱを維
持するために、（送信２７４２、２７４４、２７４６、および２７４８として示される）
サブフレーム４、５、６、および７中で対応するＵＬ送信が予想されることになる。しか
しながら、この例では、図２７５０に示すように、サブフレーム４、５、および６はＤＬ
のために割り振られ得る。したがって、ｅＮＢは、それらのサブフレーム中にＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ送信を受信することが予想されないことになる。したがって、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信
号２７４２、２７４４、および２７４６は、禁止されることになる。図２７５０に示すよ
うに、サブフレーム７がＵＬのために割り振られ得、その場合、サブフレーム７はＵＬ送
信のために割り振られているので、サブフレーム７中でのＤＬ送信からのＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ２７４８は依然としてこのサブフレーム中に送られ得る。
【０１２１】
　この問題に対処する１つの手法は、次の利用可能なサブフレーム中でバンドルＨＡＲＱ
　ＵＬ報告としてバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫを与えることである。バンドルＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫは、複数の信号からのＡＣＫ／ＮＡＣＫを組み合わせて、組み合わせられたまたはバ
ンドルされた応答にした、応答である。例示的な実装形態を図２９に示す。この例では、
ＤＬ送信２７１２、２７１４、２７１６、および２７１８に関連付けられたＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ送信が組み合わせられて、単一のバンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信２７５２になり得、
その送信は、ＵＬ送信のために割り振られたサブフレーム７中で送られ得る。このバンド
リングは、たとえば、ＤＬ送信２７１２、２７１４、２７１６、および２７１８について
ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットに対して論理ＡＮＤを実行することによって、行われ得る。たと
えば、追加ビットを追加することまたはビットを多重化することなど、他のバンドリング
方法も使用され得る。
【０１２２】
　リソース区分を使用しない他の実装形態でも同様の問題が起こり得る。たとえば、ＵＬ
とＤＬとの間で異なる干渉パターンおよび／または異なる負荷がある場合、同様の問題が
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起こり得る。たとえば、利用可能ないくつかのＷＳチャネルがある場合、それらの各々は
軽負荷であり得、ライセンススペクトルにおいて動作している単一の共有ＵＬチャネルは
重負荷であり得る。
【０１２３】
　いくつかの実装形態では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドリングおよび／または多重化は、Ｕ
Ｌサブフレーム割当てとＤＬサブフレーム割当てとの間の非対称性に対処するためにも使
用され得る。
【０１２４】
　次に図３０に注目すると、ワイヤレス通信を行うためのプロセス３０００の一実施形態
が示されている。段階３０１０において、ＷＳ－ＵＥなどにおいて、ＷＳ－ｅＮＢから送
信された信号を受信する。その信号は、ＴＶ帯域ＷＳであり得るＷＳ中で送られ得る。段
階３０２０において、調整パラメータを生成する。調整パラメータは、１つまたは複数の
バイアス値に基づいて生成され得る。バイアス値は、ＵＬのために使用され得る、ＷＳ帯
域とライセンス帯域との間の周波数の差に基づき得る。バイアス値は、アンテナ利得など
の装置パラメータにも基づき得る。段階３０３０において、調整パラメータを他のワイヤ
レスネットワークノードに送る。他のノードはＷＳ－ｅＮＢであり得る。段階３０４０に
おいて、ＷＳ－ｅＮＢは、調整パラメータを使用して、ＷＳ－ＵＥに与えられる送信信号
出力などの出力を調整する。
【０１２５】
　次に図３１に注目すると、ワイヤレス通信を行うためのプロセス３１００の一実施形態
が示されている。段階３１１０において、信号を受信する。上記信号は、ＵＥにおいて受
信され、ｅＮＢから与えられ得る。上記信号はＷＳチャネル中で送信され得、ＵＥおよび
ｅＮＢはＷＳ対応であり得る。段階３１２０において、ｅＮＢに課されたタイミング要件
に基づいて応答を調整する。タイミング要件は、特定のサブフレーム中にＵＬ送信が禁止
される場合などに、ＵＬサブフレーム制限に関連付けられ得る。タイミング要件は、ＨＡ
ＲＱを実装するために必要とされるＡＣＫ／ＮＡＣＫに関係し得る。段階３１３０におい
て、タイミング要件に基づいて送信を送る。その送信は、特定のサブフレームからのＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫのバンドルセットを含み得る。特定のサブフレームは、禁止されたサブフレ
ームであり得る。バンドルＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＵＬ送信のために構成された特定のサブ
フレーム中で送られ得、これはライセンスチャネル上にあり得る。
【０１２６】
　コグニティブＬＴＥにおけるセンシングを可能にするためのＣＲＳ送信の抑制：別の態
様では、コグニティブＬＴＥシステムなどのシステムにおけるセンシングが、共通基準信
号（ＣＲＳ）送信の抑制によって補助され得る。次に図３２に注目すると、チャネルセン
シングなどのための協調静穏期間を与えるためのシグナリング構成の一実施形態が示され
ている。時間間隔ｔｄは、必要とされる６０秒センシング期間を表す。この期間中に、ｔ
ｓとして示される１つまたは複数のセンシング間隔が実装され得、これらの時間間隔中に
、すべてのネットワークデバイスが送信することを控える（すなわち、静穏である）。場
合によっては、他のユーザを検出するためにチャネルをモニタするために、単一のセンシ
ング間隔が使用され得る。しかしながら、他の実装形態では、複数のセンシング間隔が与
えられ得る。図３２に示した例では、６０秒センシング期間（ｔＤ）中に周期的に繰り返
され得るセンシング間隔３２１２および３２１４が示されている。特定のタイミングは、
システムにおいてあらかじめ定義され得るか、あるいはＳＩＢ１またはＳＩＢ２メッセー
ジなどのＳＩＢメッセージ中などでネットワークデバイスに送られ得る。代替的に、セン
シング間隔は非同期的に行われ得るが、静穏間隔情報は他のネットワークデバイスに送ら
れる必要があり、それにより、制御シグナリングを増加させ得る。示した例では、センシ
ング間隔は持続時間ｔｓを有し、ｔｓは３ミリ秒であり得る。これは、ＬＴＥシステムシ
グナリング要件により、有利であり得るが、他の持続時間が代替的に使用され得る。
【０１２７】
　ＬＴＥシステムは、ＤＬおよびＵＬシグナリングのための様々なタイミング要件を課す
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る。たとえば、ＬＴＥは、ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＳＩＢ１などの制御チャネル、な
らびにＣＲＳの周期的な送信を必要とする。これは、６０秒サンプリングなどの周期的な
静穏期間と、前に説明したモニタのための関連する静穏期間とについての要件のために、
ＷＳを利用するときに潜在的な問題を生じる。したがって、静穏期間のセル全体の協調が
、規格化されたＬＴＥシグナリングの修正とともに必要とされ得る。
【０１２８】
　一態様では、この問題は、ＷＳ対応ｅＮＢ（ＷＳ－ｅＮＢ）から与えられるいくつかの
サブフレーム中に送信を調整することによって対処され得る。これは、いくつかのサブフ
レーム中に、様々なＵＥ処理機能のために使用される必須のＤＬ基準信号である、セル固
有または共通基準信号（ＣＲＳ）の省略を伴い得る。次に図３３に注目すると、サブフレ
ーム送信を、静穏期間を与えるように調整するためのタイミング構成３３００の一実施形
態が示されている。ＬＴＥフレームは、サブフレーム０～９で示される１０個のサブフレ
ームに分割され得、１０個のサブフレームは周期的に繰り返す。すべてのサブフレーム中
ですべての制御信号ならびにＣＲＳ（セル固有または共通基準信号）を搬送する利用可能
な少なくとも１つのレガシーキャリアがあると仮定した場合、他のＤＬキャリアは、図３
３に示すように、（ページングを含む）ブロードキャスト制御チャネルを潜在的に搬送す
るサブフレームのみにおいて送信するように構成され得る。一実施形態では、これらは、
サブフレーム０、４、５および９であり得る。他のサブフレームでは、ＣＲＳは省略され
、制御／データ送信の復調は、ＤＲＳ（復調基準信号）を使用して行われ得る。
【０１２９】
　この手法は図３３に示されており、図３３では、サブフレーム０、４、５、および９は
、ＣＲＳ（ならびに、必要に応じて制御およびデータ情報）を含む。サブフレーム１、２
、および３は（データがＤＬバッファ中で利用可能である場合）データを搬送し得る。サ
ブフレーム６、７、および８は、ＤＬ上でｅＮＢによって何も送信されない静穏サブフレ
ームである。前述のように、ＵＬがライセンススペクトル上で行われた場合、これは、Ｕ
Ｌ送信が静穏期間中に行われた場合でも、ＷＳ静穏期間の問題を提起しない。
【０１３０】
　各サブフレームが持続時間１ｍＳを有するので、これは、図３２に示したタイミング構
成に一致する３ｍＳ静穏間隔を与える。いくつかの実装形態では、サブフレーム６、７お
よび８の静穏間隔は、各フレーム中に与えられ得る。しかしながら、他の実装形態では、
静穏間隔は、各サンプリング周期中にのみ（すなわち、各秒に１回など、図３２に示した
各時間間隔ｔｓＰ中に１回のみ）与えられ得る。いくつかの実施形態では、他の周期的な
、または非同期的な静穏間隔も使用され得る。
【０１３１】
　様々な実装形態では、静穏間隔タイミングの協調が、図３に示したｅＮＢ３１０などの
ＷＳ－ｅＮＢから、ＵＥ３１４などの接続されたＷＳ－ＵＥへの通信を介して行われ得る
。代替的に、静穏間隔タイミングは、ルックアップテーブル中にあり得るか、あるいはＷ
Ｓ－ｅＮＢ、ＷＳ－ＵＥ、または他のネットワークデバイス中でハードコーディングされ
得る。
【０１３２】
　ＷＳ－ｅＮＢに関して前に説明した機能に加えて、関連する機能がＷＳ－ＵＥ中に実装
され得る。特に、ＷＳ対応システム中のＵＥは、図３３に示すサブフレーム６、７、およ
び８など、いくつかのサブフレームからのＣＲＳの省略に関連するタイミング問題に対処
する必要があり得る。ＵＥは、これらのサブフレーム中に、ＣＲＳが無線リンクモニタ（
ＲＬＭ）と無線リンク障害（ＲＬＦ）とに関係するモニタ機能を実行し、ならびに他の機
能を実行することなどを予想し得るので、ＷＳ－ＵＥは、ＷＳシグナリングに適応する再
構成から利益を得ることがある。たとえば、ＷＳ－ＵＥは、たとえば、ＲＬＦ検出および
／またはＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ推定のための、すべてのサブフレーム中のＣＲＳを仮定す
るフィルタを含み得る。これに対処するために、ＷＳ－ＵＥは、ＣＲＳが送信されないサ
ブフレーム中に、入力がＣＲＳから計算されるループおよびフィルタをフリーズさせるよ
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うに構成され得る。この手法を使用して、これらのループおよびフィルタへの入力は、Ｃ
ＲＳを有する最後のサブフレームにおいて与えられた前の値のままであり、次の利用可能
なＣＲＳにおいて動作を再開するであろう。これは、省略されたＣＲＳに基づいて無線リ
ンク障害（ＲＬＦ）を不適切に宣言することなどの障害を回避し得、それにより、効果的
にＷＳ－ＵＥとの接続を再確立するための実質的な追加のシステム処理を生じるであろう
。
【０１３３】
　この処理の協調は、ＷＳ－ｅＮＢから送られた情報に基づいて行われ得、ＷＳ－ｅＮＢ
から与えられた情報に基づいてＷＳ－ＵＥにおいて、静穏期間中に信号フリーズが行われ
る。代替的に、それは、ＷＳ－ＵＥ中でハードコーディングされ得るか、あるいは場合に
よってはＷＳ－ｅＮＢまたは他のネットワークデバイスから受信した信号から判断され得
る。
【０１３４】
　次に図３４に注目すると、ワイヤレス通信を行うためのプロセス３４００が示されてい
る。段階３４１０において、もっぱら、第１のフレーム期間の複数のサブフレーム中に、
第１のチャネル中でＷＳ－ｅＮＢなどのネットワークノードから基準信号を送信する。第
１のフレーム期間は第２の複数のサブフレームをさらに含み、この第２の複数のサブフレ
ーム中には、ネットワークノードから信号が送信されない。ＷＳ－ｅＮＢなどのネットワ
ークノードは、ＷＳ－ＵＥなどの他のネットワークノードが静穏期間中に送信することを
控え得るように、他のネットワークノードに静穏期間を通知し得る。段階３４２０におい
て、センシング動作を実行する。これは、他のユーザがチャネルを占有しているかどうか
を判断するためのセンシング動作であり得る。他のユーザは、たとえば、ライセンスユー
ザなど、チャネルの１次ユーザであり得る。他のユーザがセンシングされない場合、セン
シングプロセスは周期的に繰り返され得る。センシングは、ＦＣＣ規格、または他の管轄
において適用可能な規格など、ＷＳチャネル中での動作のための規格に基づき得る。
【０１３５】
　代替的に、段階３４２０において他のユーザが検出された場合、送信は別のチャネルに
切り替えられ得る。たとえば、１次ユーザが検出された場合、動作は、たとえば、２秒な
ど、あらかじめ定義された時間フレーム内で終了され得、送信は別のチャネルに切り替え
られ得る。さらに、他のフレーム中での送信は、すべてのサブフレーム上で、またはサブ
フレームの異なるセット上で送信される基準信号を含み得る。
【０１３６】
　チャネルは、ＵＨＦテレビジョンホワイトスペースチャネルなどのＷＳチャネルであり
得る。第２の複数のサブフレームは、２つのサブフレームまたは３つのサブフレームから
なり得る。基準信号は、チャネル特性判断のために与えられるＤＬ基準信号である、共通
またはセル固有基準信号（ＣＲＳ）であり得る。
【０１３７】
　次に図３５に注目すると、ワイヤレス通信のためのプロセス３５００が示されている。
段階３５１０において、もっぱら、第１のフレーム期間の第１の複数のサブフレーム中に
、第１のチャネル中で基準信号を受信し、第１のフレーム期間は、基準信号が送信されな
い静穏期間に対応する第２の複数のサブフレームをさらに含む。静穏期間中に、基準信号
は、ＷＳ－ｅＮＢなど、関連するワイヤレスネットワークノードから送信された受信信号
から省略され得る。段階３５２０において、受信機パラメータを、静穏期間中に基準信号
の省略を補償するように調整する。上記調整することは、受信フィルタまたはループへの
入力をフリーズさせることを含み得る。フィルタまたはループは、無線リンク（ＲＬＭ）
モニタまたは他の受信機機能などの受信信号メトリックに関連し得る。段階３５３０にお
いて、第２のチャネル上で送信を行う。第２のチャネルはライセンスチャネルであり得る
。
【０１３８】
　第１のチャネルはＷＳチャネルであり得る。第２の複数のサブフレームは、２つまたは
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３つのサブフレームからなり得る。基準信号はＣＲＳであり得る。プロセス３５００は、
静穏期間中にセンシング動作を実行する段階をさらに含み得る。センシング動作は、１次
ユーザを検出することに関係し得る。センシング動作に関連する情報が、第２のチャネル
を介して、センシング動作から判断された情報であると報告され得る。その情報は１次ユ
ーザに関係し得、第２のチャネルはライセンスチャネルであり得る。
【０１３９】
　次に図３６に注目すると、本明細書で説明する機能を実行するように構成されたＷＳ－
ｅＮＢ３６００の一実施形態の詳細が示されている。ＷＳ－ｅＮＢ３６００は、ＷＳチャ
ネル中で基準信号を送るためのモジュール３６１０を含み得、基準信号は静穏期間中に停
止され得る。センシングモジュール３６２０は、１次ユーザなどの他のユーザが存在する
かどうかを判断するために、ＷＳチャネルをモニタするために与えられ得る。チャネル切
替えモジュール３６３０は、モジュール３６２０において実行され得るセンシングおよび
検出に基づいて、１つまたは複数の新しいチャネルをモニタおよび選択するために与えら
れ得る。モジュール３６３０はまた、ＷＳチャネルの使用を開始する前の初期ＷＳチャネ
ルモニタのために構成され得る。通知モジュール３６４０は、ＳＩＢ１などのＳＩＢなど
を介して、他のネットワークノードに特定の静穏期間を通知するために与えられ得る。Ｗ
Ｓ－ｅＮＢ３６００は、図３３に示したように構成され得る。
【０１４０】
　次に図３７に注目すると、本明細書で説明する機能を実行するように構成されたＷＳ－
ＵＥ３７００の一実施形態の詳細が示されている。ＷＳ－ＵＥ３７００は、ＷＳチャネル
上で基準信号を含む信号を受信し、関連する制御および復調機能を実行するように構成さ
れた受信機モジュール３７１０を含み得る。調整モジュール３７２０は、省略されたＣＲ
Ｓなど、静穏期間中に省略された信号に基づいて受信機パラメータを調整するように構成
され得る。ＵＥ３７００はまた、静穏期間中にＷＳチャネルをモニタし、１次ユーザなど
の他のユーザが存在する場合、他のユーザを検出するように構成されたセンシングモジュ
ール３７３０を含み得る。ＷＳ－ＵＥ３７００はまた、ＷＳ－ｅＮＢなどの別のネットワ
ークノードに情報を送るように構成された送信モジュール３７４０を含み得る。上記情報
は、ＷＳ－ＵＥにおける他のユーザの検出に関する情報を含み得る。上記送ることは、ラ
イセンスチャネル上で行われ得る。ＷＳ－ＵＥ３７００は、図３６に示したように構成さ
れ得る。
【０１４１】
　ホワイトスペース能力宣言およびチャネル測定：本開示のいくつかの態様は、ホワイト
スペース能力宣言およびチャネル測定に関係する。本明細書で前に説明したように、いく
つかの実装形態では、ＵＥは、ｅＮＢがＵＥのＷＳ能力を認識するように好適なランダム
アクセスプロシージャを実行しなければならず、したがって、ホワイトスペース上でアク
セスプロシージャを進め、その場合、ｍｓｇ２から開始し得る。しかしながら、場合によ
っては、ライセンスチャネルの使用が、いくつかのＷＳ対応ＵＥにとってより良いオプシ
ョンであり得る。たとえば、場合によっては、ＷＳ－ＵＥがランダムアクセスプロシージ
ャの実行中にそれ自体をＷＳ対応デバイスとして通告することは、ＵＥおよび／または全
体的なシステムパフォーマンスにとって有害であり得る。
【０１４２】
　一態様では、これは、ライセンススペクトルおよび／またはホワイトスペースチャネル
上のチャネル品質を測定することによってセル探索を実行することと、ＳＩＢ２、および
／または採用されたＷＳチャネルが通告される、獲得のために必要とされる他のブロード
キャスト信号を復号することとを行うようにＷＳ－ＵＥを構成することによって、対処さ
れ得る。この後に、通告されたＷＳチャネルの周波数間測定を実行することが続き得る。
本明細書で前に説明したような１次ユーザセンシングおよび検出もＷＳ－ＵＥによって実
行され得る。
【０１４３】
　チャネル品質および／または１次ユーザ検出に基づいて、次いで、特定の能力を宣言す
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べきかどうか（たとえば、ＵＥが、それ自体をＷＳ－ＵＥとして宣言すべきであるのか、
あるいは非ＷＳまたはレガシーＵＥとして宣言すべきであるのか、あるいは特定の宣言を
行うべきでないのか）に関する決定が行われ得る。たとえば、１つまたは複数のライセン
ススペクトルチャネル上の基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）が、１つまたは複数のＷＳスペ
クトルチャネル上のＲＳＲＱよりも大きい場合、または１次ユーザがＷＳチャネル上で検
出された場合、ＵＥはそれ自体を非ＷＳ対応ＵＥとして宣言し得る（たとえば、レガシー
ＵＥが従うベースラインランダムアクセスプロシージャに従い得る）。このようにして、
ｅＮＢは、ＤＬライセンススペクトルを使用することによってランダムアクセスプロシー
ジャを続けることになり、ＵＥは、１つまたは複数のライセンスチャネル上でＵＥのＲＦ
受信機を同調させることになる。
【０１４４】
　しかしながら、アクセスおよびベアラセットアップの後に、（非ＷＳまたはレガシーＵ
Ｅとして初めに宣言した）ＷＳ－ＵＥは、それのホワイトスペース能力を利用するために
ＵＥの真のＷＳ能力を宣言することを希望し得る。これは、たとえば、後で説明するよう
に好適なＲＲＣシグナリングを使用して行われ得る。１つの例示的な手法では、３ＧＰＰ
、３６．３３１において定義されているように新しい情報要素（ＩＥ）がＵＥ－ＥＵＴＲ
Ａ－Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙに追加され得る。１つの例示的な実施形態では、新しいＩＥは
、「ＵＥＣａｐａｂｉｌｉｔｙＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」として示される特定のＲＲＣメ
ッセージ内でＵＥによって与えられ得る。
【０１４５】
　追加されるべき新しいＩＥは、たとえば、少なくとも、ホワイトスペース能力サポート
を指定するフラグを含み得る。さらに、たとえば、１次ユーザセンシングおよび検出のサ
ポートなど、他のコグニティブ固有能力が含まれ得る。
【０１４６】
　別の実装形態では、単に、サポートされるＷＳ帯域を「ＳｕｐｐｏｒｔｅｄＢａｎｄＬ
ｉｓｔＥＵＴＲＡ」中に追加することによって、ＷＳ能力が宣言され得る。しかしながら
、この方法は、帯域サポートを指定することを可能にするにすぎないので、上記で説明し
たＲＲＣメッセージングを通して追加のコグニティブ固有能力をシグナリングする必要が
あり得る。
【０１４７】
　ＲＲＣメッセージ「ＵＥＣａｐａｂｉｌｉｔｙＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」がサービング
ｅＮＢによって受信されると、ｅＮＢは、ＵＥが、アクセス中にそれ自体を非ＷＳとして
宣言したが、実際は（たとえば、ＵＥＣａｐａｂｉｌｉｔｙＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ中の
フラグを通してシグナリングされた）ＷＳ能力を有することを発見した場合、次いで、Ｗ
Ｓチャネル上で可能な周波数間ハンドオーバについてＵＥを検討し得る。この機能の実装
形態の例について、図３８～図４０に関して以下でさらに説明する。
【０１４８】
　図３８に、本明細書で前に示したような、ＷＳ－ＵＥなどの端末などからＷＳ－ｅＮＢ
などのサービング基地局に、能力宣言を与えるためのプロセス３８００の一実施形態を示
す。段階３８１０において、ライセンスセルラー帯域などにおけるライセンス動作のため
に使用される１つまたは複数の受信チャネルまたはスペクトルに基づいてチャネル品質値
またはパラメータを生成する。たとえば、ＵＥなどの端末中の受信機が、１つまたは複数
のライセンスチャネル中でシグナリングを受信し、次いで、たとえば、３ＧＰＰ　ＬＴＥ
について記載されているようなチャネル品質測定を実行し得る。段階３８２０において、
第２のチャネル品質値またはパラメータを生成する。第２のチャネル品質値またはパラメ
ータは、たとえば、テレビジョンＷＳスペクトルまたは他のホワイトスペーススペクトル
などにおける、ホワイトスペースチャネルまたはスペクトルの測定に基づいて生成され得
る。いくつかの実施形態では、第２の測定は、ライセンススペクトル測定のために使用さ
れるのと同じ受信機によって可能になり得、または他の実施形態では、別個の受信機が使
用され得る。たとえば、本明細書で前に説明した通信適用例のために構成された専用プロ
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セッサであり得る、１つまたは複数のプロセッサ要素も、チャネル品質値またはパラメー
タの生成のために使用され得る。他の場合には、プロセッサは、汎用プロセッサ、あるい
は他のプログラマブルデバイスまたはモジュールであり得る。
【０１４９】
　段階３８３０において、好ましいチャネルまたはスペクトルを判断するために、第１お
よび第２の値またはパラメータ（および／あるいは、追加または代替の測定または値）に
基づいて比較を行う。たとえば、より良いチャネル品質のために、および／またはライセ
ンススペクトルにおける負荷、ライセンススペクトルのユーザ数、近傍の他のノードの存
在など、他の理由で、ＷＳチャネルまたはスペクトルが望ましいことがある。代替的に、
場合によっては、たとえば、ＷＳチャネル中で動作する、１次ユーザなどの他のユーザが
あるときなどに、ライセンススペクトルが望ましいことがある。たとえば、ＷＳチャネル
がより良いチャネル品質値を有する場合でも、１次ユーザの存在がＷＳ動作を妨げ得る。
上記比較に応じて、次いで能力宣言が生成され得る。能力宣言は、たとえば、端末／ＵＥ
がＷＳ対応であるという宣言であり得、その宣言は、ＵＥをホワイトスペース動作のため
に構成するために、受信基地局または他のノードによって使用され得る。別の例では、そ
の宣言は、端末／ＵＥが非ＷＳ対応であるかまたはレガシーＵＥであるという宣言であり
得る。これは、（１つまたは複数の）ライセンスチャネルがより良い品質を与えるとＵＥ
が判断した場合、１次ユーザが検出された場合、あるいは、ホワイトスペース動作が禁止
されるかまたはあまり望ましくないことがある他の理由などで、ＵＥがＷＳ動作のために
構成された場合でも、行われ得る。
【０１５０】
　段階３８４０において、端末／ＵＥは、次いで上記宣言を送り、これは、上述のように
、チャネル品質値および比較段階に少なくとも部分的に基づき得る。上記宣言は、次いで
サービング基地局／ｅＮＢにおいて受信され、次いでｅＮＢとＵＥとの間での動作を構成
するために使用され得る。
【０１５１】
　場合によっては、能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作することができない
ことを示し得、または能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作することができる
ことを示し得る。本プロセスは、たとえば、上記比較に基づいてランダムアクセスプロシ
ージャを開始するなどの、段階をさらに含み得る。ランダムアクセスプロシージャは、複
数のライセンスチャネルのうちの少なくとも１つに関して開始され得る。本プロセスは、
複数のライセンスチャネルのうちの少なくとも１つに受信機を同調させることをさらに含
み得る。上記開始する段階は、１つまたは複数のライセンスチャネルに対応する第１の値
によって表されるチャネル品質に対して第２の値（たとえば、非ライセンス／ＷＳチャネ
ル）が低いチャネル品質を表すときに複数のライセンスチャネルのうちの少なくとも１つ
を使用することを含み得る。
【０１５２】
　さらに、本プロセスは、第２の能力宣言を送信することをさらに含み得る。第２の能力
宣言は、一般に、少なくとも１つの点において第１の能力宣言とは異なるものである。た
とえば、最初のまたは第１の能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作することが
できないこと、またはホワイトスペースチャネル上で動作したくないという希望を示し得
、また、第２の能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で正常に動作する能力を示し得
る。代替的に、場合によっては、第１の能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作
することができることを示し得、また、第２の能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上
で動作することができないこと、またはホワイトスペースチャネル上で動作したくないと
いう希望を示し得る。第２の能力宣言は、ＷＳ－ＵＥであり得るＵＥと、基地局またはｅ
ＮＢなどのネットワークノードとの間の双方向通信の確立の後に、ＵＥなどのネットワー
クノードから送信され得る。第２の能力宣言は、たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）
シグナリングを通して、搬送され得る。さらに、第２の能力宣言は、ＬＴＥ　ＲＲＣメッ
セージの情報要素内に含まれ得る。ＬＴＥ　ＲＲＣメッセージは、３ＧＰＰ　ＬＴＥシス
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テムについて定義されているようなＵＥＣａｐａｂｉｌｉｔｙＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎメ
ッセージを備え得る。
【０１５３】
　さらに、本プロセスは、第１の能力宣言とは異なる第２の能力宣言を送信することと、
さらに、第２の能力宣言に応答して開始され得る周波数間ハンドオーバプロシージャに参
加することとをさらに含み得る。方法は、ライセンスブロードキャストチャネル上で、少
なくとも１つのホワイトスペースチャネルを識別する情報を受信する段階をさらに含み得
、これは、非ライセンス／ＷＳチャネルまたはスペクトルについてのチャネル品質を判断
するより前に行われ得る。
【０１５４】
　図３９に、本明細書で前に示したような、ＷＳ－ＵＥなどからＷＳ－ｅＮＢなどのサー
ビング基地局に、能力宣言を与えるためのプロセス３９００の一実施形態の詳細を示す。
プロセス３９００は、プロセス３８００と併せて使用され得、および／またはプロセス３
８００と統合され得、あるいは、いくつかの実装形態では、単独でまたはプロセス３８０
０とは別々に使用され得る。
【０１５５】
　段階３９１０において、ＷＳ－ＵＥなどにおいて、１つまたは複数の非ライセンス／Ｗ
Ｓチャネルまたはスペクトルを識別する情報を含む情報を受信する。その情報は、たとえ
ば、ＷＳ－ｅＮＢなどのサービング基地局によって与えられ得、本明細書で前に説明した
ような、利用可能なＷＳチャネルまたはスペクトルを識別するためのブロードキャストメ
ッセージ中に含まれるかまたはそれの一部であり得る。段階３９２０において、１つまた
は複数の非ライセンス／ＷＳチャネルの特性を検出し、測定するための探索を実行する。
その測定は、本明細書で前に説明したように、１つまたは複数のホワイトスペースチャネ
ルの１次ユーザまたは他の優先ユーザなど、他のＷＳユーザのモニタおよび検出を含み得
る。その測定値は、プロセス３８００に関して説明したように、ＷＳチャネルに関係する
チャネル品質メトリックまたは他のメトリックをも含み得る。段階３９３０において、Ｗ
Ｓ－ＵＥなどからサービングＷＳ－ｅＮＢに、あるいは他のまたは追加のネットワークノ
ードに能力宣言を送る。能力宣言は、前述のように１次ユーザまたは他の優先ユーザであ
り得る、少なくとも１つの非ライセンスユーザの検出に少なくとも部分的に基づいて生成
され得る。たとえば、ＷＳ－ＵＥは、ＷＳ中で１次ユーザを検出すると、ＷＳ－ＵＥがＷ
Ｓ対応でないことを示す能力宣言を送り得る（たとえば、ＷＳ－ＵＥは、それ自体を非Ｗ
Ｓ－ＵＥまたはレガシーＵＥとして宣言し得る）。次いで、サービングＷＳ－ｅＮＢは、
ライセンスチャネルまたはスペクトル中でのみＷＳ－ＵＥとの動作を構成し得る。少なく
とも１つの非ライセンスチャネルを識別する情報はブロードキャストチャネル上で与えら
れ得る。
【０１５６】
　プロセス３９００は、少なくとも１つのライセンスチャネルのチャネル品質を測定する
ことによって第１のチャネル品質値を判断することと、少なくとも１つの非ライセンスチ
ャネルのチャネル品質を測定することによって第２のチャネル品質値を判断することとを
さらに含み得る。能力宣言は、１次ユーザまたは他の優先ユーザのいずれかが検出された
場合、あるいはＷＳチャネル品質がライセンスチャネル品質より低い場合などに、ホワイ
トスペースチャネル上で動作することができないことを示し得る。場合によっては、能力
宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作することができることを示し得る。本プロセ
スは、上記検出に基づいてランダムアクセスプロシージャを開始することをさらに含み得
る。ランダムアクセスプロシージャは、複数のライセンスチャネルのうちの少なくとも１
つに関して開始され得る。本プロセスは、複数のライセンスチャネルのうちの少なくとも
１つに受信機を同調させることをさらに含み得る。
【０１５７】
　さらに、プロセス３９００は、一般に、少なくとも１つの点において第１の能力宣言と
は異なるものである、第２の能力宣言を送信することをさらに含み得る。たとえば、最初
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のまたは第１の能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作することができないこと
、またはホワイトスペースチャネル上で動作したくないという希望を示し得、また、第２
の能力宣言は、非ライセンスチャネル上で正常に動作する能力を示し得る。場合によって
は、第１の能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作することができることを示し
得、また、第２の能力宣言は、ホワイトスペースチャネル上で動作しない能力または動作
したくないという希望を示し得る。第１および／または第２の能力宣言はＲＲＣシグナリ
ングを通して搬送され得る。
【０１５８】
　本プロセスは、最初のまたは第１の能力宣言とは異なる第２の能力宣言を送信すること
と、次いで、第２の能力宣言に応答して開始される周波数間ハンドオーバプロシージャに
参加することとをさらに含み得る。周波数間ハンドオーバプロシージャは、たとえば、ホ
ワイトスペースチャネルからライセンスチャネルに向けて、または、場合によっては、ラ
イセンスチャネルからホワイトスペースチャネルに向けて実行され得る。
【０１５９】
　いくつかの実装形態では、プロセス３９００は、ワイヤレス通信をサポートするために
少なくとも１つのホワイトスペースチャネルの適合性を評価することと、評価する段階に
基づいて第１の能力宣言を送信することとを含み得る。これは、段階３９２０などの状態
と組み合わせられるか、またはそれの代わりに与えられ得る。上記評価する段階は、少な
くとも１つのホワイトスペースチャネルが使用されているかどうかを判断することを含み
得、これにより、１つまたは複数のＷＳチャネル中で１次ユーザまたは優先ユーザなどの
ユーザが検出されることも検出されないこともある。上記評価する段階は、少なくとも１
つのホワイトスペースチャネルの第１の品質を判断することと、第１の品質をライセンス
チャネルの第２の品質と比較することとをさらに含み得る。第１の能力宣言は、たとえば
、ホワイトスペースチャネル上で動作することができないことを示し得る。本プロセスは
、上記評価することに基づいてランダムアクセスプロシージャを開始することをさらに含
み得る。ランダムアクセスプロシージャは、複数のライセンスチャネルのうちの少なくと
も１つに関して開始され得る。本プロセスは、複数のライセンスチャネルのうちの少なく
とも１つに受信機を同調させることをさらに含み得る。
【０１６０】
　図４０に、非ライセンス／ＷＳチャネルまたはスペクトルを使用してワイヤレス通信を
可能にするためのプロセス４０００の一実施形態の詳細を示す。プロセス４０００は、た
とえば、本明細書で前に示したＷＳ－ｅＮＢなどの基地局中に実装され得る。ＷＳ－ｅＮ
Ｂは、本明細書で前に示したＷＳ－ＵＥなどの１つまたは複数の端末と通信中であり得る
。
【０１６１】
　段階４０１０において、ＷＳ－ｅＮＢによってサービスされるセルにアクセスすること
を試みていることがあるＷＳ－ＵＥからＷＳ－ｅＮＢなどにおいて、第１の能力宣言を受
信する。第１の能力宣言は、ＵＥのホワイトスペース能力に関するＵＥの（たとえば、Ｗ
Ｓ－ＵＥ、あるいは非ＷＳまたはレガシーＵＥとしての）能力宣言であり得る。たとえば
、ＷＳ対応であり得るＵＥは、それにもかかわらず、それ自体を、本明細書で前に説明し
たような非ＷＳまたはレガシーＵＥとして宣言し得る。これは、たとえば、ＷＳチャネル
品質が、利用可能なライセンスチャネルの品質より低いという判断に基づくか、１次ユー
ザなどの別のユーザの存在に基づくか、あるいはホワイトスペースまたはライセンスチャ
ネル動作に関連付けられたこれらまたは他のファクタの組合せに基づき得る。場合によっ
ては、受信された宣言は、ＷＳチャネル品質がより良好であり、ＷＳの他のいかなるユー
ザも検出されなかった場合などに、ＵＥがＷＳ対応であることを基地局に通知し得る。
【０１６２】
　段階４０２０において、ＵＥからランダムアクセスメッセージを受信する。たとえば、
そのメッセージは、ｍｓｇ３などのランダムアクセスシグナリング、または他のメッセー
ジングの一部であり得る。次いで、たとえば、ライセンスチャネルのみなどを使用して、



(38) JP 5512897 B2 2014.6.4

10

20

30

40

50

ｅＮＢとＵＥとの間に初期チャネル構成が確立され得る。段階４０３０において、第１の
能力宣言とは異なり得る第２の能力宣言を受信する。たとえば、第１の能力宣言は、ＵＥ
がＷＳ－ＵＥでないことを示し得、第２の能力宣言は、ＵＥがＷＳ－ＵＥであることを示
し得る。これは、たとえば、ＷＳチャネルまたはライセンスチャネルのチャネル特性およ
び／または他の特性の変化によって起こり得る。第２の能力宣言に応答して、段階４０４
０において、たとえば、ライセンスチャネル上での動作から非ライセンスチャネル上での
動作などへの、周波数間ハンドオーバを開始する。そのハンドオーバは、チャネルハンド
オーバについて本明細書で前に説明した処理に従って実行され得る。場合によっては、ハ
ンドオーバプロシージャは、ホワイトスペースチャネルとライセンスチャネルとの間で行
われ得る。第１の能力宣言は、ＬＴＥ　ＲＡＣＨを使用して搬送され得、また、第２の能
力宣言は、ＬＴＥ　ＲＲＣメッセージ内に含まれ得る。代替または追加として、ハンドオ
ーバを開始する段階は、ネットワークノードに関連する１つまたは複数の動作状態に応答
して実行され得る。周波数間ハンドオーバプロシージャは、ＵＥをライセンスチャネル上
での通信からホワイトスペースチャネル上での通信に移行することを含み得る。１つまた
は複数の動作状態は、たとえば、干渉レベル、負荷レベル、およびチャネル品質のうちの
１つまたは複数に関係し得る。
【０１６３】
　図４１に、本明細書で、および特に図３８～図４０に示すプロセスに関して、説明した
機能を実行するように構成されたＷＳ－ｅＮＢ４１００の一実施形態の詳細を示す。ＷＳ
－ｅＮＢ４１００は、ホワイトスペースチャネルなどの非ライセンススペクトル上で信号
を受信するように構成されたモジュール４１１０、ならびにライセンスセルラーチャネル
などのライセンススペクトル上で信号を受信するように構成されたモジュール４１２０を
含み得る。いくつかの実装形態では、モジュール４１１０および４１２０は別個のモジュ
ールを備え得、しかしながら、いくつかの実装形態では、それらは（たとえば、異なるア
ンテナおよび／またはフロントエンドモジュールなどに結合され得る）単一の受信機モジ
ュールを備え得る。
【０１６４】
　ＷＳ－ｅＮＢ４１００は、チャネルを構成すること、ならびに３ＧＰＰ　ＬＴＥ規格に
記載されているような他の関係する機能を実行することを行うために配設されたモジュー
ル４１３０をも含み得る。チャネル構成は、本明細書で、および特に図３８～図４０に示
す処理に関して、説明した機能に従って、モジュール４１３０において実行され得る。Ｗ
Ｓ－ｅＮＢ４１００は、チャネル間でのハンドオーバ開始を可能にするためのモジュール
５１５０をも含み得る。特に、一態様では、図３８～図４０に関して本明細書で前に説明
したようなライセンススペクトルとホワイトスペーススペクトルとの間でのハンドオーバ
が開始され得る。モジュール４１３０は、それぞれホワイトスペースチャネルなどの非ラ
イセンスチャネルならびにライセンスチャネル上で信号を送るためのモジュール４１５０
および４１６０をも含み得る。様々な追加のモジュールおよび関係する構成要素（図示せ
ず）がＷＳ－ｅＮＢ４１００に組み込まれ得る。たとえば、ＷＳ－ｅＮＢ４１００は、図
１３に示す例示的なｅＮＢと矛盾なく構成され得る。
【０１６５】
　図４２に、本明細書で、および特に図３８～図４０に示すプロセスに関して、説明した
機能を実行するように構成されたＷＳ－ＵＥ４２００の一実施形態の詳細を示す。ＷＳ－
ＵＥ４２００は、ホワイトスペースチャネルなどの非ライセンススペクトル上で信号を受
信するように構成されたモジュール４２１０、ならびにライセンスセルラーチャネルなど
のライセンススペクトル上で信号を受信するように構成されたモジュール４２２０を含み
得る。ＷＳ－ＵＥ４２００は、モジュール４２１０および４２２０において受信された信
号に基づき得る、信号品質を判断するように構成されたモジュール４２３０をさらに含み
得る。ＷＳ－ＵＥ４２００は、たとえば、１次ユーザなど、非ライセンス／ホワイトスペ
ースチャネル中の他のユーザを検出するように構成されたモジュール４２４０をも含み得
る。
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【０１６６】
　さらに、ＷＳ－ＵＥ４２００は、たとえば、ライセンスチャネルと非ライセンス／ホワ
イトスペースチャネルとの間の信号品質差、および／または１次ユーザなど、ホワイトス
ペースチャネル中の他のユーザの存在に基づき得る、能力宣言を生成するためのモジュー
ル４２５０を含み得る。ＷＳ－ＵＥ４２００は、図４１に示すＷＳ－ｅＮＢなどの関連す
るまたはサービング基地局への送信などを介して、能力宣言を送るように構成された、モ
ジュール４２６０をさらに含み得る。様々な追加のモジュールおよび関係する構成要素（
図示せず）がＷＳ－ＵＥ４２００に組み込まれ得る。たとえば、ＷＳ－ＵＥ４２００は、
図１３に示す例示的なＵＥと矛盾なく構成され得る。
【０１６７】
　ホワイトスペースチャネル情報の判断およびブロードキャスト：ライセンスチャネルな
らびにホワイトスペースチャネルなどの非ライセンスチャネルを使用するいくつかの通信
システムでは、ｅＮＢなどの基地局ノード間で、ならびに基地局からＵＥなどのユーザ端
末に、ＷＳチャネル利用に関する情報を与えることが望ましいことがある。
【０１６８】
　たとえば、いくつかの実装形態では、ＬＴＥネットワークなどのワイヤレスネットワー
クが、マクロｅＮＢなどのマクロノード基地局によって制御されるマクロセルを含み得る
。また、たとえば、低電力ノードなど、１つまたは複数の追加のノードが、部分的にまた
は完全にマクロノードのカバレージエリア内に（たとえば、マクロセルのカバレージアン
ブレラ（umbrella）内に）あり得る。低電力ノードは、たとえば、フェムトセルノード（
フェムトノード）、ピコセルノード（ピコノード）など、低電力基地局またはｅＮＢ、お
よび／あるいは他の低電力ノードであり得る。また、さらに、場合によっては、他のノー
ドは、同じまたは異なる電力レベルのマクロセルノードであり得る。たとえば、１次マク
ロノードの重複するカバレージエリア内に様々な電力クラスのマクロノードが展開され得
る。以下で説明する様々な実施形態については、マクロセルノード（たとえば、マクロ基
地局またはｅＮＢ）と１つまたは複数の低電力ノード（たとえば、ピコまたはフェムト基
地局またはｅＮＢ）とに関して説明するが、本技法および装置は、異なるタイプおよび／
または電力レベルのマクロセルを用いた構成においても使用され得る。典型的な実装形態
では、マクロセル基地局は、たとえば、図１３に示すように構成されたｅＮＢであり得る
。
【０１６９】
　いくつかの実施形態では、マクロセルノードは、ライセンススペクトル上でのみ、ＵＥ
などの接続されたまたはサービスされるユーザ端末から信号を送信および受信するように
構成され得る。しかしながら、コグニティブシステムでは、マクロおよび／または追加低
電力ノードは、ライセンススペクトルと、ＷＳスペクトルなどの非ライセンススペクトル
および関連するＷＳチャネルとの両方の上で動作するようにさらに構成され得る。典型的
な実装形態では、ライセンススペクトルは、ＬＴＥ動作についてライセンス付与されたス
ペクトルであり得、非ライセンススペクトルは、本明細書で前に説明したＴＶ　ＷＳスペ
クトルなどのＷＳスペクトルであり得る。例示的な一実装形態では、ＷＳスペクトル内で
約４０個のＷＳチャネルが利用可能であり得る。ただし、いくつかの実装形態では他のス
ペクトルおよびチャネル構成が使用され得ることが明らかとなろう。
【０１７０】
　ＬＴＥシステムなどの実装形態では、ＵＥなどのユーザ端末が、セルの位置を特定する
かまたはセルを発見し、セル信号特性を測定し、セル識別情報（セルＩＤ）などのセル情
報を判断し、場合によってはセルにアクセスまたはキャンプオンすることを可能にするた
めに、セル関係情報を含むいくつかの基本ブロードキャスト信号が、各セルの基地局によ
って周期的に送信される。
【０１７１】
　本明細書で前に説明したように、ＬＴＥ実装形態では、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、Ｒ
Ｓ、ＳＩＢ１、およびＳＩＢ２などのブロードキャスト信号が、常にライセンススペクト
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ル上で送られるように定義される。しかしながら、これにより様々な問題が生じ得る。た
とえば、ネットワーク密度が高いと、利用可能なライセンススペクトルの使用に問題が生
じ得る。異種ネットワークまたは「ｈｅｔｎｅｔ」（すなわち、異なるタイプおよび／ま
たは電力レベルの複数の基地局ノードを備えるネットワーク）では、基地局と、関連する
またはサービスされるＵＥとの間で干渉問題が生じ得る。場合によっては、その干渉は大
きいことがあり、それにより、性能が制限され、および／あるいは潜在的に無線リンク障
害または他の接続問題が生じる。これらのタイプの問題を緩和し、ならびに他の潜在的な
利点を与えるために、ＷＳチャネルなどの利用可能な非ライセンスチャネルリソース上で
情報を判断し、および／または与えることが望ましいことがある。たとえば、チャネル識
別およびアクセスにおいて使用するためのブロードキャスト信号を与えるためにどのＷＳ
チャネルが使用され得るかに関する、ＷＳチャネルリストまたは他のチャネル情報が与え
られ得る。
【０１７２】
　例示的な実施形態では、ブロードキャスト信号の一部または全部が、利用可能なホワイ
トスペースチャネル上などで、非ライセンススペクトル上で送られ得る。これは、従来行
われているようにライセンススペクトル上でブロードキャスト信号を送る必要なしに、行
われ得る。ただし、これらのチャネルへの速く効率的なアクセスを可能にするために、利
用可能なまたは使用中のホワイトスペースチャネルのリストが、ＵＥなどのユーザ端末に
与えられ得る。そのリストは、１つまたは複数のライセンスチャネル上で送られ得る。
【０１７３】
　たとえば、例示的な一実施形態では、各マクロセルノード（たとえば、マクロｅＮＢ）
は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、ＲＳ、ＳＩＢ１、およびＳＩＢ２など、ブロードキャス
ト信号を送るために関連する低電力ノードによって使用される非ライセンスまたはＷＳチ
ャネルのリストをブロードキャストするように構成される。関連する低電力ノードは、た
とえば、マクロセルのカバレージアンブレラ内の低電力ノードであるか、またはマクロセ
ルカバレージエリアと少なくとも部分的に重複するカバレージエリアを有する低電力ノー
ドであり得る。リストは、たとえば、１つまたは複数のライセンスチャネル上でマクロノ
ードによって送信される１つまたは複数のＳＩＢ中で、ブロードキャストされ得る。たと
えば、ＳＩＢ２および／またはＳＩＢ３が、使用され、リストを追加の情報要素（ＩＥ）
として含み得る。
【０１７４】
　フェムトノードまたはピコノードなどの低電力ＷＳ対応ｅＮＢによってサービスされる
ＷＳ－ＵＥにおいて、ＵＥは、セルアクセス性能を改善するために、リストを受信し、次
いで、そのリスト中に含まれるＷＳチャネルを探索するだけでよい。このようにして、チ
ャネル探索プロセスは、潜在的に実質的に、ブラインドチャネル探索を介して加速され得
る。たとえば、４０個のＷＳチャネルが利用可能であり、ＵＥに与えられた利用可能なＷ
Ｓチャネルのリストが２つのチャネルのみを含む場合、アクセスは約２０対１の割合で高
速化され得る。
【０１７５】
　このおよび他の態様をさらに示すために、図４３に、実施形態が実装され得る例示的な
ネットワーク構成４３００を示す。ネットワーク４３００は、１つまたは複数の基地局ま
たはｅＮＢを含み得る。たとえば、ネットワーク４３００は、マクロセル基地局またはｅ
ＮＢ４３１０を含み得る。ｅＮＢ４３１０のカバレージエリアまたはアンブレラは、セル
カバレージエリア４３０５を含み得る。基地局４３１０は、たとえば、図１３および／ま
たは図５５に示すように構成され得、ならびに／あるいは関連するライセンスチャネル機
能を与えるための追加の構成要素を有し得る。
【０１７６】
　フェムトノードまたはピコノードなどの低電力基地局であり得る１つまたは複数の追加
の基地局が、ｅＮＢ４３１０のカバレージエリア４３０５内にあり得る。低電力基地局ま
たはｅＮＢは、たとえば、図１３に示すように構成され得、および／あるいは関連する非
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ライセンスまたはホワイトスペース機能を与えるための追加の構成要素を有し得る。
【０１７７】
　たとえば、ネットワーク４３００は、低電力ｅＮＢ４３２０、４３３０、および４３５
０を含み得る。より多いまたはより少ない基地局を含む、基地局の様々な他の構成も使用
され得ることが明らかとなろう。ネットワーク４３００は、ｅＮＢ４３１０または低電力
ｅＮＢ４３２０～４３５０によってサービスされ得る１つまたは複数のユーザ端末または
ＵＥを含み得る。ＵＥは、たとえば、図１３および／または図５４に示すように構成され
得、ならびに／あるいは関連するライセンスおよび／またはＷＳ機能を与えるための追加
の構成要素を有し得る。図４３に示す例では、明快のために３つのＵＥのみが示されてい
るが、他のネットワーク構成は、カバレージエリア４３０５全体にわたって分散している
ことがある、より少ないまたは一般により多くのＵＥを含み得る。ｅＮＢ４３６０など、
他の低電力ノードが、典型的なカバレージエリア外に、またはｅＮＢ４３１０のカバレー
ジエリアのエッジの近くにあり得る。たとえば、ワイヤレスマイクロフォンなどの１次ユ
ーザデバイス４３７０など、他のノードが、ｅＮＢ４３１０のカバレージエリア内に、ま
たはそれの近くにあり得る。
【０１７８】
　前述のように、マクロｅＮＢ４３１０は、通信リンクＢＲ４３１５を介して、（１つま
たは複数の）関連する低電力ｅＮＢによって使用されるＷＳチャネルのリストをブロード
キャストし得る。次いで、ＵＥは、ブロードキャストされたＷＳチャネル情報を使用して
、関連する低電力セルを検出し、および／またはそれにキャンプオンし得、これは、本明
細書で前に説明したようなＷＳチャネル上で行われ得る。
【０１７９】
　たとえば、ＵＥ４３２７が、（１つまたは複数の）ＷＳチャネル上にあり得るＵＬ４３
２２およびＤＬ４３２５を介してｅＮＢ４３２０との通信を確立し得る。その通信は、ｅ
ＮＢ４３１０によってライセンスチャネル上で与えられたリスト情報中に含まれるＷＳチ
ャネルを介して確立され得る。同様に、ＵＥ４３５７が、ＤＬ４３５５およびＵＬ４３５
２を介してｅＮＢ４３５０との通信を確立し得、これは同様の様式で行われ得る。ＵＥ４
３２７は、ライセンスチャネル上でマクロｅＮＢ４３１０との、あるいはライセンスおよ
び／またはＷＳチャネル（図示せず）上でｅＮＢ４３２０などの他の基地局との通信を確
立し得る。（明快のために図４３に示されていない）様々な他のＵＥが、図４３に示す様
々なｅＮＢと通信中であり得る。
【０１８０】
　チャネルリスト情報の判断および送信を可能にするために、一実装形態では、ＷＳチャ
ネルリスト判断および送信を協調させるために様々なｅＮＢ間の通信が使用され得る。た
とえば、図４４に、そのような通信を可能にするために使用され得る様々なｅＮＢおよび
／またはコアネットワーク構成要素間の通信リンクの一実装形態を示す。図４４に示すよ
うに、様々なｅＮＢは、たとえば、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様に記載されている、Ｓ１インタ
ーフェースなどのバックホール接続を介して、コアネットワーク（ＣＮ）構成要素（図示
せず）と通信中であり得る。
【０１８１】
　代替または追加として、２つ以上のｅＮＢが、たとえば、３ＧＰＰ　ＬＴＥ仕様に記載
されている、Ｘ２接続を介して通信中であり得る。例示的な実装形態では、マクロｅＮＢ
４３１０は、Ｘ２接続を介して低電力ｅＮＢ４３２０～４３５０のうちの１つまたは複数
と通信中であり得、Ｘ２接続は、マクロｅＮＢ４３１０によってライセンススペクトル上
でブロードキャストされるチャネルリスト中で使用するＷＳチャネル情報など、非ライセ
ンスチャネル使用に関する情報を送信および受信するために使用され得る。また、場合に
よっては、低電力基地局が、Ｓ１接続などのバックホール接続および／またはＸ２接続な
どのワイヤレス接続（低電力基地局間には示されていない）のいずれかを介して通信中で
あり得る。
【０１８２】
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　ｅＮＢ間の通信は、低電力ｅＮＢによって使用されるホワイトスペースチャネルの送信
または通告であり得る。たとえば、ｅＮＢ４３２０～４３５０などの各低電力ＷＳ－ｅＮ
Ｂは、それが現在使用している（１つまたは複数の）ＷＳチャネル（たとえば、ｅＮＢが
ブロードキャスト情報をそれの上で送っているＷＳチャネル）に関する情報をｅＮＢ４３
１０などのマクロｅＮＢに周期的におよび／または非同期的に送り得る。
【０１８３】
　チャネル情報は、たとえば、低電力基地局の初期構成時に起動され得、これは、たとえ
ば、本明細書で前に説明したｅＮＢにおけるＷＳチャネル走査によって、行われ得る。チ
ャネル情報は、たとえば、ＷＳチャネル変更が起こるとき、周期的におよび／または非同
期的に更新され得る（たとえば、イベント駆動）。これは、たとえば、低電力基地局が、
図４３に示すワイヤレスマイクロフォン４３７０などの１次ユーザを検出したとき（これ
により、本明細書で前に説明したように、チャネル変更が必要となり得る）、起こり得る
。本明細書で前述のように、ＷＳ－ｅＮＢなどのＷＳノードは、１次ユーザを周期的に走
査することと、１次ユーザを識別する定義された時間内にチャネルを変更することとを要
求され得る。たとえば、マイクロフォン４３７０が初めにオンでなく、低電力ｅＮＢ４３
３０が、ＷＳ－ＣＨ１として指定されるＷＳチャネルを占有する場合、また、マイクロフ
ォン４３７０が、送信を開始し、図４３に示す信号１次ユーザ（ＰＲ）４３７５などの信
号を与える場合、ｅＮＢ４３３０は、その信号を検出することと、次いで動作をＷＳ－Ｃ
Ｈ２などの別のチャネルに変更することとを要求され得る。
【０１８４】
　他の場合には、ＷＳチャネル変更は、干渉、チャネル負荷分散、および／あるいは他の
チャネル構成または最適化条件または基準によって駆動され得る。
【０１８５】
　マクロｅＮＢ４３１０は、それのカバレージアンブレラ内の関連する低電力基地局につ
いてのすべてのＷＳチャネル情報を周期的に獲得し、この情報を含めるようにリストを更
新し得る。最初のおよび更新されたＷＳチャネルリスト情報は、（たとえば、１つまたは
複数の低電力基地局におけるチャネル変更に基づいて）周期的におよび／または非同期的
に送信され得る。
【０１８６】
　チャネル探索および検出を潜在的に改善するために、ｅＮＢ４３１０などのマクロｅＮ
Ｂによって送られるチャネルリスト中に含まれるチャネルの数を最小化することが望まし
いことがある。たとえば、図４３のＵＥ４３２７または４３５７などのＵＥが、ライセン
スチャネル上でマクロｅＮＢ４３１０からブロードキャストされたＳＩＢ（たとえば、Ｓ
ＩＢ２、ＳＩＢ３）を受信し、次いでホワイトスペースチャネルのリストを抽出し得る。
ＷＳチャネルのリストは、初めに、マクロｅＮＢ４３１０カバレージエリア内の様々な低
電力基地局によって使用される４つまたは５つのＷＳチャネルを含み得る。しかしながら
、様々なマクロおよび低電力基地局／ｅＮＢの間でホワイトスペースチャネルの数および
相応してリストサイズが最小化されれば、セルアクセス性能はさらに向上され得る。たと
えば、（４つまたは５つではなく）２つのＷＳチャネルのみがリスト中に含まれる場合、
アクセスは比例して改善され得る。また、この手法は、利用可能なＷＳチャネルが、好ま
しくは、関連するマクロｅＮＢのカバレージエリア内の様々な低電力基地局の間で再利用
される、チャネル再利用の形態と見なされ得る。
【０１８７】
　探索プロセスを最適化するために、チャネルリストは様々な方法で最小化され得る。た
とえば、そのリストは、低電力基地局とマクロ基地局との間の直接通信およびネゴシエー
ションによって最小化され得る。別の態様では、その最小化はＯＴＡ通信によって可能に
なり得る。マクロｅＮＢはリスト管理を協調させ得るが、（低電力基地局は、１次ユーザ
などに気づいている唯一のノードであり得、したがってＷＳチャネル利用に関する最終判
定を有するべきであるので）チャネル利用は、一般に、低電力基地局において最終的に決
定されるものである。
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【０１８８】
　概して、リストサイズを最小化するためにＷＳチャネルを再利用することは望ましいこ
とがあるが、場合によっては、ＷＳチャネルを共有することは望ましくないことがある。
図４３に関していくつかの例について説明することができる。たとえば、ある場合には、
ワイヤレスマイクロフォン４３７０などの１次ユーザが送信４３７５を送り、送信４３７
５が、（前に説明したようにＷＳ－ＣＨ１として示される）特定のＷＳチャネル上でｅＮ
Ｂ４３３０などの低電力ｅＮＢによって検出された場合、ｅＮＢ４３３０は、本明細書で
前に説明したように、チャネルを変更する必要があることになる。ただし、ｅＮＢ４３２
０、４３４０、および４３５０などの他のｅＮＢは、マイクロフォン４３７０の範囲外に
あり得、その場合、それらのｅＮＢは、依然としてチャネルＷＳ－ＣＨ１を使用すること
が可能であり得る。この場合、低電力基地局のすべてが、チャネルＷＳ－ＣＨ１などの追
加のチャネルを使用することができるとは限らない場合でも、それらの追加のチャネルを
リスト中に含めることが望ましいことがある。
【０１８９】
　別の例は、２つの（またはより多くの）低電力セルが、１つまたは複数のＷＳチャネル
上で互いに干渉を引き起こしている場合である。たとえば、図４３に同じく示すように、
低電力ｅＮＢ４３２０および４３４０は、互いのカバレージエリア内にあり、同じＷＳチ
ャネル上で動作していることがあり、これにより、ＵＥ４３２７などの被サービスＵＥと
の干渉が生じ得る。この場合、干渉を回避するために干渉ｅＮＢが異なるＷＳチャネルを
使用することを保証することが望ましいことがある。
【０１９０】
　また、最小数よりも多くのＷＳチャネルの使用が発生し得る他の場合、その場合は、最
小数よりも多くのＷＳチャネルがリスト中に含まれ得る。これらの場合、ｅＮＢは、さら
に、特定のＷＳチャネルまたはＷＳチャネルのセットの使用を特定のｅＮＢに提案し得る
。
【０１９１】
　これらの２つの場合の他に、前述のように、概して、リストサイズを最小化するように
ＷＳチャネル使用を協調させることが好ましいことがある。たとえば、一実装形態では、
ｅＮＢ４３１０などのマクロｅＮＢによって選好されるチャネルに基づいてＷＳチャネル
選択を協調させ、構成するために、マクロｅＮＢとｅＮＢ４３２０～４３５０などの関連
する低電力基地局との間でメッセージングが受け渡され得る。これは、たとえば、図４４
に示すＳ１またはＸ２インターフェースを介して行われ得る。
【０１９２】
　代替的に、あるいは（たとえば、Ｓ１インターフェースを介した）バックホールシグナ
リングまたは（たとえば、Ｘ２インターフェースを介した）直接シグナリングを使用した
ｅＮＢ間の協調に加えて、無線ＷＳチャネルリスト判断が実行され得る。たとえば、一実
装形態では、低電力基地局（たとえば、フェムトまたはピコセルｅＮＢ）は、初めにＷＳ
チャネルの非最適構成を判断し得る。たとえば、それぞれが、チャネル特性、１次ユーザ
、干渉などを探すなどして、利用可能なＷＳチャネルについて独立した探索を実行し得る
。しかしながら、チャネルの集合として考えると、関連するマクロセルのカバレージエリ
ア中の低電力基地局によって使用されるすべてのＷＳチャネルの総計（たとえば、低電力
ｅＮＢが選択したＷＳチャネルの全部の総計）は、過度に大きいことがある。
【０１９３】
　低電力ｅＮＢは、ライセンス受信機を有する場合、次いで、ＷＳ－ＵＥへのブロードキ
ャスト送信と同様のまたはそれに類似する、ライセンスチャネル上でマクロｅＮＢによっ
てブロードキャストされた使用中のＷＳチャネルのリストを受信し得る。特定のＷＳチャ
ネルに加えて、そのリストは、低電力基地局がオプションで従い得るＷＳチャネルの優先
順位付けをも含み得る。低電力基地局（たとえば、フェムトまたはピコセルｅＮＢ）は、
（ＷＳチャネル受信機に加えて）含まれるライセンスチャネル受信機モジュールを有する
場合、次いでマクロｅＮＢからリスト情報を受信し得る。
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【０１９４】
　低電力ｅＮＢは、次いで、リスト情報を抽出し、チャネル情報を分析し得る。たとえば
、低電力ｅＮＢは、リスト中の情報から、リスト中のいくつかのチャネルを参照し得る。
低電力ｅＮＢはまた、それがどの１つまたは複数のＷＳチャネルを使用しているかを知っ
ている。たとえば、リストはＷＳチャネル１、２、および３を含み得、それらのチャネル
は、その順序で優先順位を付けられ得る。低電力ｅＮＢは、たとえば、チャネル３を使用
している場合、次いで、低電力ｅＮＢがチャネル１に変更することができるのかチャネル
２に変更することができるのかに関する判断を（たとえば、チャネル１上で１次受信機を
探し、干渉に関する判断を行い、および／または場合によっては、チャネル適合性を判断
し、次いで、適切な場合、動作をチャネル１に切り替えることによって）行い得る。チャ
ネル１が使用され得る場合、低電力ｅＮＢは、動作をそのチャネルに切り替え得、その場
合、低電力ｅＮＢは、それのブロードキャスト情報（たとえば、ＰＳＳ／ＳＳＳなど）を
チャネル１上で送ることになる。チャネル１が利用可能でない場合、低電力ｅＮＢは、チ
ャネル２が使用可能であるかどうかに関する判断を行い、チャネル２に切り替えるか、あ
るいはチャネル１も２も使用可能でない場合、動作をチャネル３上で継続し得る。
【０１９５】
　図４５に、様々な態様に関する追加の詳細を示す。図４５に示すように、ＷＳ受信機モ
ジュールを含む、ｅＮＢ４３１０などのマクロ基地局が、ｅＮＢ４３２０～４３５０から
様々なＷＳチャネルブロードキャスト信号ＷＳ－ＢＲ４５２５、４５３５、４５４５、お
よび４５５５を受信し得る。マクロ基地局は、次いで、どのＷＳチャネルが使用中である
かに関する判断を行い得、これは、信号ＷＳ－ＢＲ４５２５～４５５５を検出することに
基づき得る。
【０１９６】
　低電力基地局から与えられるＷＳチャネル信号を受信するために、ｅＮＢ４３１０など
のマクロは、すべてのＷＳチャネルを走査し、ＷＳ－ＵＥがセルにアクセスする際に行う
であろうことと同様の処理を実行し得る。たとえば、マクロ基地局は、ＰＳＳおよびＳＳ
Ｓを復号することを試み得る。マクロは、この情報を受信することが可能である場合、次
いでブロードキャスト信号の残りを復号し、ＲＳＲＰまたはＲＳＲＱなど、何らかのチャ
ネル品質または電力メトリックを評価し得る。これは、マクロカバレージアンブレラ内の
低電力ノードのカバレージエリアを測定するために行われ得る。
【０１９７】
　たとえば、しきい値が使用され得、また、受信されたチャネルメトリックが、あらかじ
め定義されたしきい値を上回る場合、マクロは、次いで、低電力ＷＳ－ｅＮＢが、カバレ
ージエリア内にあり、ＷＳチャネルを使用していると推論し得る。次いで、低電力基地局
によって使用される検出されたＷＳチャネルに関する情報が、リストに追加され、本明細
書で前に説明したようなブロードキャストメッセージ中で送られ得る。
【０１９８】
　一例として、図４５のｅＮＢ４３１０などのマクロ基地局が、ｅＮＢ４３２０～４３５
０などの複数の低電力基地局からホワイトスペースブロードキャスト信号を受信し得る。
基地局４３１０からより遠くにあり、および／またはより低い電力レベルで送信している
ことがある、基地局４５６０などの他の基地局からも信号が受信され得る。ブロードキャ
スト信号ＷＳ－ＢＲ４５２５、４５３５、４５４５、および４５５５が、検出され、しき
い値を上回る場合、それらのブロードキャスト信号の関連する周波数／１つまたは複数の
チャネルは、次いでリストに追加され得る。ｅＮＢ４３６０などのより遠くの基地局は、
より弱い信号を有するか、またはより不良なチャネルメトリックを有し得る。たとえば、
低電力ｅＮＢ４３６０からの信号ＷＳ－ＢＲ４５６５により、ｅＮＢ４３１０においてし
きい値よりも低いチャネルメトリックが生じ得、その場合、ｅＮＢ４３１０は、ｅＮＢ４
３６０がカバレージアンブレラ外にあるかまたは場合によってはＷＳチャネルリスト中に
含まれないはずであると推論し得る。
【０１９９】
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　次に図４６に注目すると、ＷＳチャネルなど、動作のための非ライセンススペクトルを
選択するためにネットワークノードによって使用され得るチャネル情報を与えるためのプ
ロセス４６００の一実施形態の詳細が示されている。段階４６１０において、基地局のカ
バレージエリア中で使用されている、ＷＳチャネルなどの１つまたは複数の非ライセンス
チャネルについて、基地局において判断を行う。段階４６２０において、基地局が、ライ
センスチャネル上で、１つまたは複数の非ライセンスチャネルを識別するチャネル使用情
報を送る。
【０２００】
　プロセス４６００は、マクロセル基地局などの基地局において実行され得る。基地局は
ｅＮＢであり得る。ライセンスチャネルは、ＬＴＥ動作についてライセンス付与されたチ
ャネルであり得る。１つまたは複数の非ライセンスチャネルはホワイトスペースチャネル
であり得る。リストはユーザ端末において受信され得る。ユーザ端末はＵＥであり得る。
送る段階４６２０は、たとえば、チャネル使用情報をリストの形態でブロードキャストす
ることを含み得る。リストは情報要素中に含まれ得る。情報要素は、１つまたは複数のＳ
ＩＢ内に含まれ得る。ＳＩＢは、ＬＴＥシステムにおけるＳＩＢ２および／またはＳＩＢ
３であり得る。上記送ることは、たとえば、追加のチャネル関係情報をブロードキャスト
することをさらに含み得る。追加のチャネル関係情報は、チャネル優先順位または好適な
チャネルアクセス順序付けなどの情報、および／あるいは他のチャネル関係情報を含み得
る。
【０２０１】
　判断の段階４６１０は、たとえば、カバレージエリア内で動作する第１の低電力ノード
から、第１の通告されたチャネル使用情報を受信することを含み得る。判断の段階４６１
０は、カバレージエリア内で動作する第２の低電力ノードから、第２の通告されたチャネ
ル使用情報を受信することをさらに含み得る。上記受信することは、たとえば、第１およ
び／または第２の通告されたチャネル情報を、バックホールシグナリングを使用して受信
することを含み得る。代替または追加として、上記受信することは、第１および／または
第２の通告されたチャネル情報を、ワイヤレスシグナリングを使用して受信することを含
み得る。ワイヤレスシグナリングは、たとえば、Ｘ１シグナリングを備え得る。
【０２０２】
　上記判断の段階は、たとえば、マクロノードに関連付けられた受信機から、１つまたは
複数のライセンスチャネル内での送信の存在に関係する情報を受信することを含み得る。
上記受信することは、上記送信を検出することを含み得る。上記送信の各々はＤＬ　ＬＴ
Ｅ送信を備え得る。プロセス４６００は、１つまたは複数のＤＬ　ＬＴＥ送信を復号する
ことをさらに含み得る。上記復号する段階は、たとえば、受信された送信が有効なＬＴＥ
送信であることを確認するためにＳＳＳ／ＰＳＳ信号のみを復号することなど、低減され
た復号プロセスを含み得る。
【０２０３】
　上記判断の段階は、たとえば、マクロノードに関連付けられた受信機から信号強度情報
を受信することを含み得る。信号強度情報はしきい値と比較され得る。しきい値との比較
は、その比較に応答して、しきい値を下回る信号強度を有する非ライセンスチャネルを除
外することを含み得る。
【０２０４】
　図４７に、ワイヤレスネットワークにアクセスするためのプロセス４７００の一実施形
態の詳細を示す。段階４７１０において、カバレージエリア中のＷＳチャネルなどの１つ
または複数の非ライセンスチャネルを識別する使用情報を受信する。段階４７２０におい
て、セル探索プロシージャを実行し、これはチャネル使用情報に少なくとも部分的に基づ
き得る。使用情報は、ＵＥなどのユーザ端末において受信され得る。
【０２０５】
　ライセンスチャネルはＬＴＥライセンスチャネルであり得、また、非ライセンスチャネ
ルはＷＳチャネルであり得る。ユーザ端末はＬＴＥ　ＷＳ－ＵＥであり得る。上記実行す
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ることは、１つまたは複数の非ライセンスチャネルを走査することを含み得る。プロセス
４７００は、１つまたは複数の非ライセンスチャネル上で送信する基地局上でアクセスプ
ロシージャを開始することをさらに含み得る。基地局はＷＳ－ｅＮＢであり得る。ＷＳ－
ｅＮＢは低電力ｅＮＢであり得る。低電力ｅＮＢは、フェムトセル基地局またはピコセル
基地局であり得る。
【０２０６】
　受信する段階４７１０は、ライセンスチャネル上でブロードキャストされたＳＩＢを受
信することと、ＳＩＢからチャネル使用情報を抽出することとを含み得る。ＳＩＢは、Ｓ
ＩＢ２および／またはＳＩＢ３であり得る。
【０２０７】
　セル探索を実行する段階４７２０は、リスト中に含まれない非ライセンスチャネルを走
査することを控えることをさらに含み得る。代替または追加として、セル探索を実行する
ことは、ライセンスチャネルを走査することを控えることを含み得る。上記受信する段階
は、更新されたチャネル使用情報を周期的に受信することをさらに含み得る。プロセス４
７００は、更新されたチャネル使用情報に基づいてチャネルを変更することをさらに含み
得る。上記受信する段階は、カバレージエリア内で使用される１つまたは複数の非ライセ
ンスチャネルの変更が起こるときにチャネル使用情報を受信することをさらに含み得る。
【０２０８】
　代替または追加として、上記実行することは、チャネルリスト中に含まれない１つまた
は複数の追加の非ライセンスチャネルを走査することを含み得る。１つまたは複数の追加
の非ライセンスチャネルは、リスト中に含まれるチャネルと比較して、より低い優先順位
で、より低い頻度または周期性で、あるいは両方で、走査され得る。より低い優先順位お
よび／または周期性の走査に関する決定は、様々な状態に基づいてＵＥなどの端末によっ
て行われ得る。たとえば、ＵＥがアイドルモード（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥなど）で動作してお
り、十分なバッテリー電力がある場合、ＵＥは、リスト上のチャネルに加えて、他のチャ
ネルを走査することを決定し得る。ただし、アクセス性能を高速化するために、これらの
チャネルは、リストのチャネル上で信号が検出されない場合のみ、走査され得る。
【０２０９】
　いくつかの実装形態では、チャネルリスト上のチャネルの走査は、必須にされるか、ま
たはセル再選択中の性能を改善するようにより高いレート／周期性で走査され得る。
【０２１０】
　図４８に、ワイヤレス通信を行うためのプロセス４８００の一実施形態の詳細を示す。
段階４８１０において、低電力ノードによって使用される１つまたは複数の非ライセンス
チャネルを識別する通告されたチャネル情報を１つまたは複数のネットワークノードに送
る。その情報は第１の低電力ネットワークノードから送られ得る。段階４８２０において
、チャネル使用情報を受信する。チャネル使用情報は、１つまたは複数の他の低電力ノー
ドによって使用される複数の非ライセンスチャネルに関連付けられ得る。
【０２１１】
　送る段階４８１０は、通告されたチャネル情報を第２のネットワークノードに送ること
を含み得る。第２のネットワークノードはマクロセル基地局であり得る。マクロセル基地
局はＬＴＥ　ｅＮＢであり得る。低電力ノードは低電力基地局であり得る。低電力基地局
は、ピコノードまたはフェムトノードであり得る。チャネル使用情報は、第２のネットワ
ークノードから低電力ノードにおいて受信され得る。
【０２１２】
　プロセス４８００は、低電力ノードにおいて、チャネル使用情報の受信に応答して複数
の非ライセンスチャネルのうちの１つまたは複数の使用に切り替える段階４８３０をさら
に含み得る。上記受信することは、チャネル使用情報を、バックホールシグナリングを使
用して受信することを含み得る。上記受信することは、マクロノードからチャネル使用情
報を含むブロードキャスト送信を受信することを含み得る。方法は、バックホールシグナ
リングを使用した他の低電力ノードとのネゴシエーションに応答して、低電力ノードによ
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って使用される１つまたは複数の非ライセンスチャネルを変更することをさらに含み得る
。
【０２１３】
　図４９に、ワイヤレス通信を行うためのプロセス４９００の一実施形態の詳細を示す。
段階４９１０において、低電力ノードにおいて、カバレージエリア内の低電力ノードによ
って使用される非ライセンスチャネルのリストを受信する。段階４９２０において、非ラ
イセンスチャネルのうちの第１のチャネルが使用に適しているかどうかに関する判断を行
う。段階４９３０において、低電力ノードから非ライセンスチャネルのうちの第１のチャ
ネル上でＤＬ信号を送る。
【０２１４】
　低電力ノードは、フェムトセルまたはピコセルｅＮＢであり得る。非ライセンスチャネ
ルのリストはライセンスチャネル上で受信され得る。非ライセンスチャネルのリストはマ
クロセルｅＮＢから与えられ得る。判断の段階４９２０は、１次ユーザが非ライセンスチ
ャネルのうちの第１のチャネルを使用していないと判断することを含み得る。代替または
追加として、上記判断の段階は、非ライセンスチャネルのうちの第１のチャネル上の干渉
レベルがあらかじめ定義されたしきい値を下回ると判断することを含み得る。
【０２１５】
　プロセス４９００は、カバレージエリア内の低電力ノードによって使用される非ライセ
ンスチャネルの更新されたリストを受信することをさらに含み得る。更新されたリストは
、非ライセンスチャネルに関連付けられた優先順位付けを含み得る。本プロセスは、非ラ
イセンスチャネルの更新されたリスト中の、第１の非ライセンスチャネルとは異なる第２
の非ライセンスチャネルが、使用に適していると判断することをさらに含み得る。本プロ
セスは、第２の非ライセンスチャネル上で低電力ノードからＤＬ信号を送信することをさ
らに含み得る。第２の非ライセンスチャネルが使用に適していると判断することは、第２
の非ライセンスチャネルが、非ライセンスチャネルの更新されたリスト中で第１の非ライ
センスチャネルよりも高い優先順位を有すると判断することを含み得る。
【０２１６】
　カバレージエリアは、たとえば、マクロセルノードに関連付けられ得、非ライセンスチ
ャネルのリストは、そのマクロセルノードによって生成される。
【０２１７】
　図５０に、基地局において行われ得るような、非ライセンスチャネルリストを走査し、
更新するための、プロセス５０００の詳細を示す。基地局は、たとえば、ＬＴＥマクロｅ
ＮＢであり得る。段階５０１０において、チャネル探索リスト中の初期非ライセンスチャ
ネルを識別または選択する。チャネル探索リストは、たとえば、すべての潜在的に使用可
能な非ライセンスまたはＷＳチャネルのリスト、あるいは探索されるべきチャネルの何ら
かの他のリストを含み得る。
【０２１８】
　段階５０２０において、次いで、選択されたチャネルを走査する。上記走査することは
、たとえば、本明細書で前に説明したようにＰＳＳ／ＳＳＳを検出することを試みること
と、次いで、チャネル上で送信する低電力基地局などの基地局にアクセスすることを試み
るために追加のブロードキャスト信号を復号することとによって、行われ得る。これは、
ＵＥなどのユーザ端末によって実行される様式と同様の様式で行われ得る。
【０２１９】
　段階５０３０において、ＷＳチャネル上で信号が送られているかどうか、および／また
は信号が、ＷＳチャネルリスト中のチャネルの使用に関連付けられたあらかじめ定義され
たしきい値などのしきい値を上回るかどうかに関する判断を行う。チャネルが検出された
場合、そのチャネルは、基地局のカバレージエリア内で使用中であり、したがってＷＳチ
ャネルリストに追加され得ると仮定され得、ＷＳチャネルリストは、本明細書で前に説明
したように、ＷＳチャネル情報をＵＥなどのユーザ端末に、ならびにフェムトまたはピコ
ｅＮＢなどの低電力ノードに送るために使用され得る。
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【０２２０】
　段階５０３０においてチャネルが検出された場合、次いで判断段階５０４０を実行して
、検出されたチャネルがすでにＷＳチャネルリスト中にあるかどうかを判断する。チャネ
ルがＷＳチャネルリスト中にない場合、段階５０４５において、そのチャネルを追加する
。代替的に、チャネルがリスト中にある（たとえば、チャネルが、前に検出されているか
、または場合によってはＷＳチャネルリストに追加されており、まだ使用中である）場合
、処理は段階５０６０に進み得る。
【０２２１】
　段階５０３０に戻ると、ＷＳチャネルが検出されなかった場合（および／または検出さ
れたチャネルが、たとえば、しきい値を下回るチャネルメトリックを有するなど、あまり
に弱いと判断された場合）、処理は段階５０３５に進み得、チャネルが前にＷＳチャネル
リスト中にあったかどうかに関する判断を行う。段階５０３５において、チャネルが前に
リスト中にあった場合、段階５０５０において、そのチャネルを削除する。代替的に、チ
ャネルがリスト中になかった場合、処理は段階５０６０に進み得る。
【０２２２】
　段階５０６０において、現在のチャネルが、探索されるべきチャネルのリスト中の最後
のチャネルであるかどうかに関する判断を行う。現在のチャネルが最後のチャネルである
場合、処理は、完了し、および／あるいは周期的にまたは非同期的になど、繰り返され得
る。代替的に、現在のチャネルが、探索されるべきチャネルのリスト中の最後のチャネル
でない場合、現在のチャネルは増分され得、また、探索されるべきチャネルのリスト中の
すべてのチャネルが探索されるまで、処理は、段階５０２０において開始して繰り返され
得る。
【０２２３】
　次に図５１に注目すると、フェムトまたはピコｅＮＢなどの低電力基地局などにおいて
、使用するチャネルを選択するためのプロセス５１００の詳細が示されている。段階５１
１０において、基地局においてＷＳチャネル探索のための１つまたは複数の初期チャネル
を選択する。これは、たとえば、初期電源投入時に利用可能なチャネルについての広範な
探索を実行し、（本明細書で前に説明したような）別のノードによって送られるチャネル
のリストを探索することによって、ならびに／または競合する１次ユーザなどの探索およ
び検出を介してなど、ＷＳチャネル使用を初期化する他の方法を介して、行われ得る。１
つまたは複数のＷＳチャネル上で初期動作が確立されると、段階５１２０において、チャ
ネルリストを受信する。これは、たとえば、ライセンスチャネル上でのブロードキャスト
を介して、あるいはＳ１またはＸ２接続などの接続を介して、チャネルリストを受信する
ことによって、行われ得る。チャネルリストは複数のチャネルのセットを含み得、それら
のチャネルは、好適なチャネル使用優先順位に基づいて優先順位を付けられ得る。使用優
先順位は、たとえば、本明細書で前に説明したような、リストサイズを最小化し、ＷＳチ
ャネルを再利用するための基準に基づき得る。
【０２２４】
　チャネル使用が更新／変更され得ると判断された場合、次いで、段階５１４０において
、動作を新しいチャネルに切り替える。たとえば、現在使用されているチャネルが、リス
ト上にないか、または他の使用可能なチャネルよりも低い優先順位でリスト上にある場合
、動作は、他のより優先順位の高い使用可能なチャネルのうちの１つまたは複数に切り替
えられ得る。代替的に、段階５１３０において、チャネル使用が更新され得ないという判
断が行われた場合、たとえば、１次ユーザがより優先順位の高いチャネル上で検出され、
それによりそのチャネルの使用が妨げられる場合、段階５１５０において、動作を１つま
たは複数の現在のチャネル上で継続する。さらに、フェムトまたはピコノードなどの低電
力基地局が、チャネルを変更することを決定した場合、低電力基地局は、チャネルリスト
がすぐに更新および／または送信され得るように、関連するマクロ基地局に通知し得る。
これは、たとえば、本明細書で前に説明したようなバックホール接続を介して行われ得る
。
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【０２２５】
　別の態様では、本開示は、ライセンスチャネルと非ライセンスチャネルの両方の上で動
作するように構成された、ｅＮＢなどの基地局に関する。たとえば、基地局は、ライセン
スＬＴＥチャネルならびに非ライセンスＷＳチャネル上で動作するように構成され得る。
図５２に、本明細書ではデュアルセル基地局またはデュアルセルｅＮＢとしても示される
、そのような基地局の一実施形態５２００の詳細を示す。特に、デュアルセルｅＮＢ５２
００は、両方ともｅＮＢ５２００内で一体化された、ライセンススペクトルセルＩＤと非
ライセンススペクトルセルＩＤの両方を含むように構成される。２つのセルに関連付けら
れたモジュールが基地局モジュール５２１０中に示されており、それらのモジュールは、
ＷＳセルＩＤモジュール５２１４およびライセンスセルＩＤモジュール５２１２を含む。
それらのモジュールは、たとえば、図１３を含む、様々なｅＮＢ実装形態に関して本明細
書で前に示したような、共有物理モジュール内の別個の論理モジュールとして構成され得
る。モジュール５２１４とモジュール５２１２は、チャネルリスト情報、ハンドオーバ情
報、チャネルメトリックなどのチャネル特性情報などの情報、および／または２つのセル
間の協調動作に関係する他の情報を共有するために通信するように相互接続され得る。Ｕ
Ｅなどのユーザ端末の観点から、ｅＮＢ５２００は、別個のセルＩＤを用いて２つの異な
るセルを管理する２つの別個の基地局として機能する。ただし、その機能は単一の基地局
デバイスにおいて統合される。
【０２２６】
　ｅＮＢ５２００は、一般に、２つの別個の電力増幅器（ＰＡ）および送信モジュールチ
ェーン５２３２および５２３８を含むことになる。これらは、チャネル動作周波数、およ
び／あるいは他のＲＦまたは信号パラメータに応じて、別個のアンテナまたは共通のアン
テナのいずれかに結合され得る。同様に、ｅＮＢ５２００は、別個の受信機モジュール５
２３４および５２３６を含み得る。ただし、それらの受信機モジュールは、いくつかの実
施形態では、単一のモジュール中に統合され得る。受信機モジュール５２３４および５２
３６は、送信機モジュール５２３２および５２３８と、ならびに／または互いとアンテナ
を共有し得る。
【０２２７】
　図５３に、図５３に示すｅＮＢ５２００などのデュアルセルｅＮＢからシグナリングを
与えるためのプロセス５３００の一実施形態の詳細を示す。段階５３１０において、デュ
アルセルｅＮＢは、本明細書で前に説明したような１つまたは複数のライセンスチャネル
上でブロードキャスト信号を送信する。段階５３２０において、デュアルセルｅＮＢは、
１つまたは複数の非ライセンスチャネル上でブロードキャスト信号を送信する。ライセン
スチャネルおよび非ライセンスチャネル上のブロードキャスト信号は、２つの別個の論理
セル基地局として機能するための関連する異なるセルＩＤおよび関係情報を有し得る。
【０２２８】
　図５４に、本明細書で、ならびに特に図４６～図５１および図５３に示すプロセスに関
して、説明した機能を実行するように構成されたＷＳ－ＵＥ５４００の一実施形態の詳細
を示す。ＷＳ－ＵＥ５４００は、ホワイトスペースチャネルなどの非ライセンススペクト
ル上で信号を受信するように構成されたモジュール５４１０、ならびにライセンスセルラ
ーチャネルなどのライセンススペクトル上で信号を受信するように構成されたモジュール
５４２０を含み得る。モジュール５４２０は、たとえば、本明細書で前に説明したような
ライセンスチャネル上で信号を受信するための構成要素、ならびにチャネルリストなどの
チャネル使用情報を受信し、復号し、抽出するための構成要素を含み得る。チャネル使用
情報は、周期的におよび／または非同期的に受信され、抽出され得る。ＷＳ－ＵＥ５４０
０は、チャネルリスト中に含まれる１つまたは複数のＷＳチャネル上で行われ得るセル探
索プロシージャを実行するように構成されたモジュール５４３０をさらに含み得る。ＷＳ
－ＵＥ５４００は、たとえば、１次ユーザなど、非ライセンス／ホワイトスペースチャネ
ル中の他のユーザを検出するように構成されたモジュール５４４０をも含み得る。
【０２２９】
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　さらに、ＷＳ－ＵＥ５４００は、１つまたは複数のＷＳチャネルを使用してフェムトノ
ードまたはピコノードなどの低電力基地局などの１つまたは複数の基地局に信号を送るた
めのモジュール５４５０を含み得る。たとえば、モジュール５４５０は、１つまたは複数
のプロセッサ、無線周波数（ＲＦ）構成要素、変調器、送信機、アンテナなどを含み得る
。さらに、同様のモジュール５４６０が、１つまたは複数のライセンスチャネル上で１つ
または複数の低電力基地局に信号を送るように構成され得る。様々な追加のモジュールお
よび関係する構成要素（図示せず）がＷＳ－ＵＥ５４００に組み込まれ得る。たとえば、
ＷＳ－ＵＥ５４００は、図１３に示す例示的なＵＥと矛盾なく構成され得る。
【０２３０】
　図５５に、本明細書で、ならびに特に図４６～図５１および図５３に示すプロセスに関
して、説明した機能を実行するように構成されたＷＳ－ｅＮＢ５５００の一実施形態の詳
細を示す。ＷＳ－ｅＮＢ５５００は、ホワイトスペースチャネルなどの非ライセンススペ
クトル上で信号を受信するように構成されたモジュール５５１０、ならびにライセンスセ
ルラーチャネルなどのライセンススペクトル上で信号を受信するように構成されたモジュ
ール５５２０を含み得る、マクロｅＮＢであり得る。モジュール５５１０は、たとえば、
ＷＳチャネルリストを判断および／または更新するために本明細書で前に説明したような
ＷＳチャネルを走査するような、構成であり得る。いくつかの実装形態では、モジュール
５５１０および５５２０は別個のモジュールを備え得、しかしながら、いくつかの実装形
態では、それらは（たとえば、異なるアンテナおよび／またはフロントエンドモジュール
などに結合され得る）単一の受信機モジュールを備え得る。
【０２３１】
　代替または追加として、ＷＳ－ｅＮＢ５５００は、チャネル情報を受信し、および／ま
たはそれを低電力基地局などの他の基地局に送るためのモジュール５５３０を含み得る。
これは、ＷＳチャネルリストを生成するために使用され得る（１つまたは複数の）他の基
地局からチャネル使用情報を受信することを含み得る。シグナリングは、たとえば、バッ
クホール接続を使用して行われ得る。低電力基地局におけるＷＳチャネル使用などの受信
されたチャネル情報は、１つまたは複数のチャネルリストを生成するために使用され得、
これはモジュール５５４０において行われ得る。さらに、モジュール５５４０は、本明細
書で前に説明したようにＳＩＢ中などで、チャネルリスト情報を送信メッセージに組み込
むために、使用され得る。
【０２３２】
　ＷＳ－ｅＮＢ５５００は、ライセンスチャネル上で行われ得る、チャネルリスト情報を
送信するためのモジュール５５５０をも含み得る。チャネルリストは、ｅＮＢ５５００の
カバレージエリア内のＵＥなどの１つまたは複数のユーザ端末によって受信されるように
送信され得る。
【０２３３】
　いくつかの実装形態では、基地局５５００は、ホワイトスペースチャネルなどの非ライ
センスチャネル上で信号を送るためのモジュール５５６０をも含み得る。様々な追加のモ
ジュールおよび関係する構成要素（図示せず）がＷＳ－ｅＮＢ５５００に組み込まれ得る
。たとえば、ＷＳ－ｅＮＢ５５００は、図１３に示す例示的なｅＮＢと矛盾なく構成され
得る。
【０２３４】
　図５６に、本明細書で、ならびに特に図４６～図５１および図５３に示すプロセスに関
して、説明した機能を実行するように構成されたＷＳ－ｅＮＢ５６００の一実施形態の詳
細を示す。ＷＳ－ｅＮＢ５６００は、フェムトまたはピコセルｅＮＢなどの低電力基地局
であり得る。ｅＮＢ５６００は、ホワイトスペースチャネルなどの非ライセンススペクト
ル上で信号を受信するように構成されたモジュール５６１０、ならびにライセンスセルラ
ーチャネルなどのライセンススペクトル上で信号を受信するように構成されたモジュール
５６２０を含み得る。モジュール５６１０は、たとえば、ＷＳチャネル使用または利用可
能性を判断および／または更新するために、ならびにＷＳチャネル上でＵＥなどの端末と
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通信するために、本明細書で前に説明したようなＷＳチャネルを走査するような、構成で
あり得る。いくつかの実装形態では、モジュール５６２０は、マクロｅＮＢなどの他の基
地局などから、ライセンスチャネル上で情報を受信するように構成され得、その情報は、
たとえば、チャネル使用情報を含む。モジュール５６２０はまた、ライセンスチャネルを
使用してＵＥなどの１つまたは複数の端末と通信するために使用され得る。いくつかの実
装形態では、モジュール５５１０および５５２０は別個のモジュールを備え得、しかしな
がら、いくつかの実装形態では、それらは（たとえば、異なるアンテナおよび／またはフ
ロントエンドモジュールなどに結合され得る）単一の受信機モジュールを備え得る。
【０２３５】
　さらに、ＷＳ－ｅＮＢ５６００は、チャネル情報を受信し、および／またはそれを関連
するマクロｅＮＢになど、他の基地局に送るためのモジュール５６３０を含み得る。これ
は、ＷＳチャネルリストを生成するために使用され得るチャネル使用情報をマクロｅＮＢ
に与えることを含み得る。シグナリングは、たとえば、バックホール接続を使用して行わ
れ得る。
【０２３６】
　ＷＳ－ｅＮＢ５６００は、たとえば、端末からバックホール接続を介して無線で受信さ
れたチャネル使用情報、および／あるいは１次ユーザの検出、および／あるいはチャネル
状態または干渉、などに基づいて、チャネル使用を判断するためのモジュール５６４０を
も含み得る。基地局５６００は、（１つまたは複数の）ライセンスチャネル上で信号を送
るためのモジュール５６４０、ならびにホワイトスペースチャネルなどの非ライセンスチ
ャネル上で信号を送るためのモジュール５６５０をも含み得る。様々な追加のモジュール
および関係する構成要素（図示せず）がＷＳ－ｅＮＢ５６００に組み込まれ得る。たとえ
ば、ＷＳ－ｅＮＢ５６００は、図１３に示す例示的なｅＮＢと矛盾なく構成され得る。
【０２３７】
　いくつかの構成では、ワイヤレス通信のための装置は、本明細書で説明する様々な機能
を実行するための手段を含む。一態様では、上述の手段は、図１３、図５２、および図５
４～図５６に示すような本発明の実施形態が常駐し、上述の手段によって具陳される機能
を実行するように構成された、１つまたは複数のプロセッサおよび関連メモリを含むモジ
ュールであり得る。上述の手段は、たとえば、図示のようなＵＥ、ｅＮＢおよび／または
他のネットワークデバイス中に常駐する、モジュールまたは装置であり得る。別の態様で
は、上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成されたモジ
ュールまたは任意の装置であり得る。
【０２３８】
　本明細書で図示および説明した例示的なシステムに鑑みて、開示する主題に従って実装
され得る方法は、様々なフローチャートを参照すればより良く諒解されよう。説明を簡単
にするために、方法を一連の行為／ブロックとして図示および説明するが、いくつかのブ
ロックは、本明細書で図示および説明する順序とは異なる順序で、ならびに／または他の
ブロックと実質的に同時に行われ得るので、請求する主題はブロックの数または順序によ
って限定されないことを理解し、諒解されたい。さらに、本明細書で説明する方法を実装
するために、図示されたすべてのブロックが必要とされるとは限らない。ブロックに関連
する機能は、ソフトウェア、ハードウェア、それらの組合せまたは任意の他の好適な手段
（たとえば、デバイス、システム、プロセス、または構成要素）によって実装され得るこ
とを諒解されたい。さらに、本明細書の全体にわたって開示する方法は、そのような方法
を様々なデバイスに移送および転送することを可能にする製造品に記憶することが可能で
あることをさらに諒解されたい。方法は、代替的に、状態図などで、一連の相互に関係す
る状態またはイベントとして表現され得ることを、当業者は理解し、諒解するであろう。
【０２３９】
　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図５７を参照すると、
モバイルエンティティ（たとえば、ＵＥなど）によって動作可能なコグニティブ無線方法
５７００が示されている。詳細には、方法５７００は、モバイルエンティティが、コグニ
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ティブＬＴＥにおける制御チャネルのためのライセンススペクトルの使用を可能にするた
めの方法を表している。方法５７００は、５７１０において、ライセンスチャネル上で、
１つまたは複数のネットワークノードによって使用される少なくとも１つの非ライセンス
チャネル（たとえば、少なくとも１つのＷＳチャネル）に関するブロードキャストされた
チャネル使用情報（たとえば、ＳＩＢ内に含まれるリスト）を受信することを伴い得る。
方法５７００は、５７２０において、１つまたは複数のネットワークノードのうちの所与
のネットワークノードを選択するために、チャネル使用情報に少なくとも部分的に基づい
てセル探索プロシージャを実行することを伴い得る。方法５７００は、５７３０において
、所与のネットワークノードとのワイヤレス通信を確立する際に使用されるべき少なくと
も１つのランダムアクセスパラメータを決定することであって、少なくとも１つのランダ
ムアクセスパラメータが、ユーザデバイスの特性（たとえば、少なくとも１つのＷＳチャ
ネル上で通信する能力）に関連付けられ、好適なＤＬチャネルを決定する、決定すること
を伴い得る。方法５７００は、５７４０において、所与のネットワークノードにアクセス
要求を送信することであって、アクセス要求が、少なくとも１つのランダムアクセスパラ
メータに少なくとも部分的に基づき、プリアンブルシーケンスおよび／または（１つまた
は複数の）時間／周波数リソースに対応する（１つまたは複数の）時間／周波数パラメー
タをオプションとして含む、送信することを伴い得る。方法５７００は、５７５０におい
て、好適なＤＬチャネル上でアクセス要求に対する応答を受信することをオプションとし
て伴い得る。
【０２４０】
　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図５７に関して上記で
説明したように、電力制御のためのデバイスおよび装置が提供される。図５８を参照する
と、ワイヤレスネットワーク中のモバイルエンティティ（たとえば、ＵＥ）として、ある
いはモバイルエンティティ内で使用するためのプロセッサまたは同様のデバイス／構成要
素として構成され得る例示的な装置５８００が与えられている。装置５８００は、プロセ
ッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装
される機能を表すことができる機能ブロックを含み得る。たとえば、装置５８００は、ラ
イセンスチャネル上で、１つまたは複数のネットワークノードによって使用される少なく
とも１つの非ライセンスチャネルに関するブロードキャストされたチャネル使用情報を受
信するための電気的構成要素またはモジュール５８１２を含み得る。装置５８００は、１
つまたは複数のネットワークノードのうちの所与のネットワークノードを選択するために
、チャネル使用情報に少なくとも部分的に基づいてセル探索プロシージャを実行するため
の構成要素５８１４を含み得る。装置５８００は、所与のネットワークノードとのワイヤ
レス通信を確立する際に使用されるべき少なくとも１つのランダムアクセスパラメータを
決定するための構成要素５８１６であって、少なくとも１つのランダムアクセスパラメー
タが、ユーザデバイスの特性に関連付けられ、好適なＤＬチャネルを決定する、構成要素
５８１６を含み得る。装置５８００は、所与のネットワークノードにアクセス要求を送信
するための構成要素５８１８であって、アクセス要求が少なくとも１つのランダムアクセ
スパラメータに少なくとも部分的に基づく、構成要素５８１８を含み得る。
【０２４１】
　関係する態様では、プロセッサとしてではなく、ネットワークエンティティ（たとえば
、ｅＮＢ）として構成された装置５８００の場合、装置５８００は、少なくとも１つのプ
ロセッサを有するプロセッサ構成要素５８５０をオプションとして含み得る。そのような
場合、プロセッサ５８５０は、バス５８５２または同様の通信結合を介して構成要素５８
１２～５８１８と動作可能に通信し得る。プロセッサ５８５０は、電気的構成要素５８１
２～５８１８によって実行されるプロセスまたは機能の起動とスケジューリングとを実施
し得る。
【０２４２】
　さらなる関係する態様では、装置５８００は、無線トランシーバ構成要素５８５４を含
み得る。トランシーバ５８５４の代わりにまたはトランシーバ５８５４とともに、スタン
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ドアロン受信機および／またはスタンドアロン送信機が使用され得る。装置５８００がＡ
Ｐまたは同様のネットワークエンティティであるとき、装置５８００は、１つまたは複数
のコアネットワークエンティティに接続するためのネットワークインターフェース（図示
せず）をも含み得る。装置５８００は、たとえば、メモリデバイス／構成要素５８５６な
ど、情報を記憶するための構成要素をオプションとして含み得る。コンピュータ可読媒体
またはメモリ構成要素５８５６は、バス５８５２などを介して装置５８００の他の構成要
素に動作可能に結合され得る。メモリ構成要素５８５６は、構成要素５８１２～５８１８
、およびそれらの副構成要素、またはプロセッサ５８５０、または本明細書で開示する方
法のプロセスおよび挙動を実施するための、コンピュータ可読命令および／またはデータ
を記憶するように適応され得る。メモリ構成要素５８５６は、構成要素５８１２～５８１
８に関連する機能を実行するための命令を保持し得る。メモリ５８５６の外部にあるもの
として示されているが、構成要素５８１２～５８１８はメモリ５８５６の内部に存在する
ことができることを理解されたい。図５８中の構成要素は、プロセッサ、電子デバイス、
ハードウェアデバイス、電子的副構成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、フ
ァームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備え得ることにさらに留意され
たい。
【０２４３】
　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図５９を参照すると、
コグニティブＬＴＥにおける制御チャネルのためのライセンススペクトルの使用を可能に
するための、ネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ）によって動作可能な方法５
９００が示されている。方法５９００は、５９１０において、ライセンス周波数スペクト
ルの第１の部分を占有するライセンスチャネルを使用して（たとえば、ＳＩＢ中で与えら
れる）ＤＬチャネル情報を送信することであって、ＤＬチャネル情報が、非ライセンス周
波数スペクトル内に含まれる少なくとも１つの非ライセンスチャネルを識別し、少なくと
も１つの非ライセンスチャネルが、上記ネットワークエンティティによってまたはそれの
近傍の別のネットワークエンティティによって使用され、ＤＬチャネル情報が、非ライセ
ンス周波数スペクトル内に含まれるチャネルのリストとそのリストに関連付けられた優先
順位構成とをオプションとして含み得る、送信することを伴い得る。方法５９００は、５
９２０において、モバイルエンティティ（たとえば、ＵＥ）から、少なくとも１つの非ラ
イセンスチャネルのうちの１つにアクセスしたいというアクセス要求を受信することであ
って、アクセス要求の中に、好適なＤＬチャネル、および／または少なくとも１つのＷＳ
チャネル上で通信するモバイルエンティティ能力、を決定する少なくとも１つのランダム
アクセスパラメータが符号化されており、アクセス要求がプリアンブルシーケンスをオプ
ションとして含み得る、受信することを伴い得る。方法５９００は、５９３０において、
少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づいて、非ライセ
ンス周波数スペクトルまたはライセンス周波数スペクトル内に含まれる所与のチャネルを
選択することを伴い得る。方法５９００は、５９４０において、モバイルエンティティに
、選択された所与のチャネル上でアクセス要求に対する応答を送信することを伴い得る。
【０２４４】
　図６０を参照すると、随意であり、ネットワークエンティティなどによって実行され得
る方法５９００のさらなる動作または態様が示されている。方法５９００が図６１の少な
くとも１つのブロックを含む場合、方法５９００は、必ずしも、図示され得るいかなる（
１つまたは複数の）後続のダウンストリームブロックをも含む必要なしに、少なくとも１
つのブロックの後に終了し得る。ブロックの番号は、ブロックが方法５９００に従って実
行され得る特定の順序を暗示しないことにさらに留意されたい。たとえば、方法５９００
は、アクセス要求から少なくとも１つのランダムアクセスパラメータを抽出すること（ブ
ロック５９５０）を伴い得る。選択すること（ブロック５９３０）は、抽出された少なく
とも１つのランダムアクセスパラメータに基づいて所与のチャネルを選択すること（ブロ
ック５９６０）を伴い得る。
【０２４５】
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　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図６１は、図５９～図
６０に関して上記で説明したコグニティブＬＴＥのための装置６１００（たとえば、ネッ
トワークエンティティまたはそれの（１つまたは複数の）構成要素）の設計を示している
。たとえば、装置６１００は、ライセンス周波数スペクトルの第１の部分を占有するライ
センスチャネルを使用してＤＬチャネル情報を送信するための電気的構成要素またはモジ
ュール６１１２であって、ＤＬチャネル情報が、非ライセンス周波数スペクトル内に含ま
れる少なくとも１つの非ライセンスチャネルを識別し、少なくとも１つの非ライセンスチ
ャネルが、上記ネットワークエンティティによってまたはそれの近傍の別のネットワーク
エンティティによって使用される、電気的構成要素またはモジュール６１１２を含み得る
。装置６１００は、モバイルエンティティから、少なくとも１つの非ライセンスチャネル
のうちの１つにアクセスしたいというアクセス要求を受信するための構成要素６１１４で
あって、アクセス要求の中に、好適なＤＬチャネルを決定する少なくとも１つのランダム
アクセスパラメータが符号化されている、構成要素６１１４を含み得る。装置６１００は
、少なくとも１つのランダムアクセスパラメータに少なくとも部分的に基づいて、非ライ
センス周波数スペクトルまたはライセンス周波数スペクトル内に含まれる所与のチャネル
を選択するための構成要素６１１６を含み得る。装置６１００は、モバイルエンティティ
に、選択された所与のチャネル上でアクセス要求に対する応答を送信するための構成要素
６１１８を含み得る。簡潔性のために、装置６１００に関する残りの詳細についてさらに
詳述しないが、装置６１００の残りの特徴および態様は、図５８の装置５８００に関して
上記で説明した特徴および態様と実質的に同様であることを理解されたい。
【０２４６】
　本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、本開示は、一般に、コ
グニティブワイヤレス通信システムにおけるチャネル管理に関する。より詳細には、限定
はしないが、本出願は、ホワイトスペースを使用してコグニティブＬＴＥネットワークに
おいて制御シグナリングおよびチャネル選択を行うための方法および装置に関する。
【０２４７】
　一態様では、本開示は、ユーザデバイスにおいて、ライセンスチャネル上で、ワイヤレ
スネットワークノードによって使用される少なくとも１つの非ライセンスチャネルに関連
付けられた情報を搬送する信号を受信することと、ユーザデバイスからワイヤレスネット
ワークノードにアクセス要求を送信することと、ユーザデバイスにおいて少なくとも１つ
の非ライセンスチャネル上でアクセス要求に対する応答を受信することとを備える方法を
対象とする。
【０２４８】
　非ライセンスチャネルはＷＳチャネルを備え得る。本方法は、ユーザデバイスにおいて
、上記情報に応答して少なくとも１つの非ライセンスチャネルに受信機を同調させること
をさらに含み得る。アクセス要求はプリアンブルシーケンスを含み得る。
【０２４９】
　本方法は、ユーザデバイスにおける上記情報の受信に応答して上記送信することを開始
することをさらに含み得る。上記送信することは、ライセンスチャネル上でアクセス要求
を送信することを含み得る。上記情報は、さらに、ワイヤレスネットワークノードによっ
て使用される１つまたは複数の他の非ライセンスチャネルを識別し得る。上記情報は、ネ
ットワークノードによって使用される１つまたは複数の非ライセンスチャネルのリストを
含み得る。そのリストは、複数の非ライセンスチャネルと、複数の非ライセンスチャネル
に関連付けられた優先順位情報のセットとを含み得る。優先順位情報のセットは、１次非
ライセンスチャネルと１つまたは複数の２次非ライセンスチャネルとを含み得る。本方法
は、１次非ライセンスチャネル上でワイヤレスネットワークノードとの通信接続を確立す
ることをさらに備え得る。本方法は、２次非ライセンスチャネルのうちの１つの上でワイ
ヤレスネットワークノードとの第２の通信接続を確立することをさらに備え得る。第２の
通信は、チャネルを切り替えたいというワイヤレスネットワークノードからの要求に応答
して確立され得る。
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【０２５０】
　たとえば、ユーザデバイスはＷＳ－ＵＥであり得、また、ワイヤレスネットワークノー
ドはＷＳ－ｅＮＢであり得る。ＷＳ－ｅＮＢは、ピコセルノード、マクロセルノード、ま
たはフェムトセルノードであり得る。上記情報はＳＩＢ中で与えられ得る。ＳＩＢは、Ｌ
ＴＥシステムにおけるＳＩＢ１またはＳＩＢ２であり得る。
【０２５１】
　関係する態様では、本開示は、ユーザデバイスにおいてワイヤレスネットワークノード
からライセンスＤＬチャネルを介して１つまたは複数の非ライセンスＤＬチャネルに関連
付けられた情報を受信することと、ライセンスＵＬチャネルを介してワイヤレスネットワ
ークノードにアクセス要求を送ることと、１つまたは複数の非ライセンスＤＬチャネルの
うちの第１のチャネルを使用してワイヤレスネットワークノードとのＤＬ通信接続を確立
することとを備える方法に関する。
【０２５２】
　ユーザデバイスはＷＳ－ＵＥを備え得、また、ワイヤレスネットワークノードはＷＳ－
ｅＮＢを備え得る。本方法は、１つまたは複数の非ライセンスＤＬチャネルのうちの第２
のチャネルを使用してワイヤレスネットワークノードとの第２の通信接続を確立すること
をさらに備え得る。第２の通信接続を確立することは、チャネルを変更したいというワイ
ヤレスネットワークノードからの要求の受信に応答して実行され得る。
【０２５３】
　関係する態様では、本開示は、ワイヤレスネットワークノードから、ライセンス周波数
スペクトルの第１の部分を占有するチャネルを使用してＤＬチャネル情報を送信すること
であって、ＤＬチャネル情報が、非ライセンス周波数スペクトル内に含まれる１つまたは
複数のチャネルを識別する、送信することと、ワイヤレスネットワークノードから、非ラ
イセンス周波数スペクトル内に含まれる１つまたは複数のチャネルを使用するように構成
された１つまたは複数のユーザデバイスの第１のグループにデータを送信することとを備
える方法に関する。
【０２５４】
　ユーザデバイスの第１のグループは、チャネルを受信するようにさらに構成され得る。
本方法は、ワイヤレスネットワークノードから、もっぱら、ユーザデバイスの第２のグル
ープへのデータ送信のために予約された、ライセンススペクトルの第２の部分を使用して
、ユーザデバイスの第２のグループにデータを送信することをさらに含み得る。１つまた
は複数のチャネルは、１つまたは複数のＷＳチャネルを備え得る。
【０２５５】
　本方法は、ワイヤレスネットワークノードにおいて、ユーザデバイスの第１のグループ
のうちの１つから第１のアクセス要求を受信することであって、第１のアクセス要求が、
ライセンス周波数スペクトル内に含まれる第１の周波数上で送信される、受信することを
さらに含み得る。
【０２５６】
　ワイヤレスネットワークノードはＷＳ－ｅＮＢであり得、また、ユーザデバイスはＷＳ
－ＵＥであり得る。ＷＳ－ｅＮＢは、ライセンス周波数スペクトル上で制御シグナリング
のみを与えるように構成され得る。
【０２５７】
　ＤＬチャネル情報はＳＩＢ中で与えられ得る。ＤＬチャネル情報は、非ライセンス周波
数スペクトル内に含まれるチャネルのリストを含み得る。ＤＬチャネル情報は、チャネル
のリストに関連付けられた優先順位構成をさらに含み得る。
【０２５８】
　関係する態様では、本開示は、ワイヤレスネットワークノードから、ライセンス周波数
スペクトルの第１の部分を占有するチャネルを使用してＤＬチャネル情報を送信すること
であって、ＤＬチャネル情報が、非ライセンス周波数スペクトル内に含まれる１つまたは
複数のチャネルを識別する、送信することと、ユーザデバイスから、非ライセンス周波数
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スペクトル内に含まれる１つまたは複数のチャネルのうちの１つにアクセスしたいという
要求を受信することと、ワイヤレスネットワークノードから、非ライセンス周波数スペク
トル内に含まれる１つまたは複数のチャネルのうちの第１のチャネル上でユーザデバイス
にデータを送信することとを備える方法に関する。
【０２５９】
　ワイヤレスネットワークノードはＷＳ－ｅＮＢを備え得、また、ユーザデバイスはＷＳ
－ＵＥを備え得る。１つまたは複数のチャネルは、１つまたは複数のＷＳチャネルを備え
得る。１つまたは複数のチャネルは、複数のＷＳチャネルを備える。１つまたは複数のチ
ャネルにアクセスしたいという要求は、ライセンス周波数スペクトル中のチャネル上で受
信され得る。
【０２６０】
　ワイヤレスネットワークノードは、ライセンス周波数スペクトル上で制御シグナリング
のみを与えるように構成され得る。ＤＬチャネル情報はＳＩＢ中で与えられ得る。ＳＩＢ
は、ＳＩＢ１またはＳＩＢ２であり得る。ＤＬチャネル情報は、非ライセンス周波数スペ
クトル内に含まれるチャネルのリストを含み得る。ＤＬチャネル情報は、チャネルのリス
トに関連付けられた優先順位構成をさらに含み得る。
【０２６１】
　本方法は、レガシーデバイスからアクセス要求を受信することと、ライセンスチャネル
を使用してレガシーデバイスとの接続を確立することと、第２のワイヤレスネットワーク
ノードに干渉協調についての要求を送ることとをさらに備え得る。上記送ることは、第２
のワイヤレスネットワークノードにＬ２情報を送ることを含み得る。Ｌ２情報は、ワイヤ
レスネットワークノードと通信中の１つまたは複数のレガシーデバイスのみに基づき得る
。Ｌ２情報は、代替的に、１つまたは複数のＷＳ対応デバイスと１つまたは複数のレガシ
ーデバイスとに関連付けられた情報を含み得る。（１つまたは複数の）レガシーデバイス
はレガシーＵＥであり得る。（１つまたは複数の）ＷＳ対応デバイスは、１つまたは複数
のＷＳ－ＵＥを含み得る。
【０２６２】
　情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得ることを、
当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁
界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され
得る。
【０２６３】
　さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、
または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハードウェアと
ソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モ
ジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関して説明し
た。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは
、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当業者は、説明
した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決定は、本
開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０２６４】
　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブ
ル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、ある
いは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて
実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替とし
て、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ま
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たは状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、た
とえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコ
アと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成
として実装され得る。
【０２６５】
　本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハードウ
ェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実施され
るか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモ
リ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジス
タ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られ
ている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記
憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサ
に結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサおよび
記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代替として
、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る。
【０２６６】
　１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合
、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され
るか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、
ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む
、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または
専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定では
なく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気
ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用
もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含むことができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または非一時的ワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリ
モートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア
、ＤＳＬ、または非一時的ワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用す
るディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、
レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶ
Ｄ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイ（登録商標）ディスク
（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc
）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲
内に含めるべきである。
【０２６７】
　本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用することが
できるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり
、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変
形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定
されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲
を与えられるべきである。
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